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特長

► 10BASE-T1L IEEE 802.3cg-2019 規格に準拠

► 1.0V/2.4V で最長 1700m のケーブル長に対応

► SPI を備えた MAC を内蔵

► OPEN Alliance 10BASE-T1x MAC-PHY シリアル・イン

ターフェースに対応

► 16 個の MAC アドレス・フィルタ

► 28kB のバッファで高優先度キューおよび低優先度

キューに対応

► カット・スルーまたはストア・アンド・フォワード動作

► IEEE 1588 のタイム・スタンプに対応

► 統計カウンタ

► 低消費電力：単電源 50mW
► 診断機能

► TDR によるケーブル・フォルト検出

► MSE によるリンク品質インジケータ

► フレーム・ジェネレータおよびフレーム・チェッカ

► 複数のループバック・モード

► IEEE テスト・モードに対応

► 1.0V p-p および 2.4V p-p の送信レベルに対応

► MDI の極性検出および補正

► 2 ピン MDI
► 内部終端抵抗およびハイブリッド

► オート・ネゴシエーション

► 25MHz の水晶発振器または外部クロック入力

► EMC 試験規格

► IEC 61000-4-4 電気高速トランジェント（EFT）
（±4kV）

► IEC 61000-4-2 ESD（±4kV の接触放電）

► IEC 61000-4-2 ESD（±8kV の気中放電）

► IEC 61000-4-6 伝導耐性（10V/m）

► IEC 61000-4-5 サージ（±4kV）
► IEC 61000-4-3 放射耐性（クラス A）
► EN 55032 放射エミッション（クラス B）

► 小型パッケージ：32 ピン（5mm × 5mm）LFCSP
► 温度範囲

► 産業用：−40ºC～+85ºC
► 拡張：−40ºC～+105ºC

アプリケーション

► ビルディング・オートメーションおよび火災安全

► ファクトリ・オートメーション

► 状態監視および機械接続

機能ブロック図

図 1. 機能ブロック図 

概要

ADIN1111は、産業用イーサネット・アプリケーション向けに設

計された超低消費電力で単一ポートの 10BASE-T1L トランシー

バであり、長距離伝送用の 10Mbpsシングル・ペア・イーサネッ

ト（SPE）に対する IEEE® 802.3cg-2019TMイーサネット規格に対

応しています。メディア・アクセス制御（MAC）インター

フェースを内蔵した ADIN1111 は、シリアル・ペリフェラル・

インターフェース（SPI）を介して、様々なホスト・コントロー

ラと直接接続できます。この SPI により、MAC を内蔵していな

い低消費電力のプロセッサを使用できるため、システム・レベ

ルの総合的な消費電力を最小限に抑えることができます。

ADIN1111は、ビルや工場内、そしてプロセス・オートメーショ

ン用に展開されるエッジ・ノード・センサーやフィールド計測

器向けに設計されています。

デバイスは、1.8Vまたは 3.3Vの単電源レールで動作し、1.0Vと

2.4V のどちらにも対応できます。内蔵のハイブリッドおよび終

端抵抗により、ADIN1111 は MDI インターフェースに直接接続

できます。

ADIN1111 には電圧源モニタリング回路およびパワーオン・リ

セット（POR）回路が内蔵されており、システム・レベルの堅

牢性を高めています。また、MAC インターフェースとホスト・

プロセッサとの間で通信を行うための 4 線式 SPI を備えていま

す。

ADIN1111 は、5mm × 5mm の 32 ピン・リード・フレーム・チッ

プ・スケール・パッケージ［LFCSP］を採用しています。 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

※こちらのデータシートには正誤表が付属しています。当該資料の最終ページ以降をご参照ください。 
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仕様

特に指定のない限り、AVDD_H = AVDD_L = VDDIO = 3.3V、仕様値はすべて−40ºC～+105ºC での値。 

表 1.  

https://www.analog.com/jp/index.html
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仕様 

表 1.（続き） 

1 CL = ((C1 × C2)/(C1 + C2) + CSTRAY)、ここで CSTRAYは、配線やパッケージの寄生成分を含む浮遊容量です。 
2 RPおよび CPは、AC グラウンドへの等価並列 RC 回路（RP||RC）の値であり、XTAL_I/CLK_IN ピンの駆動点のインピーダンスをモデル化しています。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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タイミング特性

パワーアップ・タイミング 

表 2. パワーアップのタイミング 

1 最小タイム・インターバルは、立上がり閾値に到達する最後の電源を基準としています。特定の電源シーケンスは必要ありません。 

図 2. パワーアップのタイミング図 

SPI 
表 3. 

1 設計および特性評価により裏付けられています。製品テストの対象外です。 
2 すべての入力信号は、立上がり時間（tR） = 立下がり時間（tF） = 5ns（VDDIO の 10%～90%）で仕様規定され、1.2V の電圧レベルを基準に時間測定され

ています。

3 SDO ピンの容量性負荷は 10pF です。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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タイミング特性

図 3. シリアル・インターフェースのタイミング図 

https://www.analog.com/jp/index.html
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絶対最大定格

特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

表 4. 

1 SPI ピンの全リストについては、ピン配置およびピン機能の説明のセク

ションを参照してください。

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに

恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定

格のみを指定するものであり、この仕様の動作のセクションに

記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありま

せん。デバイスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、

デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。

熱抵抗

θJA は、1 立方フィートの密封容器内で測定された、自然対流下

におけるジャンクションと周囲温度の間の熱抵抗です。

表 5. 熱抵抗 

1 θJAは最も厳しい条件、すなわち、表面実装パッケージ用回路基板にデ

バイスをハンダ付けした状態で仕様規定されています。

2 テスト条件 1：熱抵抗のシミュレーション値は、サーマル・ビアを備

えた JEDEC 2S2P サーマル・テスト・ボードを基準にしています。

JEDEC JESD-51 を参照してください。 

静電放電（ESD）定格 
以下の ESD 情報は、ESD に敏感なデバイスを取り扱うために示

したものですが、対象は ESD 保護区域内だけに限られます。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 準拠の人体モデル（HBM）。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-002 準拠の電界誘起帯電デバイス・モデ

ル（FICDM）。

ADIN1111 の ESD 定格 

表 6. ADIN1111、32 ピン LFCSP 

ESD に関する注意 
ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されない

まま放電することがあります。本製品は当社独自の特

許技術であるESD保護回路を内蔵してはいますが、デ

バイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷

を生じる可能性があります。したがって、性能劣化や

機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措

置を講じることをお勧めします。

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置およびピン機能の説明

図 4. ピン配置 

表 7. ピン機能の説明（ハードウェア・ピン構成のグループ分けは変更される可能性があります） 
ピン番号 記号 1 PU/PD2 説明 

クロック・インターフェース 
6 CLK25_REF N/A アナログ・リファレンス・クロック出力。水晶発振器からの 25MHz リファレンス・

クロックは、この CLK25_REF ピンで利用できます。 
7 XTAL_I/CLK_IN N/A 水晶発振器の入力（XTAL_I）。 

シングルエンドの 25MHz リファレンス・クロック入力（CLK_IN）。 
8 XTAL_O N/A 水晶振動子出力。XTAL_I/CLK_IN でシングルエンドのリファレンス・クロックを使

用する場合、XTAL_O はオープン・サーキットのままにします。外部 25MHz ク

ロック入力のセクションを参照してください。 
SPI 

1 SDI PD シリアル・データ入力。データは、クロックの各立上がりエッジで SDI ピンに入力

されます。 
2 SDO/SPI_CFG03 PD シリアル・データ出力（SDO）。データは、クロックの各立下がりエッジで SDO

ピンに出力されます。 
SPI プロトコル設定ピン 0（SPI_CFG0）。表 15 を参照してください。 

20 INT PU 割込みピン出力。アクティブ・ローのオープンドレイン出力。INTのローは、マスク

解除されている管理割込みを示します。このピンには、VDDIO への 1.5kΩ プルアッ

プ抵抗が必要です。 
23 CS PD アクティブ・ローのチップ・リセット。 
29 SPI_CFG1 PD SPI プロトコル設定ピン 1。表 15 を参照してください。 
30 SCLK PD シリアル・クロック入力。データは、クロックの各立上がりエッジでシフト・レジ

スタに入力されます。 
タイム・スタンプ機能に 
対応 

24 TS_TIMER/MS_SEL3 PD タイム・スタンプ・タイマー出力（TS_TIMER）。アプリケーション情報のセク

ションを参照してください。 
リーダー／フォロアの選択（MS_SEL）。リーダーを優先する場合はハイ、フォロ

アを優先する場合はローに設定します。表 13 を参照してください。 
32 TS_CAPT PD タイム・スタンプの取得、ADIN1111 への入力）。アプリケーション情報のセク

ションを参照してください。タイム・スタンプ機能を使用しない場合、内部にプル

ダウン抵抗があるため、このピンをオープンのままにしておくことができます。 
リセット 

4 RESET PU アクティブ・ロー入力。10µs を超える時間、ローに保持してください。内部にプル

アップ抵抗があるため、RESETにはプルアップ抵抗は不要です。 
メディア依存インターフェース

（MDI） 
11 TXN N/A 送信／受信の負側ピン。 
12 TXP N/A 送信／受信の正側ピン。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置およびピン機能の説明 

表 7.ピン機能の説明（ピン配置のハードウェア上のグループ分けは変更される可能性があります）（続き） 
ピン番号 記号 1 PU/PD2 説明 

設定／ステータス 
3 LED_0 PU 汎用 LED用プログラマブル LEDインジケータ。LEDはアクティブ・ローです。LED

は、アクティブ・ハイでもアクティブ・ローでも動作可能です。デフォルトでは、

リンクが確立されると LED_0 が点灯し、アクティビティがあると点滅するよう設定

されています。LED 機能のセクションを参照してください。 
31 LINK_ST PD リンク・ステータス出力。LINK_ST は、有効なリンクが確立されているかどうかを

示します。LINK_ST はアクティブ・ハイです。 
5 LED_1 PD 汎用 LED 用プログラマブル LED インジケータ。LED は、アクティブ・ハイでもア

クティブ・ローでも動作可能です。デフォルトでは、LED_1 はディスエーブルで

す。LED 機能のセクションを参照してください。 
25 TX2P4_EN3 PD 送信レベル振幅用のハードウェア設定ピン。送信振幅が 1.0V p-p の場合にのみハイ

に設定します。送信振幅が 1.0V p-p および 2.4V p-p の場合はローに設定します。表

14 を参照してください。 
26 SWPD_EN3 PD ソフトウェア・パワーダウン設定。ローにセットすると、パワーアップ／リセット

後に PHY がソフトウェア・パワーダウン・モードになるよう設定されます。表 12
を参照してください。 

LDO および REFERENCE 
15 CEXT_2 N/A LDO 回路用外部デカップリング。このピンのできるだけ近くで、0.1µF のコンデン

サをグラウンドに接続します。このピンを外部回路用電圧源として使用しないでく

ださい。 
16 CEXT_3 N/A LDO 回路用外部デカップリング。このピンのできるだけ近くで、1µF のコンデンサ

をグラウンドに接続します。このピンを外部回路用電圧源として使用しないでくだ

さい。 
電源ピンおよびグラウンド・ 
ピン 

13 AVDD_H N/A デバイス内の様々なアナログ回路用のアナログ電源電圧。この電源レールは、送信

レベル設定に応じて 1.8V～3.3V で供給できます。AVDD_H が 3.3V の場合、1.0V p-
p と 2.4V p-p の両方の送信動作モードに対応し、AVDD_H が 1.8V のみの場合は、

1.0V p-p の送信動作モードにのみ対応します。このピンのできるだけ近くで、0.1µF
と 0.01µF のコンデンサをグラウンドに接続します。 

18 AVDD_L N/A 内部 LDO 回路用のアナログ電源電圧。この電源レールは 1.8V～3.3V で供給できま

す。AVDD_L は、長距離伝送アプリケーションでは AVDD_H レールに直結できま

す。また、低消費電力用に両電源で構成されている場合はより低電圧の別のレール

に接続できます。このピンのできるだけ近くで、0.1µF と 0.01µF のコンデンサをグ

ラウンドに接続します。 
19 DLDO_1P1 N/A デジタル・コア 1.1V 電源出力ピン。このピンのできるだけ近くで、0.68µF のコン

デンサを GND に接続します。 
28 VDDIO N/A SPI 用の 3.3V、2.5V、または 1.8V のデジタル電力。このピンのできるだけ近く

で、0.1µF と 0.01µF のコンデンサを GND に接続します。 
EP N/A 露出パッド（EP）。この GND パドルはグラウンドに接続する必要があります。

LFCSP パッケージには、電気的な理由により GND に接続する必要があり、機械的

な理由により PCB の金属面にハンダ付けする必要のある露出パッドがあります。露

出 GND パッドの下に、4 × 4 アレイのサーマル・ビアを設けることを推奨します。 
その他のピン 

9, 10, 14, 17, 27 DNC N/A 接続しないでください。これらのピンはオープン・サーキットのままにする必要が

あります。 
21 TEST1 PU このピンには、VDDIO への 1.5kΩ プルアップ抵抗が必要です。 
22 TEST2 PU このピンはオープン・サーキットのままにする必要があります。 

1 ピンが機能信号とハードウェア・ピン設定信号を兼ねている場合、記号の末尾にハードウェア・ピン設定信号を付けています。このデータシートでは、こ

れらのピンを機能信号名で表記しています。

2 PU/PD は、内部／オン・チップのプルアップ抵抗またはプルダウン抵抗を意味します。内部のプルアップ抵抗またはプルダウン抵抗は事前に定義されてお

り、ユーザが設定を変更することはできません。N/A は、該当なしを意味します。 
3 すべてのハードウェア設定ピンには、内部プルダウン抵抗があります。これらのピンに外部抵抗を接続しないデフォルト動作モードを表 10 に示します。

代替動作モードが必要な場合は、4.7kΩ のプルアップ抵抗を使用してください。  

https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的な性能特性

図 5. 消費電力と温度の関係、1.8V 単電源 

図 6. 消費電力と温度の関係、 
AVDD_H = 3.3V、VDDIO = 3.3V、AVDD_L = 1.8V 

図 7. 消費電力と温度の関係、3.3V 単電源 

図 8. 消費電力と温度の関係、 
AVDD_H = 3.3V、AVDD_L = VDDIO = 1.8V 

図 9. 消費電力と温度の関係、 
AVDD_H = AVDD_L = 3.3V、VDDIO = 1.8V 
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動作原理

ADIN1111 は、低消費電力の単一ポート 10Mb/s イーサネット

MAC-PHY デバイスで、長距離伝送の 10Mbps シングル・ペア・

イーサネットに対応する IEEE 802.3cg イーサネット規格に準拠

しています。

ADIN1111 は以下のような機能を備えています。 

► 関連する一般的なアナログ回路をすべて備えた 10BASE-T1L
イーサネット PHY コアおよび MAC

► 入出力クロックのバッファ処理

► SPI およびサブシステム・レジスタ

► リセットおよびクロックを管理する制御ロジック

► ハードウェア設定ピン

► 2 個の設定可能な LED ピン

電源ドメイン

ADIN1111には、以下の 3つの電源ドメインがあり、少なくとも

1 つの電源レールが必要です。 

► AVDD_H は、ADIN1111 のアナログ・フロント・エンド

（AFE）回路用のアナログ電源入力です。

► AVDD_L は、内部 LDO 回路用のアナログ電源電圧です。

AVDD_L は、単電源モードでは AVDD_H レールに、低消費

電力向けの両電源モードではより低電圧のレールに接続しま

す。

► VDDIO により、SPI の電圧源を ADIN1111 内の他の回路とは

独立して設定できます。VDDIO は、AVDD_L レールに直接

接続できます。

単電源アプリケーションでは、AVDD_H、AVDD_L、VDDIO を

同じ電源に接続します。使用する適切な電源電圧は、最終アプリ

ケーションとケーブル長によって異なります。送信振幅電圧が

2.4V p-p と高い場合は AVDD_H = 3.3V、送信振幅電圧が 1.0V p-p
と低い場合は AVDD_H = 1.8V または 3.3V にする必要がありま

す。

アナログ・フロント・エンド

アナログ・フロント・エンド（AFE）段は、ハイブリッド段、

9 レベル DAC、ライン・ドライバ、アナログ受信フィルタ、入

力バッファ、ADC で構成されています。

ライン・ドライバは、MDI インターフェース・ピンである TXP
および TXN を介して、ラインに信号を送信します。ハイブリッ

ド段では、送信信号を MDI ピンで受信した信号から差し引くこ

とで、シングル・ペア・ケーブルでの全 2 重動作を可能にしま

す。

その後、受信信号はアナログ受信フィルタを通過し入力バッ

ファに達した後、ADC に送られます。

MAC 
ADIN1111 の MAC は 16 通りの MAC アドレスをサポートしてい

ます。また、MACには、低優先度受信先入れ先出し（FIFO）が

1つ、高優先度受信 FIFOが 1つ、送信 FIFOが 1つあります。こ

れらの FIFO は、汎用の SPI プロトコルを使用する場合はスト

ア・アンド・フォワード・モードでデータを送信し、OPEN
Alliance プロトコルを使用する場合はストア・アンド・フォワー

ド・モードまたはカット・スルー・モードでデータを送信でき

ます。

汎用バージョンと OPEN Alliance バージョンの SPI プロトコルが

使用できます。データは、汎用 SPIプロトコルでは SPI半 2重通

信で転送され、OPEN Alliance プロトコルでは全 2 重通信で転送

されます。MAC SPI のセクションを参照してください。 

割込み（INT） 
ADIN1111 は、ユーザが選択した様々な条件に応じ、INTピンを

使用してホスト・プロセッサに割込みを生成できます。割込み

を生成するには、以下の条件が選択できます。

► リンク・ステータスの変化

► 受信 FIFO データが使用可能

► フレーム送信完了または送信領域が使用可能

► タイム・スタンプの取得

► 動作エラーの検出

► PHY 関連割込み

割込みが発生すると、システムは MAC ステータス・レジスタ

（STATUS0 および STATUS1）をポーリングすることで、割込

みの発生源を特定できます。

送信振幅の設定 

ADIN1111は、次の 2つの送信振幅の動作モードに対応していま

す。

► 1.0V p-p および 2.4V p-p のモード（ハイ・レベル）

► 1.0V p-p のみのモード

ハイ・レベルの送信モードでは、ADIN1111 は 2.4V p-p と 1.0V p-p
の両方の電圧レベルに対応できます。したがって、動作レベル

は、リンク・パートナーの機能に基づき、オート・ネゴシエー

ション（有効な場合）中に自動的に設定されます。2.4V p-pの高

レベル送信動作モードでは、AVDD_H電源電圧を 3.3Vにする必

要があります。電源電圧が 3.3V 未満の場合、デバイスが正しく

起動しない可能性があります。

動作モードは、TX2P4_ENのハードウェア設定ピンで設定され

ます（送信振幅のセクションを参照）。また、ADIN1111は、こ

のピンで設定されたレベルに基づき、オート・ネゴシエーショ

ン・プロセスで使用される送信レベル・レジスタ・ビットのデ

フォルト値を設定します。

ADIN1111 は、TX2P4_ENピンがフローティング状態（内部プル

ダウン抵抗）にある場合、ハイ・レベル送信動作モードになる

ようデフォルト設定されています。

リーダー／フォロア設定

10BASE-T1L 規格では、リーダー／フォロア・クロック方式を

使用します。この方式は、一般的にエコー・キャンセル付きの

全 2 重トランシーバ規格で使用されています。 

10BASE-T1L リンクでは、1 つの PHY がリーダーに、他方の

PHY がフォロアに指定されます。PHY がリーダーになるかフォ

ロアになるかは、オート・ネゴシエーションで決まります。

リーダーとフォロアの割り当ては、一般的には重要ではありま

せん。
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ソフトウェア設定

リーダーおよびフォロア設定ビット（CFG_MST）を使用して

PHY の役割を設定します。このビットは、オート・ネゴシエー

ションがディスエーブルされている場合にのみ使用します。そ

れ以外の場合は、このビットはオート・ネゴシエーション・プ

ロセス中にセットまたはリセットされます（オート・ネゴシ

エーションのセクションを参照）。

表 8. CFG_MST の設定 

オート・ネゴシエーション

ADIN1111 は、IEEE 802.3 の条項 98 に準拠したオート・ネゴシ

エーション機能を使用しており、リンク・パートナーが共通の

動作モードに合意できるよう、PHY 間の情報交換メカニズムを

提供しています。オート・ネゴシエーション・プロセス中、

PHY は自身の機能をアドバタイズし、リンク・パートナーから

受信した機能と比較します。その結果、動作モードは、2 つの

デバイスに共通の送信振幅モードとリーダー／フォロア優先度

に設定されます。

リンクが切断された場合、オート・ネゴシエーション・プロセ

スは自動的に再起動します。オート・ネゴシエーションは、

オート・ネゴシエーション制御レジスタのオート・ネゴシエー

ション再起動ビット（AN_RESTART）に書き込むことでも要求

できます。

オート・ネゴシエーション・プロセスは、交換されるページの

数に応じて完了するまでに時間がかかりますが、リンクを確立

するためには常に最も速い方法です。IEEE 802.3 規格の条項 98
には、オート・ネゴシエーションに関連したタイマーについて

の詳細が記載されています。

ADIN1111ではオート・ネゴシエーションはデフォルトでイネー

ブルされており、常にイネーブルしておくことを強く推奨しま

す。

送信振幅の決定

オート・ネゴシエーションを使用して、送信振幅を決定できます。

PHYは、ハードウェア設定を介して、1.0V p-pおよび 2.4V p-pの
両方の送信レベルに対応するよう設定することも、1.0V p-p送信

レベルでのみ動作するよう設定することもできます（表 14 参

照）。また、この設定は、10BASE-T1L のハイ・レベル送信動

作モード機能（ AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL ）および

10BASE-T1L ハ イ ・ レ ベ ル 送 信 動 作 モ ー ド 要 求

（AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ）のレジスタ・ビットを用

いてソフトウェア設定により行うこともできます。

2.4V p-p 送信レベルで動作させるには、ローカル PHY とリモー

ト PHY の両方が 2.4V で動作可能であることをアドバタイズす

る必要があり、また、少なくとも 1 方の PHY が 2.4V p-p の送信

レベルの動作を要求する必要があります。

1.0V p-p 送信レベル動作でのみ PHY を動作させる場合は、

AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL ビットを 0 に設定し、2.4V p-p

送信レベル動作がアドバタイズされないようにします。この場

合、オート・ネゴシエーションの結果は、リモートの PHY がア

ドバタイズする設定にかかわらず、1.0V p-p送信レベル動作のみ

になります。

リーダー／フォロアの決定

オート・ネゴシエーションは、リーダーかフォロアかのステー

タスを決定するためにも使用されます。PHY は、ハードウェア

設定を介してリーダー優先またはフォロア優先となるよう設定

できます（表 13 参照）。オート・ネゴシエーションがディス

エーブルされている場合、MS_SEL ハードウェア設定ピンがデ

フォルトのリーダー／フォロア選択を設定します。なお、

ADIN1111 の推奨使用方法は、オート・ネゴシエーションをイ

ネーブルすることです。

オート・ネゴシエーション中、フォロア優先が選択され、リ

モート端がリーダー優先またはリーダー強制の場合、ローカル

PHY はフォロアに（リモートはリーダーに）設定されます。リ

モート端がフォロア優先またはフォロア強制の場合、ローカル

PHY はリーダーに（リモートはフォロアに）設定されます。

MDI 回路 
メディア依存インターフェース（MDI）は、ツイスト・ワイ

ヤ・ペアを介して ADIN1111 をイーサネット・ネットワークに

接続します。

ADIN1111には内部終端抵抗と内部ハイブリッドを備えた 2ピン

MDI があり、ツイスト・ワイヤ・ペアを介して ADIN1111 を

イーサネット・ネットワークに直接接続できます。

図 10、図 11、図 12に、トポロジおよび各部品の値を示します。 

部品値は以下のとおりです。

► D1、D2：保護用部品。低容量（5pF 未満）、低電圧（スタ

ンドオフ電圧 3.3V 以上）の TVS。
► C1、C2：0.22µF、60V定格。350µHの低インダクタンス・ト

ランスを使用する場合、C1および C2を 0.47µFにする必要が

あります（IEEE 802.3 のドループ仕様に適合させるため）。

► R7、R8：コンデンサ C1 および C2 の電荷ビルド・アップを

防ぐためのオプションの抵抗（100kΩ～MΩ）。

► C3、C4：47pF～100pF、±5%の公差。

► D3：保護用部品。低容量 TVS（100pF 未満）。この TVS ダ

イオードは低容量であることが重要です。

► L1 トランス：ガルバニック絶縁を可能にします。

► 100kHz～20MHz の周波数範囲で動作できることが必要で

す。

► インダクタンス > 350µH。

► L2 コモンモード・インダクタ：≥220µH、低リーク・インダ

クタンス <0.5µH。

► L3 電源インダクタ：高度物理層（APL）デバイスと非 APL
デバイスの電源カップリング用。

► APL：880µH 以上の差動動作で、最大 10%のドループを

実現。

► 220µH 以上の結合インダクタを推奨（共通磁気コア

上に 2 つのインダクタ）。

► あるいは、440µH 以上の 2 つの個別インダクタ。
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► 非 APL：160µH 以上の差動動作で、最大約 25%のドルー

プを実現。

► 47µH 以上の結合インダクタを推奨（共通磁気コアに

2 つのインダクタ）。

► あるいは、100µH 以上の 2 つの個別インダクタ。

MDI 伝送線上に絶縁トランスがあるため、トランスのインダク

タンスと電源インダクタの合計差動インダクタンスの並列値が

160µH を超える必要がある点に注意してください。

図 10. ADIN1111 に対し容量性結合をする代表的な MDI 回路 

図 11. ADIN1111 に対しガルバニック絶縁をする代表的な MDI 回路 

図 12. ADIN1111 に対し電源結合をする代表的な MDI 回路 

リセット動作

ADIN1111 は、次のチップ・リセットをサポートしています：

► パワーオン・リセット

► ハードウェア・リセット

► ソフトウェア・リセット

► MAC サブシステム・リセット

► PHY サブシステム・リセット

これらのリセットはすべて、PHY コアおよび MAC を含む

ADIN1111 を既知の状態にします。MAC がリセットされるたび

に、SDO ピンがプルダウンされ、TS_TIMER ピンがロー状態に

駆動されます。

パワーオン・リセット 

ADIN1111は、すべての電源をモニタするための電源モニタ回路

を搭載しています。パワーアップ時、ADIN1111は各電源が最小

の立上がり閾値を超え電源が良好であると判断されるまで、

ハードウェア・リセット状態に保持されます。

POR モジュールは、電源をモニタして 1 つ以上の電源が最小立

下がり閾値を下回ったかどうかを検出することによるブラウン

アウト保護機能を備えています。ブラウンアウトが検出される

と、デバイスは電源が良好になるまでハードウェア・リセット

状態を維持します。

ハードウェア・リセット

ハードウェア・リセットは、パワーオン・リセット回路、また

はRESETピンをローにアサートすることで開始されます。

RESETピンを 10µs 以上の間、ローにします。このピンにはデグ

リッチ回路が含まれており、0.3µs より短いパルスは除去されま

す。

RESETピンがアサート解除されると、すべての入出力（I/O）ピ

ンがトライステート・モードに保持され、ハードウェア設定ピ

ンがラッチされて、I/O ピンはそれぞれの機能モードに設定され

ます。すべての外部および内部電源が有効かつ安定な場合、水

晶発振器回路がイネーブルされます。水晶発振器が起動し安定

すると、フェーズ・ロック・ループ（PLL）がイネーブルされ

ます。RESETピンがアサート解除されてから最大 50ms後、すべ

ての内部クロックが有効になり、内部ロジックはリセットから

復帰し、すべての管理インターフェース・レジスタにアクセス

して、デバイスをプログラムできるようになります。

ソフトウェア・リセット

チップ全体のソフトウェア・リセットは、RESET レジスタの

SWRESET フィールドに 1 を書き込むことで開始できます。

SPIソフトウェア・リセットの開始時に送信が行われていた場合

は、フレーム送信が突然停止し、ラントまたは巡回冗長検査

（CRC）が不合格のフレームが送信される可能性があります。

MAC-PHY がリセットされると、ADIN1111 にはリンクを確立す

る用意が整います。

このソフトウェア・リセットが開始されると、ハードウェア・

リセットとほぼ同様に、チップが完全に初期化されます。I/O ピ

ンはトライステート・モードに保持され、ハードウェア設定ピ

ンがラッチされて、I/O ピンはそれぞれの機能モードに設定され

ます。水晶発振器回路がイネーブルになり、水晶発振器が起動

して安定すると PLL がイネーブルされます。SOFT_RST キーの

書込み後約 10ms（最大）経過すると、内部ロジックがリセット

からリリースされ、すべての管理インターフェース・レジスタ

がアクセス可能になります。

MAC サブシステム・リセット 
MAC のみのソフトウェア・リセットは、必要なキー・ペアを

SOFT_RST レジスタに書き込むことで開始できます。 

リセットは、約 1.2µs の間適用されます。MAC サブシステム・

リセットは、MAC と PHY の間の任意の送信／受信パケット交

換を中断しますが、既存のリンクを切断したり、リンクの確立

を妨げたりするようなことはありません。PHY 管理レジスタは

初期化されません。

MACのみのソフトウェア・リセットをトリガするには、PHYが

ソフトウェア・パワーダウンの対象外であることが必要です。

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

analog.com.jp Rev. A | 14 of 109 

動作原理 

PHY サブシステム・リセット 
PHYサブシステムは、ADIN1111の一部で、10BASE-T1L PHYト

ランシーバのアナログ回路とデジタル回路の両方を含んでいま

す。PHY サブシステムのリセットは、PHY サブシステム・リ

セット・レジスタ・ビット（CRSM_PHY_SUBSYS_RST）を

セットすることで開始されます。このビットがセットされると、

PHY サブシステムがリセットされます。リセットは約 1.2µs の

間適用され、その後、このビットはセルフ・クリアされます。

PHY のデジタル回路がすべてリセットされ、すべてのアクティ

ブなリンクが切断されます。このリセットにより管理レジスタ

が初期化されることはありません。また、すべての管理レジス

タへのアクセスは、PHY サブシステムのリセットの間も可能で

す。これは短時間のリセットであり、デバイスのソフトウェア

初期化を継続しながらデバイスを既知の状態にする場合に使用

できます。

LED 機能 
LED_0 および LED_1 は、LED 機能という特徴を利用し、

ADIN1111の様々なアクティビティを表示するよう設定できます。

LED 機能は、LED0_FUNCTION ビットおよび LED1_FUNCTION
ビットで設定できます（LED 制御レジスタのセクションを参

照）。

LEDx_FUNCTION の 7、8、9、10（10 進数）のビット設定値は、

LED モード 2 では使用できません。 

表 9. LED_x ピンの設定の概要

1 LEDx_FUNCTION ビットの 7、8、9、10（10 進数）の設定値は、LED モード 2 では使用できません。 
2 表 1 を参照してください。
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動作原理 

代表的な使用例

LED_0 ピンおよび LED_1 ピンは、外部 LED を接続して

ADIN1111のリンク・ステータスや送受信アクティビティを示す

ために使用できます。各 LED に割り当てるアクティビティは、

LED_CNTRL で設定できます（LED 制御レジスタのセクション

を参照）。

LEDピンは、超低消費電力の LEDに適しています。LED_0ピン

と LED_1 ピンの最大出力電流は、VDDIO = 3.3V の場合 8mA で

す。これより大きな LED 出力が必要な場合は、外部トランジス

タを使用することを推奨します。

LED_x ピンは、ホスト・コントローラの汎用入出力（GPIO）に

も接続できます（パルス幅変調入力またはハードウェア割込み

として設定）。この設定は、ユーザ・インターフェースをすべ

て外部ホスト・コントローラで処理する必要があるアプリケー

ションにおいて有用です（例えば外部 LED モジュールやディス

プレイ）。なお、この場合は、ADIN1111 の LED_x ピンとコン

トローラの間に低抵抗値の抵抗を直列に配置し、過渡的なサー

ジ電流を防ぐことを推奨します。

LED ピンのマルチプレクス 
内部マルチプレクサは、LED_1 ピンで LED_1 信号をイネーブル

するよう設定する必要があります。LED_1 はデフォルトでは

ディスエーブルされており、DIGIO_LED1_PINMUX ビットでイ

ネーブルできます（ピン・マルチプレクサ設定 1 レジスタのセ

クションを参照）。

LED_0 ピンはマルチプレクスする必要はありません。 

LED の極性 
LED_0ピンと LED_1ピンは、LED極性モード機能を使用して、

様々な LED 回路の極性に対応するよう設定できます（LED 極性

レジスタのセクションを参照）。LED ごとに次の 3 つの極性

モードが使用できます。

► オートセンス（デフォルト）

► アクティブ・ハイ

► アクティブ・ロー

オートセンス・モードの場合、ADIN1111はパワーアップ時また

はリセット時にピンを自動的に検出し、適切な極性設定を選択

します。アクティブ・ハイ・モードの場合、ADIN1111はアノー

ド側から LED を駆動するよう設定されます。アクティブ・

ロー・モードの場合、ADIN1111 はカソード側から LED を駆動

するよう設定されます。

回路例については、LED 回路例のセクションで説明します。 

LED モード 
LED_0および LED_1 のアクティビティ動作は、次の 2つの LED
モードを使用して設定できます。

► LED モード 1：点滅のデューティ・サイクルは、それぞれ、

LED0_BLINK_TIME_CNTRL レジスタ（LED_0 オン／オフ点

滅 時 間 レ ジ ス タ の セ ク シ ョ ン を 参 照 ） お よ び

LED1_BLINK_TIME_CNTRL レジスタ（LED 1 オン／オフ点

滅時間レジスタのセクションを参照）を用いて定義されます。

► LED モード 2：点滅のデューティ・サイクルは、アクティビ

ティ・レベル（%）に基づき、ADIN1111 によって自動的に

定義されます。

リンク・ステータス・ピン

LINK_ST ピ ン は 、 リ ン ク ・ ス テ ー タ ス ・ ビ ッ ト

（AN_LINK_STATUS）がアサートされた場合にハイにアサー

トされ、ADIN1111とそのリンク・パートナーの間のリンクがア

クティブになったことを示します。

デフォルトでは、LINK_ST 信号はアクティブ・ハイであり、

DIGIO_LINK_ST_POLARITY ビットを用いてアクティブ・ハイ

またはアクティブ・ローに設定できます（ピン・マルチプレク

サ設定 1 レジスタのセクションを参照）。

パワーダウン・モード

ADIN1111は次の 2種類のパワーダウン・モードに対応していま

す。

► ハードウェア・パワーダウン

► ソフトウェア・パワーダウン

消費電力が最小になるモードはハードウェアのパワーダウン・

モードであり、その場合、デバイスは完全にオフになり、アク

セスできなくなります。

ハードウェア・パワーダウン・モード

ハードウェア・パワーダウン・モードは、ADIN1111の動作が不

要で、消費電力を最小限に抑える必要がある場合に使用できま

す。RESETピンをアサートしてローに保持すると、ADIN1111
はハードウェア・パワーダウン・モードに入ります。このモー

ドでは、すべてのアナログ回路とデジタル回路がディスエーブ

ルされ、クロックはゲート・オフされ、すべての I/Oピンがトラ

イステート・モードに保持されて、唯一の電力は回路の漏れ電

力となります。このモードでは、管理レジスタにはアクセスで

きません。

ソフトウェア・パワーダウン・モード

ソフトウェア・パワーダウン・モードは、リンクを確立する前

に ADIN1111 のレジスタを設定するために使用できます。

ADIN1111 は、SWPD_ENピンを使ってリセット後にソフトウェ

ア・パワーダウン・モードになるよう設定できます。また、

ADIN1111 には、ソフトウェア・パワーダウン・ビット

（CRSM_SFT_PD）をセットすることで、ソフトウェア・パ

ワーダウン・モードになるよう命令を送ることもできます。

ソ フ ト ウ ェア ・ パ ワ ーダ ウ ン ・ ステ ー タ ス ・ビ ッ ト

（CRSM_SFT_PD_RDY）は、デバイスがソフトウェア・パワー

ダウン状態にあることを示します。ソフトウェア・パワーダウ

ン・モードでは、アナログ回路とデジタル回路は低消費電力状

態になりますが、PLL はアクティブなままで、設定によっては

出力クロックを供給できます。MDI ピンの信号またはエネル

ギーは無視され、リンクは確立しません。管理インターフェー

ス・レジスタにはアクセスが可能で、ソフトウェアによりデバ

イスを設定できます。CRSM_SFT_PD ビットをクリアすると、

ADIN1111はソフトウェア・パワーダウン・モードを終了します。

この時点で、MAC-PHY はオート・ネゴシエーションを開始し、

完了後にリンクの確立を試みます。
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ハードウェア設定ピン
ADIN1111は、ハードウェア設定ピンを使用して、アンマネージ

ド構成またはマネージド構成で動作できます。

ハードウェア設定ピンは、代替のブートストラップ機能を備え

た標準的なピンです。ADIN1111 は、パワーアップ後、ハード

ウェア・リセット後、またはソフトウェア・リセット後、直ち

にハードウェア設定ピンのレベルを読み出し、それに応じて

PHY 設定を構成します。ADIN1111 がアクティブになると、直

ちに PHY でリンクの確立を試み、ハードウェア設定ピンはメイ

ンのピン機能として使用できるようになります。これらのピン

は、アンマネージド構成またはマネージド構成で使用できます。

アンマネージド構成とは、ADIN1111 の PHY パラメータがハー

ドウェア設定ピンで設定されていることを意味します。この

モードは、システムが、ソフトウェア制御を必要とせずに

ADIN1111のポート設定を静的に構成する必要がある場合に使用

できます。

マネージド構成とは、SPI を介してソフトウェアにより

ADIN1111 の全制御を行うことを意味します。PHY および MAC
層はソフトウェアで設定できます。ハードウェア設定ピンは、

外部ホストに接続することも、プルアップ／プルダウン抵抗を

使ってハードウェア設定することもできます。ホスト・コント

ローラがアクティブな場合、パワーアップ後、ハードウェア・

リセット後、またはソフトウェア・リセット後、ADIN1111の設

定をハードウェア・ピンでオーバーライドできます。

ハードウェア設定ピンの機能

ADIN1111のハードウェア設定ピンで以下の機能を設定できます。

► リセット後のソフトウェア・パワーダウン・モード

► 送信振幅の設定

► リーダー／フォロアの選択

► SPI プロトコルの設定

すべてのハードウェア設定ピンには、内部プルダウン抵抗があ

ります。これらのピンに外部抵抗を接続しないデフォルト動作

モードを表 10 に示します。代替動作モードが必要な場合は、

4.7kΩ のプルアップ抵抗を使用してください。

表 10. デフォルトのハードウェア設定モード 

表 11. ハードウェア設定ピンの推奨制御 

表 11. ハードウェア設定ピンの推奨制御（続き） 

1 低抵抗値の直列抵抗を推奨します。 
2 外部プルダウン抵抗を推奨します。 

リセット後のソフトウェア・パワーダウン

リセット後にソフトウェア・パワーダウン・モードに入らない

ように ADIN1111 を設定している場合、リセット解除後にオー

ト・ネゴシエーションを開始し、完了後にリンクの確立を試み

ます。リセット後にソフトウェア・パワーダウン・モードに入

るように ADIN1111 を設定している場合、SPI 経由で設定される

までソフトウェア・パワーダウン・モードのまま待機します。

この時点で、PHY の構成はソフトウェアによってソフトウェ

ア・パワーダウンを終了するように設定できます。

表 12. ソフトウェア・パワーダウン（ハードウェア構成） 

リーダー／フォロアの優先順位

MS_SEL ハードウェア設定ピンは、TS_TIMER ピンと共有され、

リーダー／フォロアのデフォルトの選択を設定します。パワー

アップ時またはリセット時に MS_SEL がローにプルダウンされ

ていると、デバイスはデフォルトでフォロア優先に設定されま

す（内部プルダウン抵抗があるため、外部プルアップ抵抗が

MS_SEL ピンに接続されていない場合に該当）。パワーアップ

時またはリセット時に MS_SEL がハイにプルアップされている

と、デバイスはデフォルトでリーダー優先に設定されます。

オート・ネゴシエーションがディスエーブルされている場合、

MS_SEL がデフォルトのリーダー／フォロア選択を行います。

ADIN1111ではオート・ネゴシエーションはデフォルトでイネー

ブルされており、常にイネーブルしておくことを強く推奨しま

す。

オート・ネゴシエーション中、フォロア優先が選択され、リ

モート端がリーダー優先またはリーダー強制の場合、ローカル

PHY はフォロアに（リモート側はリーダーに）設定されます。

リモート端がフォロア優先またはフォロア強制の場合、ローカ

ル PHY はリーダーに（リモートはフォロアに）設定されます。

表 13. リーダー／フォロアの選択（ハードウェア設定）
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ハードウェア設定ピン

送信振幅 

TX2P4_ENハードウェア設定ピンを用いると、目的のアプリ

ケーションに必要な送信振幅モードをユーザが設定できます

（表 14 参照）。TX2P4_ENがローにプルダウンされている場合、

ADIN1111 は、デフォルトで 1.0V p-p と 2.4V p-p の両方の送信レ

ベルをサポートし、使用するレベルはオート・ネゴシエーショ

ンによって決定されます。TX2P4_ENがハイにプルアップされ

ている場合、ADIN1111はデフォルトで 2.4V p-p の送信動作モー

ドをディスエーブルし、1.0V p-pの送信レベルでのみ動作するよ

う設定されます。TX2P4_ENがハイ（1.0V p-p のみ）に接続され

ている場合、SPIを介して関連するレジスタを変更することはで

きません。例えば、ADIN1111 がハードウェア・ピンで 1.0V p-p
レベルのみのモードに設定されている場合、2.4V p-pでの動作は

できません。

1.0V p-p の送信動作モードは、1.8V の低い AVDD_H 電源電圧で

も動作できます。

一方、2.4V p-p の高電圧の送信動作モードは、3.3V の高い

AVDD_H 電源電圧を必要とします。このモードは、ノイズ・レ

ベルが高い産業用イーサネット環境で長いケーブルを使用する

場合に適しています。

表 14. 送信振幅の設定（ハードウェア設定） 

SPI プロトコルの設定 
ADIN1111 では、CRC ありまたは CRC なしの汎用 SPI プロトコ

ル、保護ありまたは保護なしの OPEN Alliance SPI プロトコルを

使用できます。

表 15. SPI プロトコル（ハードウェア設定） 
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10BASE-T1L リンクの確立 
アンマネージド PHY 動作

アンマネージド PHY アプリケーション、または PHY のソフト

ウェア・マネージメントが行われない簡易マネージド PHY アプ

リケーションでは、ハードウェア設定ピンが動作モードを決定

します。TX2P4_ENピンは、PHY が 1.0V p-p および 2.4V p-p の

両方の送信レベル動作に対応することをアドバタイズする、ま

たは 1.0V p-p 送信レベル動作にのみ対応することをアドバタイ

ズするよう設定できます。MS_SEL ピンを用いると、フォロア

優先またはリーダー優先をアドバタイズするよう PHY を設定で

きます。リセットが解除されたときに PHY がソフトウェア・パ

ワーダウン・モードにならないよう、パワーアップ時およびリ

セット時にSWPD_ENピンをプルアップする必要があります。

PHY のリセットが解除されると、ADIN1111 はオート・ネゴシ

エーションを開始し、完了後にリンクの確立を試行します。

簡易マネージド PHY では、ハードウェア設定ピンで PHY の動

作を決定し、10BASE-T1L のリンクを確立できます。その後、

ソフトウェアによって PHY の動作をモニタできます。

マネージド PHY 動作

マネージド PHY アプリケーションでは、管理インターフェース

を用いて PHY の動作を設定します。ハードウェア設定ピンを用

いると、送信振幅やリーダー／フォロア設定を制御するレジス

タのデフォルト値を設定できます。リセットが解除されたとき

に PHY がソフトウェア・パワーダウン・モードになるよう、パ

ワーアップ時およびリセット時にSWPD_ENピンをプルアップ

する必要があります。ソフトウェアが PHY を設定してソフト

ウェア・パワーダウン・モードを解除し、オート・ネゴシエー

ションを開始してリンクの確立を試行するまで、PHY はソフト

ウェア・パワーダウン・モードを維持します。

パワーアップおよびリセットの完了 

MACがリセットを終了したことを確認するには、PHY識別レジ

スタ（PHYID）を読み出します。レジスタのリセット値

（0x283BC91）が読み出せる場合は、デバイスはリセットを終

了し、設定の準備が整っています。

次に、ホストは、STATUS0 レジスタを読出し、RESETC フィー

ルドが1であることを確認する必要があります。RESETCフィー

ルドが 0 で、CONFIG0 レジスタの SYNC フィールドが 1 の場合、

MAC-PHY は既にホストによって設定済みであり、リセットさ

れていない点に注意してください。この状態は、ホストがリ

セットされていても MAC-PHY はリセットされていないことを

示している可能性があります。

STATUS0 レジスタの RESETC フィールドに 1 を書き込んでこの

フィールドをクリアすると、割込みピンがハイにアサートされ

ます。

STATUS0レジスタのPHYINTフィールドもアサートされます。こ

のフィールドをクリアするには、対応するステータス・レジスタで

あるPHY_SUBSYS_IRQ_STATUSおよびCRSM_IRQ_STATUSを

クリアあるいはマスクする必要があります。

システム・レディ・ビット（CRSM_SYS_RDY）も読み出すこ

とができ、スタートアップ・シーケンスが完了しシステムの通

常動作の準備が整っていることを確認できます。

ソ フ ト ウ ェア ・ パ ワ ーダ ウ ン ・ ステ ー タ ス ・ビ ッ ト

（CRSM_SFT_PD_RDY）を読み出すことで、デバイスがソフト

ウェア・パワーダウン状態になっているかどうかを確認できま

す。このビットはSWPD_ENハードウェア設定ピンによって設

定されます。

MAC の初期化 
パワーアップまたはリセット後、ADIN1111 の MAC を設定しま

す。必要に応じ IMASK0 レジスタと IMASK1 レジスタに書込み

を行って割込みをイネーブルします。

CONFIG0 および CONFIG2 に書き込むと、必要な MAC 機能を

セットアップできます。例えば、OPEN Alliance のチャンク・サ

イズを設定したり、必要に応じてカット・スルーをイネーブル

したりできます。

MACを設定した後、CONFIG0レジスタの SYNCフィールドに 1
を書き込むことで、MAC 設定が完了したことを通知できます。 

デバイスをリンク用に設定 

パワーアップまたはリセット後、ADIN1111 の PHY をリンクに

必要な動作に設定します。ADIN1111は、ハードウェア設定ピン

によってリンクに必要な設定が既に行われている場合もありま

すが、管理レジスタを使用することで、より柔軟な制御が可能

になります。

オート・ネゴシエーション・プロセスを使用すると、ローカル

PHYとリモート PHYの動作モードを一致させることができます。

例えば、オート・ネゴシエーションを使用すると、どのデバイ

スがリーダーとして、どのデバイスがフォロアとして動作する

かというモードを確実に一致させることができます。オート・

ネゴシエーションは、2 つの PHY 間で送信レベルを一致させる

こともできます。

ADIN1111ではオート・ネゴシエーションはデフォルトでイネー

ブルされており、常にイネーブルしておくことを強く推奨しま

す。オート・ネゴシエーションは IEEE規格で定義され、PHY同

士の堅牢なリンク動作を確保するためのメカニズムを多数備え

ており、リンクを最も速く確立できる方法です。

送信レベル動作モードのアドバタイズ 

10BASE-T1L 高電圧送信アビリティ読出し専用レジスタ・ビッ

ト（B10L_TX_LVL_HI_ABLE）が 1 にセットされ、AVDD_H ピ

ンに 3.3V の電源が供給されている場合、ADIN1111 は 1.0V p-p
と 2.4V p-p のどちらの送信レベル動作にも対応します。送信レ

ベルが高いほど長距離伝送に対応できますが、消費電力も大き

くなります。ADIN1111 は、AVDD_H ピンの電圧が 1.8V の場合、

非常に低い消費電力で 1.0V p-p の送信レベル動作に対応できま

す。

ADIN1111 は、1.0V p-p および 2.4V p-p の両方の送信レベル動作

に対応する（B10L_TX_LVL_HI_ABLE = 1 の場合）ことをアドバ

タイズするよう設定することも、1.0V p-p 送信レベル動作にのみ対

応することをアドバタイズするよう設定することもできます。この

設定を行うには、BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタ

イズメント・レジスタにある 10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作

モード・アビリティ・ビット（AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL）
を用います。0 は 1.0 V p-p 送信レベルのみのモードに対応し、 
1 は 1.0V p-p と 2.4V p-p の両方の送信レベルに対応します。 
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また、ADIN1111 は 2.4V p-p 送信レベル動作のリクエストをアド

バ タ イ ズ す る よ う 設 定 す る こ と も で き ま す

（ B10L_TX_LVL_HI_ABLE = 1 の場合）。この設定は、

10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・リクエスト・ビッ

ト（AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ）を用いて行います。

0 は 1.0 V p-p 送信レベルをリクエストし、1 は 2.4V p-p の送信レ

ベルをリクエストします。

リンク・パートナーがアドバタイズした送信レベル・アビリ

ティは、リンク・パートナーの 10BASE-T1L ハイ・レベル送信

動 作 モ ー ド ・ ア ビ リ テ ィ ・ レ ジ ス タ ・ ビ ッ ト

（AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL）で読み出せます。リ

ンク・パートナーがアドバタイズした送信レベル・リクエスト

は、リンク・パートナーの 10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作

モ ー ド ・ リ ク エ ス ト ・ レ ジ ス タ ・ ビ ッ ト

（AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ）で読み出せます。こ

れらのビットは、オート・ネゴシエーション・プロセス中に更

新され、オート・ネゴシエーション完了レジスタ・ビット

（AN_COMPLETE）がセットされると有効になります。 

ローカル PHY またはリモートの PHY のいずれかがハイ・レベ

ル（2.4V p-p）送信動作モードに対応していないことをアドバタ

イズする場合、または、ローカル PHY とリモート PHY のどち

らもハイ・レベル（2.4V p-p）送信動作モードを要求するアドバ

タイズをしない場合は、1.0V p-p 送信レベルで動作します。

ローカルおよびリモートのどちらの PHY もハイ・レベル（2.4V p-p）
送信動作モードで送信できることをアドバタイズしている場合

で、かつ、ローカルまたはリモートの PHY がハイ・レベル

（2.4V p-p）送信動作モードのリクエストをアドバタイズしてい

る場合、2.4V p-p 送信レベルでの動作になります。 

したがって、一方の PHY が 1.0V p-p 送信レベルで動作しなくて

はならないようにすることは確実にできますが、2.4V p-p送信レ

ベルでの動作はリクエストすることしかできません。

表 16. オート・ネゴシエーションによる送信レベルの決定 1 

1 X は、ドント・ケアを意味します。 
2 HI_ABL、HI_REQ、LP_HI_ABL、LP_HI_REQ は、それぞれ、アドバタ

イズ・ビット AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL、
AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ、

AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL、AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ
を指します。

リーダー／フォロアのアドバタイズメント

10BASE-T1L 規格では、リーダー／フォロア・クロック・ス

キームと呼ばれるスキームを使用します。このスキームは、一

般的にエコー・キャンセルを用いる全 2 重トランシーバ規格で

使用されています。1 つの PHY がリーダーに、他方の PHY が

フォロアに指定されます。どちらの PHY がリーダーでどちらの

PHY がフォロアになるかは、オート・ネゴシエーションで決ま

ります。一般的にはどちらがどちらになっても重要ではありま

せん。

ADIN1111のMS_SELピンには内部プルダウン抵抗があり、PHY
をフォロア優先でアドバタイズするようデフォルト設定されて

います。フォロア優先アドバタイズのデフォルト設定をそのま

ま使用するか、リーダー優先アドバタイズに設定することを推

奨します。

PHY がリーダーとして動作することが必須である場合は、リー

ダー強制アドバタイズ設定を使用してください。ただし、この

設定を使用する場合は注意が必要です。リモート端もリーダー

強制に設定されていると、設定フォルトが生じ、オート・ネゴ

シエーションが失敗し、リンクが確立できなくなります。

強 制 リ ー ダ ー ／ フ ォ ロ ア 設 定 レ ジ ス タ ・ ビ ッ ト

（AN_ADV_FORCE_MS）を使用すると、リーダー／フォロア

設定を優先としてアドバタイズするか、強制値としてアドバタ

イズするかを次のように設定できます。0 ではリーダー／フォ

ロア設定が優先モード、1 ではリーダー／フォロア設定が強制

モードになります。

リーダー／フォロア設定レジスタ・ビット（AN_ADV_MST）
を用いると、リーダー／フォロア設定をアドバタイズするよう

PHY を設定できます。0 ではフォロア、1 ではリーダーです。 

リンク・パートナーがアドバタイズするリーダー／フォロア設

定は、リンク・パートナー強制リーダー／フォロア設定レジス

タ・ビット（AN_LP_ADV_FORCE_MS）およびリンク・パート

ナ ー ・ リ ー ダ ー ／ フ ォ ロ ア 設 定 レ ジ ス タ ・ ビ ッ ト

（AN_LP_ADV_MST）で読み出すことができます。これらの

ビットは、オート・ネゴシエーション・プロセス中に更新され、

オ ー ト ・ ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン 完 了 レ ジ ス タ ・ ビ ッ ト

（AN_COMPLETE）がセットされると有効になります。

ローカル PHYとリモート PHYの優先設定が同じ場合（例えば、

どちらもフォロアまたはどちらもリーダー）、ランダム・プロ

セスでどちらをリーダー、どちらをフォロアにするかを決定し

ます。一方のPHYが強制設定の場合は、両方の PHYが同じリー

ダー／フォロア設定であっても、その強制設定が優先されます。

どちらの PHY も強制設定され同じリーダー／フォロア設定であ

る場合には、設定フォルトが発生し、オート・ネゴシエーショ

ンは失敗します。

リーダー／フォロアの決定結果は、リーダー／フォロア決定結

果レジスタ・ビット（AN_MS_CONFIG_RSLTN）を読み出すこ

とで確認できます。この結果は、PHY がフォロアかリーダーか、

または、設定フォルトが発生しているかを示します。これらの

ビットは、オート・ネゴシエーション・プロセス中に更新され、

オ ー ト ・ ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン 完 了 レ ジ ス タ ・ ビ ッ ト

（AN_COMPLETE）がセットされると有効になります。
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表 17. オート・ネゴシエーションによるリーダー／フォロアの決定 1 

1 X は、ドント・ケアを意味します。 

オート・ネゴシエーションの完了

オート・ネゴシエーションが完了すると、オート・ネゴシエー

ション完了指示レジスタ・ビット（AN_LINK_GOOD）がセッ

トされます。このビットは、オート・ネゴシエーション送信が

完了したこと、イネーブルされた PHY 技術がリンクを確立中、

または既に確立済みであることを示します。

オート・ネゴシエーションが完了しリンクが確立すると、オー

ト・ネゴシエーション完了レジスタ・ビット（AN_COMPLETE）
が設定されます。このビットが 1 として読み出された場合、オー

ト・ネゴシエーションが完了して PHY リンクが確立しており、

AN_ADV_ABILITY レジスタ・ビットと AN_LP_ADV_ABILITY
レジスタ・ビットの内容が有効であることを示します。

リンク・ステータス

リンクのステータスは、リンク・ステータス・レジスタ・ビッ

ト（AN_LINK_STATUS）を読み出すことで判定できます。こ

のビットはローにラッチされます。

このビットが 1 の場合、有効なリンクが確立されていることを

示します。

このビットが 0 の場合は、最後の読出し以降にリンクが切断さ

れています。このビットの読出し値が 0 の場合、リンク・ス

テータスを確認するために再度読み出す必要があります（ラッ

チ・ロー・レジスタのセクションを参照）。

リンクが切断されると、オート・ネゴシエーション・プロセス

は自動的に再起動します。オート・ネゴシエーションは、オー

ト・ネゴシエーション制御レジスタ（AN_CONTROL）のオー

ト・ネゴシエーション再起動ビット（AN_RESTART）に書き込

むことで要求し、再起動できます。
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ループバック・モード

MAC-PHY の PHY コアには、以下のループバック・モードがあ

ります。

► 物理メディア・アタッチメント（PMA）ループバック

► 物理コーディング・サブレイヤ（PCS）ループバック

► MAC インターフェース・ループバック

► MAC インターフェース・リモート・ループバック

これらのループバック・モードは、PHY 内の様々な機能ブロッ

クをテストおよび検証します。内蔵のフレーム・チェッカとフ

レーム・ジェネレータを使用すると、PHY コア内のデジタルお

よびアナログ・データ・パスを完全に自己完結型でインサー

キット・テストできます。必要なソフトウェアをホスト・プロ

セッサに実装することで、（PHY コアのみに限定されることな

く）ADIN1111 の MAC 部を含むループバックを確立することも

できます。

PMA ループバック 
PMA ループバックの場合、MDI ピンをオープン・サーキットの

ままにして、未終端のコネクタまたはケーブルに送信します。

最も正確な結果を得るためには、ケーブルを接続しないでおき

ます。PHY は、自身の送信からの反射を受信することで動作し

ます。このループバックは、IEEE 802.3cg 規格副条項 146.5.6 の

PMA ローカル・ループバックの実装を目的としたものです。 

なお、10BASE-T1L の PMA ループバックの場合、デバイスは強

制リンク設定モード（オート・ネゴシエーションはディスエー

ブル）に設定する必要があります。B10L_LB_PMA_LOC_EN
ビット（B10L_PMA_CNTRL レジスタ）を設定すると、PMA
ループバックがイネーブルされます。

PCS ループバック 
PCS ループバック・モードは、PHY デジタル・ブロックの入力

段にある PCS ブロック内で送信データをレシーバにループバッ

クします。B10L_LB_PCS_EN ビット（B10L_PCS_CNTRL レジ

スタ）を設定すると PCS ループバックがイネーブルされます。

PCS ループバック・モードがイネーブルされている場合、MDI
ピンには信号が送信されません。

MAC インターフェース・ループバック 
MAC インターフェース・ループバック・モードでは、MAC イ

ンターフェースで受信したデータを SPI ホストにループバック

します。MAC_IF_LB_EN ビット（MAC_IF_LOOPBACK レジス

タ）を設定すると MAC インターフェース・ループバックがイ

ネーブルされます。同じレジスタ内のMAC_IF_LB_TX_SUP_EN
ビットがセットされている場合（デフォルトでセット）、MDI
ピンへの信号の伝送が抑制されます。

MAC インターフェース・リモート・ループバック 
MAC インターフェース・リモート・ループバックでは、リモー

ト PHY とのリンク・アップが必要で、リモート PHY から受信

したデータを再びリモート PHY にループバックできます。この

リンクを行うと、リモート PHY が適切なデータを受信すること

を確認することにより、リンクが完全であることをリモート

PHY が 検 証 で き ま す 。 MAC_IF_REM_LB_EN ビ ッ ト

（MAC_IF_LOOPBACK レジスタ）をセットすると、MAC イン

ターフェース・リモート・ループバックが可能になります。同

じレジスタ内で MAC_IF_REM_LB_RX_SUP_ENビットがセット

されていると（デフォルトでセット）、PHY が受信したデータ

は抑制され MAC には送信されません。

MAC ループバック 
MAC ループバックでは、MAC 送信チャンネルで受信したデー

タを SPI ホストにループバックします。MAC ループバックは

P1_LOOP レジスタでイネーブルされます。

ホスト・プロセッサ・ループバック

ADIN1111 内の PHY コアに関連するループバック・モード以外

に、ホスト・プロセッサを使用して完全なMACループバックを

作成できます。完全な MAC ループバックでは、図 13 に示すよ

うに、MAC から受信したフレームはすべて MAC に戻されます。 

図 13. ADIN1111 のループバック・モード 
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フレーム・ジェネレータとフレーム・チェッカ

ADIN1111は、フレームを生成し、受信したフレームを確認する

ように構成できます（図 14 を参照）。フレーム・ジェネレータ

とフレーム・チェッカを個別に使用して、フレームの生成また

はフレームの確認ができます。あるいは、フレーム・ジェネ

レータとフレーム・チェッカを一緒に使用して、フレームの生

成とフレームの確認を同時に行うことができます。フレームを

リモート・エンドでループバックさせると、フレーム・チェッ

カを使用して ADIN1111 が生成したフレームを確認できます。

フレーム・ジェネレータをイネーブルした場合、PHY のデー

タ・ソースはMACではなくフレーム・ジェネレータから取得さ

れます。

フレーム・ジェネレータの制御レジスタでは、送信するフレー

ムのタイプ（ランダム・データやすべて 1 など）、フレーム長、

および生成するフレーム数を設定します。

要求されたフレームの生成は、フレーム・ジェネレータをイ

ネーブルする（FG_EN）ことから始めます。フレームの生成が

完了すると、フレーム・ジェネレータ完了ビットがセットされ

ます（FG_DONE）。 

フレーム・チェッカは、フレーム・チェッカ・イネーブル・

ビット（FC_EN）を使用してイネーブルします。フレーム・

チェッカは、MAC インターフェースまたは PHY のいずれかか

ら受信したフレームを確認および分析するよう設定できます。

これは、フレーム・チェッカ送信選択ビット（FC_TX_SEL）を

使用して設定します。フレーム・チェッカは、受信したフレー

ム数、CRC エラー、およびその他の様々なフレーム・エラーを

通知します。フレーム・チェッカ・フレーム・カウンタ・レジ

スタおよびフレーム・チェッカ・エラー・カウンタ・レジスタ

が、これらのイベントをカウントします。

フレーム・チェッカは CRC エラー数をカウントし、これらは受

信エラー・カウンタ・レジスタ（RX_ERR_CNT）で通知されま

す。フレーム・チェッカ・エラー・カウンタとフレーム・

チェッカ・フレーム・カウンタ間の同期を確保するために、受

信エラー・カウンタ・レジスタが読み出されると、すべてのカ

ウンタがラッチされます。したがって、フレーム・チェッカを

使用する際は、最初に受信エラー・カウンタを読み出し、次に

他のすべてのフレーム・カウンタとエラー・カウンタを読み出

します。受信フレーム・カウンタ・レジスタのラッチされたコ

ピーは、FC_FRM_CNT_Hレジスタと FC_FRM_CNT_Lレジスタ

で利用できます。

フレーム・チェッカは、CRC エラーに加えて、フレーム長エ

ラー、フレーム・アライメント・エラー、シンボル・エラー、

オーバーサイズ・フレーム・エラー、アンダーサイズ・フレー

ム・エラーをカウントします。フレーム・チェッカは、受信し

たフレームの他、フレーム内のニブル数が奇数であるフレーム

をカウントし、また、プリアンブル内のニブル数が奇数である

パケットをカウントします。フレーム・チェッカはまた、偽

キャリア・イベント数（不正なストリーム開始区切り（SSD：

start of stream delimiter）状態に入った回数）もカウントします。

2 つの MAC-PHY を使用したリモート・ループバック

によるフレーム・ジェネレータとフレーム・チェッカ

2 つの MAC-PHY デバイスを使用すると、PHY コアから PHY コ

アへの接続を自己完結型で簡便に検証する方法を構成できます。

あるいは、ホスト・プロセッサを用いてリモート端でループ

バックを実行することにより、完全なシグナル・チェーンを構

成できます。図 14 に、各 MAC-PHY の設定概要を示します。外

部ケーブルを両方のデバイス間に接続し、MAC-PHY 1 がフレー

ム・ジェネレータを使用してフレームを生成します。

テストを ADIN1111 の PHY コア部分だけに限定する場合は、

MAC-PHY 2 の MAC インターフェース・リモート・ループバッ

ク（MAC_IF_REM_LB_EN）をイネーブルします。MAC-PHY 1
によって発行されたフレームはケーブルを通って送信され、

PHY 2 シグナル・チェーンを通過して PHY 2 MAC リモート・

ループバックによって返され、ケーブルを介して再び戻されて、

MAC-PHY 1 フレーム・チェッカによって確認されます。あるい

は、MAC-PHY 1 からのフレームをリモート・デバイスのホス

ト・プロセッサまで送信して、そこから、MAC-PHY 2 の MAC
および PHY ブロックを通じてループバックし、MAC-PHY 1 に

戻すこともできます。

図 14. セルフ・チェック用に 2 つの PHY 間で使用するリモート・ループバック 
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テスト・モード

ADIN1111 には、IEEE 802.3cg-2019 規格の副条項 146.5.2 に記載

されたとおり、PHY ごとに複数のテスト・モードがあり、トラ

ンスミッタの波形、歪み、ジッタ、ドループのテストが行えま

す。これらのテスト・モードは、トランスミッタ回路に供給さ

れたデータ・シンボルのみを変更し、トランスミッタおよびレ

シーバの電気特性やジッタ特性は通常動作から変わりません。

また、ADIN1111 は副条項 45.2.1.186a.2 に記載された送信ディス

エーブル・モードにも対応しています。

表 18. ADIN1111 のテスト・モード一覧 
テスト・モード 説明

PMA Test Modes 
(Subclause 146.5.2) 

Test Mode 1 トランスミッタ出力電圧およびタイ

ミング・ジッタのテスト・モード。

このモードが選択されている場合、

ADIN1111 はデータ・シンボル・

シーケンス（+1, −1）を繰り返し送

信します。 
Test Mode 2 トランスミッタ出力ドループ・テス

ト・モード。このモードでは、

ADIN1111 は 10 個の+1 シンボルを

送信し、その後に 10 個の−1 シンボ

ルを送信します。このシーケンスは

無限に繰り返されます。 
Test Mode 3 アイドル・モード・テスト・モード

の通常動作。このモードでは、

ADIN1111 はデータを通常のフレー

ム間アイドル信号に設定し、非テス

ト動作時やリーダー・データ・モー

ド時と同様に送信します。 
Transmit Disable Mode 
(Subclause 45.2.1.186a.2) 

送信経路と受信経路のどちらも通常

動作モードと同じように機能します

が、送信するのは 0 シンボルのみで

す。このモードを使用すると、副条

項 146.8.3 で規定されている MDI の
リターン・ロスを測定できます。 

PMA テスト・モード 1～3 を有効化 
ADIN1111の各 PHYは、次の手順を使用していずれかの PMAテ

スト・モード（テスト・モード 1～3）に設定できます。

1. ソフトウェア・パワーダウン・コントロール・レジスタ

（CRSM_SFT_PD_CNTRL）の CRSM_SFT_PD ビットに 1 を

書き込んで、ソフトウェア・パワーダウン・モードを開始し

ます。

2. システム・ステータス・レジスタ（CRSM_STAT）の

CRSM_SFT_PD_RDYビットを読み出し、ADIN1111がソフト

ウェア・パワーダウン・モードになっていることを確認しま

す。

3. BASE-T1 オート・ネゴシエーション・コントロール・レジ

スタ（AN_CONTROL）のAN_ENビットに 0を書き込んで、

オート・ネゴシエーションをディスエーブルします。

4. オート・ネゴシエーション強制モード・イネーブル・レジス

タ（AN_FRC_MODE_EN）の AN_FRC_MODE_EN ビットに

1 を書き込み、オート・ネゴシエーション強制モードをセッ

トします。

5. 10BASE-T1L テスト・モード・コントロール・レジスタ

（ B10L_TEST_MODE_CNTRL）の B10L_TX_TEST_MODE
ビットに該当する値を書き込んで、目的のテスト・モードを

選択します。

6. ソフトウェア・パワーダウン・コントロール・レジスタ

（CRSM_SFT_PD_CNTRL）の CRSM_SFT_PD ビットに 0 を

書き込んで、ソフトウェア・パワーダウン・モードを終了し

ます。

表 19. PMA テスト・モードの設定 

送信ディスエーブル・モードを有効化 

ADIN1111 の各 PHY は、次の手順を使用して送信ディスエーブ

ル・モードに設定できます。

1. ソフトウェア・パワーダウン・コントロール・レジスタ

（CRSM_SFT_PD_CNTRL）の CRSM_SFT_PD ビットに 1 を

書き込んで、ソフトウェア・パワーダウン・モードを開始し

ます。

2. システム・ステータス・レジスタ（CRSM_STAT）の

CRSM_SFT_PD_RDYビットを読み出して、ADIN1111がソフ

トウェア・パワーダウン・モードに入っていることを確認し

ます。

3. BASE-T1 オート・ネゴシエーション・コントロール・レジ

スタ（AN_CONTROL）のAN_ENビットに 0を書き込んで、

オート・ネゴシエーションをディスエーブルします。

4. オート・ネゴシエーション強制モード・イネーブル・レジス

タ（AN_FRC_MODE_EN）の AN_FRC_MODE_EN ビットに

1 を書き込み、オート・ネゴシエーション強制モードをセッ

トします。

5. 10BASE-T1L PMA コ ン ト ロ ー ル ・ レ ジ ス タ

（B10L_PMA_CNTRL）の B10L_TX_DIS_MODE_EN ビット

に 1 を書き込んで、送信ディスエーブル・モードをセットし

ます。

6. ソフトウェア・パワーダウン・コントロール・レジスタ

（CRSM_SFT_PD_CNTRL）の CRSM_SFT_PD ビットに 0 を

書き込んで、ソフトウェア・パワーダウン・モードを終了し

ます。

時間領域反射率測定（TDR） 
10BASE-T1L 準拠の PHY が長いケーブルを通じた通信を可能と

するならば、欠陥のあるケーブルのデバッグは、適切なツール

なしではコストを要し困難なものになる可能性があります。こ

れを緩和するため、アナログ・デバイセズの 10BASE-T1L 製品

では、TDR エンジンを備えています。これは、ケーブルのフォ

ルト検出、フォルト地点までの距離、およびケーブル長の推定

を可能にします。

この診断ソリューションは、高精度のオン・チップ TDR エンジ

ンと、ホスト・マイクロコントローラ上で実行される一連のア

ルゴリズムを組み合わせたもので、広範なケーブルに対応でき

る最大限の柔軟性と、より高度なケーブル診断機能を実現しま

す。

図 15. ADIN1111 の TDR エンジン 
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TDR エンジンによるフォルト検出

アナログ・デバイセズのアルゴリズムの時間分解能は 8.3ns です。

これは、1m 未満の長さ分解能に相当し、精度 2%で最大 1600m
のケーブル長が可能です。

このフォルト・ディテクタ・アルゴリズムは、ADIN1111 が

MDI を介して別の PHY に物理的に接続されている場合でも、

オープン・フォルトあるいは短絡フォルト状態を検出できます。

この場合、リンク・パートナーの PHY が DME ページを送信し

ている可能性があることを意味します。TDR の従来の方法では、

他の信号源またはノイズも同じリンクにある場合に、フォルト

を検出するのが困難です。これはアナログ・デバイセズのソ

リューションにはあてはまりません。そのため、このソリュー

ションは、リモート・エンドを制御できない場合のデバッグに

適しています。

フォルト検出アルゴリズムは、診断に必要な高レベルの関数を

含む C コード・ライブラリとして提供されます。これらの関数

は、高度な処理を利用しないよう最適化されているため、低消

費電力のマイクロコントローラで実行できます。

フォルト検出には、1 つの関数呼び出しで十分です。関数は

フォルトの種類と MDI コネクタからフォルトまでの距離（メー

トル単位）を返します。

フォルト検出 TDR ライブラリは、ADIN1100、ADIN1110、
ADIN2111のランディング・ページ内にあるソフトウェアのセク

ションからリクエストできます。

TDR オフセットのキャリブレーション 
ライブラリには、TDR 測定のオフセットをキャリブレーション

する関数が含まれています。ライブラリにあるこの関数は、

様々な MDI 回路によって信号経路内に変動する遅延が生じ、こ

れによって長さ測定のオフセットが影響を受ける可能性のある

場合に有用です。例えば、MDI に絶縁トランスを使用すると、

数メートルの長さに匹敵する信号遅延を引き起こす可能性が極

めて高くなります。

このキャリブレーションにはフォルト・ディテクタを稼働させ

る必要はなく、デフォルトで平均値が提供されます。ただし、

精度が求められる場合には、ケーブルを短絡させることを推奨

します。このキャリブレーションが必要な場合、実験室内で一

度、特定の MDI 回路でキャリブレーションを実行し、オフセッ

ト値を不揮発性メモリに保存して後で使用することができます。

このキャリブレーションを実行するには、MDI ポートをオープ

ンまたは短絡のままにする必要があります。MDI ポートには負

荷やケーブルを接続しないでください。

ケーブルのキャリブレーション

デフォルトでは、アルゴリズムは IEEE 802.3cg 規格に準拠した

長距離伝送ケーブルに対応するよう最適化されています。ただ

し、挿入損失リターン・ロス、信号遅延特性が異なる多様な

ケーブル・タイプに対応するため、このライブラリには、どの

ケーブルでも動作できるようアルゴリズムを最適化し、長さを

より正確に推定するために公称伝搬速度（NVP）を算出する

キャリブレーション関数が備わっています。長さの精度は、主

に NVP 値の精度に依存します。

このキャリブレーションを実行するには、既知の長さのケーブ

ルを MDI ポートに接続し、末端をオープンまたは短絡状態にし

ておく必要があります。NVP 値は一般に 0.5～0.9 の範囲で、

ケーブルの構造の特性を表すものです。一般的には約 0.65 の平

均 NVP 値が前提とされます。このキャリブレーションは、フォ

ルト・ディテクタを動作させるには不要ですが、高い長さ精度

が必要な場合や、標準的でないケーブルを使用する場合には必

要となります。与えられたケーブルについて実験室でこのキャ

リブレーションを行えば、その値を不揮発性メモリに保存でき

ます。

これらの関数の使用に関する詳細については、C コード・ドラ

イバを参照してください。

フォルトまでの長さ／距離の精度

フォルトまでの距離あるいは長さの測定精度は、主に NVP 値に

よって決まります。この NVP値は、NVPキャリブレーションを

行うために使用するケーブル長の精度によって決まります。

表 20 には、種類や長さの異なるケーブルに対してフォルトを誘

起し、そのフォルトまでの距離を測定した結果を示します。す

べての場合について、アルゴリズムは、テスト時に誘起された

オープンまたは短絡状態を正しく検出しています。このテスト

で用いた Profibus PAケーブルの NVP値を大まかに見積もり、同

じ値を Cat5E ケーブルおよび Cat6 ケーブルにも使用しています。

表 20. 様々なケーブルに対する長さ推定誤差 

リンク品質モニタリング

ADIN1100、ADIN1101、ADIN1110、ADIN1111、ADIN2111は、

PHY レシーバに示される SN 比（SNR）に直接関連する、受信

信号の平均二乗誤差（MSE）を測定できます。MSE または SNR
は、信号品質インジケータ（SQI）にマッピングでき、10BASE-
T1L リンクのセグメント／チャンネル品質の全体的な評価に利

用できます。

リンク品質は、ケーブル長、挿入損失、リターン・ロスなどの

ケーブル特性、ケーブル・シールドの有無や品質、接続状態、

ケーブル・セグメント間の相互接続の数や品質、デバイスや

ケーブル周辺環境のノイズ・レベルなどの影響を受ける可能性

があります。そのため、リンク品質はデバイス設計、製品テス

ト、システムへの導入時、更にはシステムの運用期間全体を通

じて有用な情報を提供します。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/adin1100
https://www.analog.com/jp/adin1110
https://www.analog.com/jp/adin2111
https://www.analog.com/jp/adin1101
https://www.analog.com/jp/adin1111


データシート ADIN1111 

analog.com.jp Rev. A | 25 of 109 

オン・チップ診断

S/N 比およびビット・エラー・レート 
通信チャンネルの SNR とビット・エラー・レート（BER）の間

には統計的な関係があります。ホワイト・ノイズ下における

SNR と 10BASE-T1L の BER との関係を図 16 に示します。 

図 16. SNR と 10BASE-T1L の BER の間の統計的関係 

IEEE 802.3cg-2019 規格は、関連するノイズがある場合でも

10BASE-T1L の BER が 10−9 以下であることを要求しています。

例えば、BER が 10−9 であるということは、連続する 10Mbps の

データにおいて、100秒ごとに 1ビットのエラーが発生すること

を意味します。これは、図 16 に示すように、10BASE-T1L PHY
では約 20.0dB の SNR に相当します。 

SNR が 21.0dB の場合、BER は 10−11 となり、10,000 秒、すなわ

ち 2¾時間ごとに 1 ビットのエラーが発生する計算です。SNR が

22.0dBの場合、BERは 10−14となり、115日に 1ビットのエラーが

発生する頻度に相当します。これらの例は、SNR が 10BASE-T1L
イーサネットの信頼性に直結していることを示しています。

どのデータ通信チャンネルにも、常にある程度のエラーが存在

します。一般的な用途で使用される TCP/IP などのイーサネット

物理層上で実装され、動作する通信プロトコル、ならびに産業

オートメーションやビルディング・オートメーション向けの専

用プロトコルは、各アプリケーションに応じてフレームの再送

や誤り訂正を行い、データの完全性を確保しています。ただし、

信頼できる接続を維持するには、物理層のリンク品質および関

連するエラー・レートを一定水準以上に保つ必要があります。

許容可能なエラー・レートは、時間に制約のあるオートメー

ション・ネットワークや安全関連のアプリケーションと、重要

度の低いモニタリング用途とで異なる可能性があります。

PHY スライサにおける平均二乗誤差 
PHY 内でのリンク品質のモニタリングは、MSE 測定として実行

されます。

10BASE-T1Lイーサネットは、PAM3変調を使用しており、ケー

ブルを介して送信されるデータは 3 つの電圧レベルのシンボル

にコード化されています。レシーバ内では、アナログおよびデ

ジタル信号処理の後に、スライサと呼ばれるデバイスがあり、

入力信号電圧レベルが+1、0、−1 のどのシンボルを表している

かを判定します。理想的に受信されスケーリングされた信号は、

既にこれらのレベルに正確に一致しています。しかし、実際の

信号には、様々なノイズ源からイーサネット・チャンネルに結

合したノイズが影響します。

図 17に示すように、PHYは受信したシンボルごとに、スライサ

の出力と、補正された振幅レベルにスケーリングされた受信信

号との誤差を測定します。その後、これらの誤差の平均二乗値

が計算され、PHY MSE_VAL レジスタに報告されます。 

MSE と SNR の間には直接的な関係があります。 

図 17. イーサネット PHY スライサの入力と出力の間の誤差 

MSE 読取り値 
ADIN1100、ADIN1101、ADIN1110、ADIN1111、ADIN2111は、

10BASE-T1L リンクがアクティブなときに MSE をバックグラウ

ンドで自動的に測定し、その値を MSE_VAL レジスタで読み出

せるようにしています。

MSE_VAL レジスタは、管理インターフェース（MDIO または

SPI）を介していつでも読み出せます。パワーアップ後またはリ

セット後、最初のリンクが確立するまでは、MSE_VAL レジス

タの値はゼロです。 10BASE-T1L リンクが確立すると、

MSE_VAL レジスタは、シンボルを受信するたびに（133ns ごと

に）更新されます。リンクが切断されても、レジスタは更新を

続けます。ただし、このときの MSE 値は正確ではありません。

そのため、MSE を読み出して処理するのは、10BASE-T1L リン

クが確立している場合にのみ行うのが適切です。

MSE_VAL レジスタを読み出す頻度には制限がなく、管理イン

ターフェースが許す限り、必要なだけ読み出すことができます。

そのため、どの程度の頻度で MSE_VAL を読み出すかは、リン

ク品質がどれだけ速く変化するか、また最終システム・アプリ

ケーションにおいてリンク品質をどの頻度で評価、報告、記録

する必要があるかによって異なります。

リンク・ステータスのポーリングと MSE の読出しの例を以下に

示します。
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1. PMA_PMD_STAT1 レジスタ（デバイス・アドレス 0x01、レ

ジスタ・アドレス 0x0001）を読み出します。

2. PMA_LINK_STAT_OKビット（ビット 2、マスク 0x0004）の

値を確認します。ビットの値が 0 であれば、リンクが切断さ

れていることを示しているため、次のステップをスキップし

て最初からやり直します。ビットの値が 1 であれば、リンク

が確立していることを示すので、次のステップに進みます。

3. MSE_VAL レジスタ（デバイス・アドレス 0x01、レジスタ・

アドレス 0x830B）を読み出します。

4. 読み出した MSE を処理、または必要に応じて使用します。

MSE の解釈 
測定された MSE の最も簡単な利用方法は、MSE_VAL レジスタ

から読み出した値を MSEレジスタ値の範囲と直接比較し、表 21
および表 22 に示す概要に従ってリンク品質を解釈することです。 

あるいは、次のように MSE_VAL レジスタ値を MSE として解釈

することもできます。

また、SNR も次式で計算できます。 

ここで、

1.5523は、10BASE-T1Lの変調およびシンボル・コーディングに

関係した係数。

218 は、16 ビット・レジスタを有用な範囲にマッピングするオ

ン・チップ・ロジックの実装によって決まる係数。

表 21. リンク品質と MSE レジスタ値の関係 

表 22. 信号品質インジケータと MSE レジスタ値の関係 

PHY スライサのスパイクと誤差 
MSE の値は、リンク品質や 10BASE-T1L リンクの性能に対する

ノイズの影響を評価するための重要なツールとなります。ただ

し、MSE は一定期間の平均値であるため、干渉が短いトラン

ジェントの場合、その影響が MSE の値に反映されない可能性が

あります。しかし、短い干渉であっても、受信シンボルに十分

な影響を与え、パケット・エラーを引き起こす可能性がありま

す。

この種のトランジェント干渉に対応するため、ADIN1100、
ADIN1101、ADIN1110、ADIN1111、ADIN2111 には、スライサ

入力での最大スライサ入力誤差と、誤差スパイクの発生回数を

記録するインジケータが備わっています。これらのインジケー

タは、10BASE-T1L リンクが確立し、通常のデータ・フローが

行われている間にも読み出せるという利点があります。そのた

め、これらのインジケータを使用することで、ハード・フォル

トが発生する前にリンクの完全性を追跡できます。

スライサの最大絶対誤差

PHY スライサにおける平均二乗誤差のセクションで説明したよ

うに、受信アナログ信号が処理された後、スライサは受信信号

が+1、0、または−1（PAM3 シンボル）のどれに対応するかを判

断します。例えば、処理した受信信号の値が 0.8だとします。そ

の場合、0.8 は 0 や−1 よりも+1 に近いため、スライサは+1 のシ

ンボルを出力します。処理した信号が理想的なシンボルに近い

ほど、通信はより信頼性の高いものになります。

図 18 に、スライサの入力での受信処理信号と、それに対応する

スライサ出力での理想的なシンボルを示しています。3 と記さ

れた信号の値が 0.4 である点に注意してください。

このため、スライサは 0 のシンボルを出力し、実際の誤差は 0.4
となります。誤差が 0.5を超えると、受信信号は理想的な 0 のシ

ンボルよりも+1 のシンボルに近くなります。その結果、スライ

サはこのシンボルを+1 と解釈し、受信フレームにビット・エ

ラーが発生します。

スライサの最大絶対誤差は、常に 0.5未満でなければなりません。

値が 0.5 に近い、または 0.5 を超える場合は、受信信号の完全性

が損なわれていることを示しています。

図 18. 最大スライサ入力誤差 

この最大誤差は、0.5 に達する前から継続的に追跡でき、リンク

品質の低下を早期に検知する手がかりとなります。

スライサ誤差スパイク・カウンタ

最も偏差の大きいシンボルの絶対誤差のみを記録する最大スラ

イサ絶対誤差に加え、ADIN1100、ADIN1101、ADIN1110、
ADIN1111、ADIN2111 は、絶対誤差が閾値を超えた受信シンボ

ルの回数も記録します。このカウンタは、スライサ誤差スパイ

ク・カウンタと呼ばれます。スライサ誤差スパイク・カウンタ

は、絶対誤差が 0.3125 の閾値を超える受信シンボルの数を記録

します。
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図 18 には、スライサの入力での誤差が 0.3125の閾値を超えてい

る 4 つの信号が示されています。したがって、スライサ誤差ス

パイク・カウンタは 4 と報告します。 

また、この閾値（0.3125）は、スパイクがビット・エラーを引

き起こす前に検出できるよう、十分なヘッドルームをもたせて

設定されている点に注意してください。

関連レジスタの情報 

表 23 に関連するレジスタの情報を示します。スライサ誤差スパ

イク・カウンタは、16 ビットの符号なしフォーマットで記録さ

れます。そのため、その値は対応するレジスタから直接読み出

した値です。両方のレジスタを読み出すと値がクリアされ、検

出が再び開始されます。

スライサ入力の最大絶対誤差は、次式に従ってシンボル単位に

変換できます。

レジスタの設定

レジスタを設定するには、以下の手順に従います。

1. SPIKE_CNTRS_CNTRL レジスタに 0x2 を書き込みます。

2. MAX_ABS_VALS_CNTRL レジスタに 0x2 を書き込みます。

3. SLCR_ERR_MAX_ABS_VAL レジスタを読み出します。この

レジスタは、スライサ最大誤差に対応します。

4. SLCR_ERR_SPIKE_CNT レジスタを読み出します。このレジ

スタはスライサ誤差スパイク・カウンタに対応します。

テストを行う前にステップ 3 およびステップ 4 を実行し、スパ

イク・カウンタと最大絶対誤差を確実にクリアします。この操

作は、電磁コンプライアンスなどのテストを実施する際には特

に有用です。これは、テスト前の結果とテスト中の結果を明確

に区別できるためです。

表 23. スライサ・スパイクおよび誤差カウンタに関するレジスタ 

表 23 のレジスタ情報は、エンド・ユーザ向けに関連する診断情

報を分かりやすく提供できるよう、簡易的にカラー・コード化

できます。推奨するコード化の方法を表 24 で説明します。 

表 24. スライサ誤差スパイク・カウンタおよびスライサ最大誤

差を用いたリンク品質の指標
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システム・レベルのパワー・マネージメント

送信レベル = 1.0V p-p 
1.0V p-p の送信動作モードは、1.8V の低い AVDD_H 電源電圧で

も動作できます。

ADIN1111 を 1.0V p-p 送信動作モードで使用するアプリケーショ

ンでは、TX2P4_ENピン信号を 4.7kΩの抵抗を介してハイ・レベ

ルに接続する必要があります（図 19 参照）。この構成では、

ADIN1111 は 1.0V p-p 送信動作モードでのみ動作するよう設定さ

れ、ADIN1111 はより低い電圧レール（例えば 1.8V）の信号電

源電圧で動作できるため、システムの消費電力を最小限に抑え

ることができます。

図 19. 1.0V p-p 送信モードの電源およびコンデンサ 

送信レベル = 2.4V p-p 
2.4Vp-p の高電圧送信動作モードは、幹線アプリケーションに対

応しており、3.3V の高い AVDD_H 電源電圧が必要です。この

モードは、ノイズ・レベルが高い産業用イーサネット環境で長

いケーブルを使用する場合にも適しています。

ADIN1111 を 2.4V p-p で動作できるようにするには、TX2P4_EN
をローに接続する必要があります（内部にプルダウン抵抗があるた

め、これを行うのに外部接続は不要です）。この動作モードでは、

MDIO またはオート・ネゴシエーションを介して 1.0V p-p 動作

モードを選択することも可能です。

推奨する電源構成の概要を図 20 に示します。単電源で動作させ

る場合は、AVDD_H、AVDD_L、VDDIO の各電源レールを同じ

電源で供給できます。この構成では、MDIO またはオート・ネ

ゴシエーションでリンクが 1.0V p-p 送信動作モードで確立され

ている場合でも、AVDD_H = 3.3V が必要であることに注意して

ください。

図 20. 2.4V p-p および 1.0V p-p 送信モードの電源およびコンデンサ 

LED 回路例 
LED_0 ピンと LED_1 ピンは、選択した LED 極性モードに応じ

て、様々な回路構成で使用できます（LED 極性レジスタのセク

ションを参照）。このセクションで説明する回路例は、各 LED
に使用できる次の 3 つの極性モードに対する例です。

► オートセンス（デフォルト）

► アクティブ・ロー

► アクティブ・ハイ

LED 機能のセクションで説明したように、VDDIO = 3.3V の場合、

LED_0 および LED_1 の最大出力電流は 8mA です。それ以上の

電流が必要な場合は、トランジスタ制御 LED のセクションで説

明する回路の使用を検討してください。

アクティブ・ハイの LED 極性

アクティブ・ハイ構成では、LED_x ピンがアノード側から外部

LED を駆動できます。LED 電流を制御するには R0 と R1 の抵抗

を選択します（詳細については、表 1 の LED 仕様を参照してく

ださい）。4.7kΩの外部プルダウン抵抗（RPD0および RPD1）の使

用を推奨します。
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図 21. 推奨するアクティブ・ハイ LED 回路 

アクティブ・ローの LED 極性

アクティブ・ロー構成では、LED_x ピンはカソード側から外部

LED を駆動できます。LED 電流を制御するには R0 と R1 の抵抗

を選択します（詳細については、表 1 の LED 仕様を参照してく

ださい）。4.7kΩの外部プルアップ抵抗（RPU0および RPU1）の使

用を推奨します。

図 22. 推奨するアクティブ・ローLED 回路 

トランジスタ制御 LED
必要な LED 電流が LED_0 ピンや LED_1 ピンが供給できる電流

を超える場合の代表的な構成を図 23 に示します。 

この回路は、アクティブ・ハイ LED モードを使用して動作しま

す。N チャンネル金属酸化膜半導体電界効果トランジスタ

（MOSFET）などの外部トランジスタが使用できます。トラン

ジスタは、動作中に、ゲート入力容量が LED の最大定格を超え

る電流をシンクすることのないように選択する必要があります

（詳細については、トランジスタの技術仕様書を参照してくだ

さい）。必要に応じ、トランジスタのゲートと ADIN1110 ピン

の間に抵抗を配置、または GND と LED_x ピンの間にコンデン

サを並列に配置することで、突入電流を低減できます。これら

の追加の抵抗やコンデンサの値は、選択したトランジスタに応

じて定める必要があります。

LED 電流を制御するには R0 と R1 の抵抗を選択します。4.7kΩ
の外部プルダウン抵抗（RPD0 および RPD1）の使用を推奨します。 

VCC 電圧は、LED の消費電力条件を満たすよう設定できます。 

図 23. 推奨するトランジスタ制御 LED 回路 

オートセンスの極性

オートセンス・モードでは、パワーアップ時、ハードウェア・

リセット時、ソフトウェア・リセット時に、LED の極性が自動

的に検出されます。

LED_0（内部プルアップ）および LED_1（内部プルダウン）は、

その内部プルアップ構成およびプルダウン構成に応じて異なる

オートセンス動作があります。2 つの LED_x ピンを同じ方法で

制御するには、アクティブ・ハイの LED 極性、アクティブ・

ローの LED極性、またはトランジスタ制御 LEDの各セクション

で説明したいずれかの構成を使用してください。

部品の推奨事項

ADIN1111 には外部の 25MHz クロックが必要です。このクロッ

クは外部水晶発振器、または外部シングルエンド・クロックか

ら供給できます。

XTAL_I/CLK_INピンの信号電圧（VCLK_IN）は、ピーク toピーク

電圧が 0.8V～2.5V の範囲のサイン波、またはフィルタ処理され

た方形波であることが必要です。シングルエンド・クロックを

使用する場合は、最高性能を実現するため、振幅が 1.0V p-p の

VCLK_INを推奨します。 

以下のセクションで様々な回路構成を提示します。これらのオ

プションを通じ、受動部品の値に変更を加えた一般的な回路ト

ポロジを用いることができます。

なお、通常動作時は、外部クロック源入力（水晶発振器または

25MHz の外部シングルエンド・クロック）から生成された

25MHz のリファレンス・クロックが CLK25_REF 出力ピンに供

給されます。このピンは、別の 10BASE-T1L デバイスなど、他

の回路へのリファレンス・クロックとして使用できます。

CLK25_REF は、リセット・モードではディスエーブルになりま

す。

外部水晶発振器 

外部水晶発振器（XTAL）の代表的な接続を図 24 に示します。 

消費電流と浮遊容量を最小限に抑えるには、ADIN1111のできる

だけ近くで水晶発振器、コンデンサ、およびグラウンドを接続

します。推奨する負荷に関する情報および水晶発振器の性能仕

様については、個々の水晶発振器のベンダに問い合わせてくだ

さい。

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

analog.com.jp Rev. A | 30 of 109 

アプリケーション情報

水晶発振器の負荷容量（CL）は、水晶発振器のベンダによって

定義されています。CPCB1 は、XTAL_I/CLK_IN ピンと下層のグ

ランド・プレーン間の寄生容量、CPCB2は XTAL_Oピンと下層の

グランド・プレーン間の寄生容量です。CX1 および CX2 は、水晶

発振器が動作するために必要な 2 つの外部負荷コンデンサです。

以下の関係を仮定します。

► CPCB1 ≈ CPCB2 ≈ CPCBx

► CX1 ≈ CX2 ≈ CXx

したがって、CXx = 2 × CL – CPCBx – 3pF となります。

周波数誤差を最小限に抑えるには、温度係数が低い高精度コン

デンサを CXxとして選択します。

消費電流と浮遊容量を最小限に抑えるには、ADIN1111のできる

だけ近くで水晶発振器、コンデンサ、およびグラウンドを接続

します。

図 24. 水晶発振器の接続 

外部 25MHz クロック入力 
クロック源は ADIN1111の XTAL_I/CLK_INピン入力とデカップ

リングする必要があり、また、XTAL_O ピンはオープン・サー

キットのままにします。

0.8V ≤ VCLK_IN p-p ≤ 2.5V の範囲では、以下の結果となります。 

► 0.8 V ≤ VS p-p ≤ 1.0 V の場合、以下のようになります。
► R1 = 50Ω
► R2 は不要

► 1.0V < VS p-p < 1.8V の場合、以下のようになります。

► 最高性能を実現するには、VCLK_INを 1.0V p-p に設定
► 500Ω ≤ R1 ≤ 2kΩ
► 1kΩ ≤ R2 ≤ 2kΩ
► VS p-p – VCLK_IN p-p > 0.2V

►  

► 1.8V ≤ VS p-p の場合、以下のようになります。 
► R1 = 2kΩ
► R2 = 2kΩ

図 25. 外部 25MHz クロック入力回路 

表 25. VS p-p 値ごとの推奨 R1 および R2 値 

802.1 AS 対応 
通常、802.1AS ネットワークで動作するデバイスは、次の動作

を繰り返し実行します。

► ピア遅延要求の生成および応答の処理

► ピア遅延要求の受信および応答の生成

► 同期フレーム（フォロア・クロック）の受信

► 同期フレーム（リーダー・クロック）の送信

これらの機能では、MAC が特定の入力フレームおよび出力フ

レームをタイム・スタンプできることが必要です。

これらの機能を支援するため、ADIN1111 の MAC には次のハー

ドウェアがあります。

► 内部自走カウンタ

► 同調カウンタ

► TS_TIMER 出力での波形発生
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内部自走カウンタ 

ADIN1111 には、120MHz で動作する内部自走カウンタがありま

す。このカウンタは 8.333ns の精度を備えています。このカウン

タを用いる場合、約 35s の周期があります。この周期により、

クロックが必要な動作の間、例えば、ピア遅延要求の受信と応

答の送信の間に、ラップする（一周する）ことはありません。

自走カウンタをイネーブルするには、TS_EN ビットを 1 にセッ

トする必要があります。

自走カウンタがイネーブルされている場合、ADIN1111はすべて

の受信フレームについてタイム・スタンプを取得し、このタイ

ム・スタンプが各受信データ・フレームの前に付加されます。

送信フレームのタイム・スタンプは、要求時に取得されます。

詳細については、タイム・スタンプの取得のセクションを参照

してください。

自走カウンタの値は、TS_FREECNT_CAPT レジスタのカウンタ

の値を取得する、入力キャプチャ信号（TS_CAPT）を用いて取

得できます。

同調カウンタ 

同調カウンタは、下位 32 ビットが 1LSB = 1ns でナノ秒を表す 
64ビット・カウンタです。下位 32ビットが TS_1SEC_CMPに保

存されている値に達すると、これらのビットはクリアされ、秒

を表す上位 32 ビットがインクリメントします。 

同調カウンタをイネーブルするには、TS_EN ビットを 1 にセッ

トする必要があります。

送信フレームおよび受信フレームのタイム・スタンプを取得す

るために、次の 3 つのモードがサポートされています。 

1. OPEN Alliance 仕様セクション 7.8 の定義に従い、2 ビットの

秒および 30 ビットのナノ秒のタイム・スタンプを取得。設

定レジスタ 0 のセクションを参照してください。

2. OPEN Alliance仕様セクション 7.8の定義に従い、32ビットの

秒および 30 ビットのナノ秒のタイム・スタンプを取得。設

定レジスタ 0 のセクションを参照してください。

3. 32 ビットの自走カウンタを取得。タイマー設定レジスタの

セクションを参照してください。

送信フレームおよび受信フレームのタイム・スタンプを取得で

きるようにするには、FTSE（CONFIG0レジスタ）を 1にセット

してください。

TS_TIMER 出力での波形発生 
ADIN1111 は、2 つのカウンタを使用して同調された時間により

駆動される繰り返し波形を発生する、出力信号（TS_TIMER）

を生成できます。TS_TIMER_HI と TS_TIMER_LO の 2 つのカウ

ンタは、TS_TIMER 信号のハイ時間とロー時間を指定します。

この信号は、同調された時間で駆動されるため、設定値は 16 の

倍数でプログラムする必要があります。

TS_TIMER の必要な周期が 16 の倍数でプログラムできないこと

は頻繁にあるため、量子化誤差補正レジスタを 0～15 の間の値

に設定して、TS_TIMER の量子化誤差を補正できます。 

64 ビット同調タイマーを基準に時間を指定して、TS_TIMER 出

力を開始できます。TS_TIMER_STARTレジスタに同調タイマー

のナノ秒部分と比較される値を設定することで、ワンショッ

ト・スタートを生成できます。

TS_TIMER 出力をイネーブルにする手順は次のとおりです。

1. 必要に応じ、TS_TIMER 出力のデフォルト値を 0 から 1 に変

更するために、TS_TIMER_DEFビットに 1を書き込みます。

2. TS_TIMER 出力のハイ時間とロー時間に必要な値を、

TS_TIMER_HI レジスタと TS_TIMER_LO レジスタに書き込

みます。

3. 量子化誤差補正に必要な値をTS_TIMER_QE_CORRレジスタ

に書き込みます。

4. 開始時間を TS_TIMER_START レジスタに書き込みます。同

調カウンタのナノ秒部分がこの値と一致すると、TS_TIMER
の出力が切り替わり始めます。

TS_TIMER出力は、TS_TIMER_STOPビットに 1を書き込むこと

で停止できます。TS_TIMER 出力が停止すると、出力は

TS_TIMER_DEF で指定されたデフォルト値に戻ります。 

電磁環境適合性（EMC）と電磁耐性（EMI） 
ADIN1110 は、システム・レベルで EMC と EMI のテストを行っ

ています。表 26 にテスト結果の概要を示します。 

表 26. ADIN1110 に対しシステム・レベルで実施した EMC/EMI
テスト

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

analog.com.jp Rev. A | 32 of 109 

MAC SPI 
SPI 
ADIN1111 のレジスタ・インターフェースは、SCLK、CS、SDI、
SDO/SPI_CFG0 の各ピンで構成される 4 線式 SPI を介していま

す。

レジスタで可能なアクセス許可は次のとおりです。

► R/W：読出し／書込み

► R：読出し専用

► W：書込み専用

► R/W1C：読出し／1 を書き込んでクリア

ADIN1111 では、SPI から MDIO へのリーダー・ブリッジを介し

て PHYレジスタにアクセスすることもできます。PHYレジスタ

への SPI アクセスのセクションを参照してください。 

次のレジスタには追加のアクセス許可があります。

► R LL：読出し専用、ラッチ・ロー

► R LH：読出し専用、ラッチ・ハイ

► R/W SC：読出し／書込み、セルフ・クリア

汎用 SPI プロトコル

汎用 SPI プロトコルの詳細は、表 27～表 34 を参照してください。

プロトコルはハードウェア設定ピンによって決まります。レジ

スタ・マップは 32 ビットマップとして構成され、すべてのアク

セスは 32ビット・ワードの整数倍の形を取ります。32ビット・

ワードの整数倍でのシングル・アクセスとバースト・アクセス

の両方がサポートされています。データの MSB が最初に送信さ

れます。

R/W フィールドおよび TA フィールドは次のように定義されま

す。

► R/W：読出し／書込み

► 0：読出し

► 1：書込み

► TA：ターン・アラウンド

バースト書込みとバースト読出しは 4 バイトの整数倍であるこ

とが必要です。書き込む最後のワード（4 バイト）には、1 バイ

ト〜4 バイトの有効なデータを含めることができます。ただし、

TX_FSIZEは、元のフレーム・サイズ + フレーム・ヘッダ用の 2バ
イトを加えた値を書き込みます（図 26 参照）。例えば、2 バイ

トのヘッダが付加された 65 バイトのフレームを送信するには、

67 を TX_FSIZE に書き込みますが、68 バイトが SDI を通じて転

送されます。最後のバイトは使用されません。

パワーアップ時にハードウェア設定ピンを使用して、SPIプロト

コルの CRC をイネーブルできます。この 8 ビット CRC は、0x0
をシードとして多項式 x8 + x2 + x + 1 を使用し、最大 3 ビットの

エラー検出が可能です。8 ビット CRC は、各制御トランザク

ションおよび各データ・トランザクションの ADDR ビットの後

ろに置かれ、また、各制御トランザクションの各 32 ビット・

データワードの後ろに置かれます。イーサネット・フレームに

は固有の 32 ビット CRC が含まれているため、データ・トラン

ザクションでは各 32 ビット・データワードの後ろに 8 ビット

CRC が置かれることはありません。 

表 27. 制御書込みトランザクション 

表 28. 制御読出しトランザクション 

表 29. バースト書込みトランザクション（制御またはデータ） 

表 30. バースト読出しトランザクション（制御またはデータ） 
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表 31. CRC 付き制御書込みトランザクション 

表 32. CRC 付き制御読出しトランザクション 

表 33. CRC 付きデータ書込みトランザクション 

表 34. CRC 付きデータ読出しトランザクション 

汎用 SPIプロトコルは半 2重です。したがって、フレーム・デー

タを MAC_TX レジスタに書き込むことと MAC_RX レジスタか

ら読み出すことを同時に実行することはできません。そのため、

10Mbps でイーサネットの全 2 重伝送を行うには、SPI の SCLK
周波数を 25MHz に設定する必要があります。 

MAC フレーム：送信および受信 
表 35 に示す 2 バイトのフレーム・ヘッダが、すべての送信フ

レームと受信フレームに付加されます。このフレーム・ヘッダ

は常にフレーム・データの先頭に付きます（図 26 参照）。

タイム・スタンプの取得

受信時に TIME_STAMP_PRESET がアサートされている場合、

表 35 の 2 バイト・ヘッダの後、かつデータ・フレームの前に 
4バイトまたは 8バイトのタイム・スタンプが追加されます。こ

のタイム・スタンプは、受信 FIFO 読出し時に、ソフトウェアで

保存することも、破棄することもできます。

送信時に EGRESS_CAPTUREが 00以外に設定されている場合、

ADIN1111は送信されたフレームのタイム・スタンプを TTSCxH
レジスタと TTSCxL レジスタに取得します。

タイム・スタンプを取得するには、TS_EN（TS_CFG レジスタ）

を 1 にセットし、FTSE（CONFIG0 レジスタ）を 1 にセットして

カウンタをイネーブルします。

SPI 経由でのフレーム送信 
汎用 SPI プロトコルをストア・アンド・フォワード・モードで

使用する場合、以下のシーケンスに従います。

1. このデバイスは、ストア・アンド・フォワード・モードで動

作するようデフォルト設定されています。

2. 送信 FIFO スペース・レジスタを読み出すことで、フレーム

用のスペースがあることを確認します。MAC は FIFO のフ

レームに 2 バイトのサイズ・フィールドを内部で追加します。

そのため、イーサネット・フレームに加え 2 バイトのヘッダ

と 2 バイトのサイズ・フィールドのための十分なスペースを

確保してください。

3. フレームのサイズをバイト単位で書き込みます。このサイズ

には、MAC 送信フレーム・サイズ・レジスタに対する 2 バ

イトのヘッダが含まれます。ホストがフレームにフレーム・

チェック・シーケンス（FCS）を追加した場合は、その分も

サイズに含めます。

4. MAC送信レジスタを使用して、2バイトのフレーム・ヘッダ

を含むフレーム・データを送信 FIFO に書き込みます。送信

の最初のバイトは、TXDのビット[31:24]に書き込まれます。

フル・フレームを 1 回のバーストで書き込むことも、分割し

て数回の小さなバーストで書き込むこともできます。バース

ト書込みデータは常に 4 バイトの整数倍でなくてはなりませ

ん。つまり、最後のワード（4 バイト）には、1 バイト～4 バ

イトの有効なデータが含まれます。

5. フレームのフレーム終了（EOF：end of frame）バイトが送信

FIFO から読み出されると、ビット送信レディがアサートさ

れ、TX_RDY_MASK が設定されている場合には割込みがト

リガされます。
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図 26. MAC フレーム：送信 

図 27. MAC フレーム：受信 
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表 35. フレーム・ヘッダ 

以下の定義を参照してください。

► 優先度：フレームがどの優先度キューから受信されたかを示

します。送信では使用しません。送信フレームでは 0 に設定

します。

► EGRESS_CAPTURE：以下に示すように、送信タイム・スタ

ンプをホストが読み出せる送信時間レジスタに取得します。

► 00：動作なし。

► 01：TTSCAL レジスタと TTSCAH レジスタのペアに取得。

取得時に STATUS0 レジスタの TTSCAA ビットがアサー

トします。

► 10：TTSCBL レジスタと TTSCBH レジスタのペアに取得。

取得時に STATUS0 レジスタの TTSCAB ビットがアサー

トします。

► 11：TTSCCL レジスタと TTSCCH レジスタのペアに取得。

取得時に STATUS0 レジスタの TTSCAC ビットがアサー

トします。

► TIME_STAMP_PARITY：追加されたタイム・スタンプの奇

数パリティ。送信では使用しません。送信フレームでは 0 に

設定します。

► TIME_STAMP_PRESENT：受信時、データの最初の 4 バイト

または 8 バイトにフレームのタイム・スタンプが含まれます。

送信では使用しません。送信フレームでは 0 に設定します。

► 予約済み：常に 0 に設定されます。

SPI 経由でのフレーム受信 
汎用 SPI プロトコルをストア・アンド・フォワード・モードで

使用する場合、イーサネット・フレームを受信するには、以下

の手順に従います。

1. このデバイスは、ストア・アンド・フォワード・モードで動

作するようデフォルト設定されています。

2. P1_RX_RDY_MASK ビットを 0 に設定して、フル・フレーム

の受信時に割込みをイネーブルします。

3. P1_RX_RDYビットがアサートされている場合、MAC受信フ

レーム・サイズ・レジスタを読み出して受信フレームのサイ

ズを判定します。

4. MAC 受信レジスタを通じてフレームを読み出します。フ

レーム全体をバースト読出しすることも、複数の小さなバー

スト読出しに分割することもできます。受信フレームの最初

のバイトは P1_RX のビット[31:24]に返されます。バースト

読出しトランザクションは、4 バイトの倍数であることが必

要です。フレームのサイズが 4 バイトの倍数でない場合、最

後の 4 バイトの一部が 0 でパディングされます。

5. 再度 P1_RX_RDY を読み出します。ビットの値が 1 の場合、

別のフレームを読み出せます。ステップ 3 から繰り返してく

ださい。

カット・スルー

判定 SPI プロトコルは、送信動作の場合にカット・スルー・

モードに対応します。

フレームの送信前に、送信カット・スルー・イネーブル・ビッ

トに 1 を書き込みます。

フレーム送信を開始する閾値は、ホスト送信開始閾値で変更で

きます（送信閾値レジスタのセクションを参照）。このレジス

タのデフォルト値は 1 です。そのため、デフォルトでは、ホス

ト送信 FIFO に書き込むと直ちに送信が開始されます。

フレーム送信がアンダー・ランとならないよう、ホスト送信

FIFO には 10Mbps より高いレートで書き込む必要があります。

フレームがアンダー・ランとなった場合、ホスト送信アン

ダー・ラン・エラー・ビットがアサートされます。

汎用 SPI エラー 
汎用 SPI CRC エラー 
レジスタへの書込み時に SPI CRC エラーが発生した場合、レジ

スタへの書込みは行われません。

その書込み先が送信レジスタである場合、送信 FIFO にはデータ

がなくなり、ホストによってクリアする必要があります。同様

に、受信レジスタの読出しで受信フレームにデータがない場合、

FIFO をクリアする必要があります。 

エラーのあるトランザクションが設定レジスタへの書込みだっ

た場合、SPIホストは、再度その書込みを発行する必要がありま

す。どの設定かをソフトウェアが判定できない場合、

RST_MAC_ONLYキーを SOFT_RSTレジスタに書き込んでMAC
をリセットする必要があります。

汎用 SPI 送信プロトコル・エラー（TXPE） 
TX_FSIZEレジスタへの書込み時に TXPEがアサートされますが、

MAC は、TX_FSIZE レジスタに書き込まれた以前のフレーム・

サイズに関連して送信レジスタに更に書込みがあるものと推定

します。このエラーは通常動作では発生せず、ソフトウェア・

ドライバに問題があることを示すものです。例えば、送信レジ

スタには書込みを行わずに TX_FSIZE レジスタに 2 回続けて書

き込むというような問題です。

TXPE のアサートに応答して、ホストは送信 FIFO をクリアする

必要があります。

OPEN Alliance SPI プロトコル 
OPEN Alliance SPI プロトコルのバージョン 1.0 は、SPI を介した

全 2 重動作でデータを転送し、12MHz～16MHz 以上の SPI ク

ロック周波数で 10Mbps の双方向フレーム転送を実現します。

ADIN1111 は、次の OPEN Alliance SPI 機能に対応しています

（詳細については、サポート対象ケイパビリティ・レジスタの

セクションを参照してください）。

► 送信 FCS の検証

► カット・スルー

► 送受信時に IEEE 1588 のタイプ・スタンプを取得

► サポートされるチャンクの最小サイズは 8 バイト

OPEN Alliance SPIプロトコルは、2種類のトランザクションを定

義しています。イーサネット・フレーム転送用のデータ・トラ

ンザクションとレジスタの読出し／書込み動作用の制御トラン

ザクションです。
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チャンクはデータ・トランザクションの基本要素で、4 バイト

のオーバーヘッドと設定済みのペイロード・サイズで構成され

ます。

データ・トランザクションは、同数の送信チャンクと受信チャ

ンクで構成されます。送信方向と受信方向のどちらのチャンク

も、有効フレーム・データを含んでいてもいなくてもよく、ま

た、そのデータが互いに影響しないため、異なる長さのフレー

ムを同時に送受信できます。送信フレームのチャンクのデー

タ・ヘッダと受信フレームのデータ・フッタは、ペイロードの

どのバイトに有効フレーム・データが含まれているかを示しま

す。ADIN1111 で使用される OPEN Alliance SPI プロトコルの詳

細については、OPEN Alliance 10BASE-T1x MAC-PHY シリア

ル・インターフェース・バージョン 1.0 を参照してください。

図 28 に示すように、データ・トランザクションと制御トランザ

クションの間では、CSをアサート解除する必要がある点に注意

してください。

図 28. イーサネットのデータ・フレーム転送とそれに続く制御転送 
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データ・チャンク 

図 29 に示すように、送信データ・チャンクは、4 バイトのヘッ

ダと、それに続く送信データ・チャンクのペイロードで構成さ

れています。

図 29. 送信データ・チャンク 

図 30 に示すように、受信データ・チャンクは、受信データ・

チャンクのペイロードと、それに続く 4 バイトのフッタで構成

されています。

図 30. 受信データ・チャンク 

データ・チャンクのペイロードのデフォルト・サイズは 64 バイ

トです。このサイズは、チャンク・ペイロード・セレクタ・ビット

を使用して、8 バイト、16 バイト、32 バイト、または 64 バイト

に設定できます。データ・チャンク・サイズは、データの送信ま

たは受信をイネーブルする前に設定しておく必要があります。そ

のため、データ・チャンク・サイズを設定したら、MAC-PHY を

リセットせずにこれを変更することはできません。

データ・チャンク・トランザクション 

データ・トランザクションは、SDOおよび SDIの 1～N個のチャ

ンクで構成されています。4 バイトのデータ・ヘッダが SDO の

各送信データ・チャンクの先頭に生じ、4 バイトのデータ・

フッタが SDI の各データ・チャンクの末尾に生じます。これら

のヘッダとフッタには、データ・チャンク・ペイロード内の送

信フレームと受信フレームの有効性と位置を判定するために必

要な情報が含まれています。イーサネット・フレームは、図 31
および図 32 に示すように、ペイロード内の 32 ビット境界に揃

えられたワードから開始します。

図 31. 送信データ・チャンクのケース 

図 32. 受信データ・チャンクのケース 
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表 36. 送信データ・ヘッダ 

以下の定義を参照してください。

► SEQ：データ・チャンク・シーケンス。シーケンス機能は

ADIN1111 ではサポートされていません。このビットは 0 に

設定する必要があります。

► NORX：受信フラグなし。SPI ホストは、このビットを 1 に

設定することで、現在の受信データ・チャンク内の受信フ

レーム・データを処理していないことを MAC-PHY に通知で

きます。通常動作では、NORX を 0 に設定して、現在のチャ

ンク内の受信フレーム・データを受け入れて処理しているこ

とを通知します。

► VS：ベンダ固有ビット。この 2つのビットはホストによって

00 に設定する必要があります。

► DV：データ有効フラグ。SPI ホストはこのビットを使用して、

現在のチャンクに有効な送信データが含まれている（DV = 1）
か含まれていないかを通知します。このビットが 0 の場合、

MAC-PHY はチャンク・ペイロードを無視します。

► SV：開始有効フラグ。このビットが 1 の場合、イーサネッ

ト・フレームの先頭は現在の送信データ・チャンク・ペイ

ロードにあります。SV ビットを、IEEE 802.3 規格に記載さ

れているフレーム開始区切り（SFD：start of frame delimiter）
バイトと混同しないでください。

► SWO：開始ワード・オフセット。SV が 1 の場合、この

フィールドには、送信データ・チャンク・ペイロード内で新

しいイーサネット・フレームが開始する位置を示す 32 ビッ

ト・ワード・オフセットが格納されます。SV が 0 の場合、

ホストはこのフィールドに 0 を書き込まなければなりません。

► EV：終了有効フラグ。このビットが 1 の場合、イーサネッ

ト・フレームの末尾が現在の送信データ・チャンク・ペイ

ロードにあります。

► EBO：終了バイト・オフセット。EV が 1 の場合、この

フィールドには、送信データ・チャンク・ペイロードに含ま

れるバイト・オフセットが格納され、送信するイーサネッ

ト・フレームの最後のバイトを指し示します。EV が 0 の場

合、ホストはこのフィールドに 0 を書き込まなければなりま

せん。

► TSC：タイム・スタンプの取得。フレームがネットワークに

送信された場合にタイム・スタンプの取得をリクエストしま

す。以下を参照してください。

► 00：動作なし。

► 01：TTSCAL レジスタと TTSCAH レジスタのペアに取得。

取得時に STATUS0 レジスタの TTSCAA ビットがアサー

トします。

► 10：TTSCBL レジスタと TTSCBH レジスタのペアに取得。

取得時に STATUS0 レジスタの TTSCAB ビットがアサー

トします。

► 11：TTSCCL レジスタと TTSCCH レジスタのペアに取得。

取得時に STATUS0 レジスタの TTSCAC ビットがアサー

トします。

► P：パリティ。パリティ・ビットは送信データ・ヘッダ全体

にわたって計算されます。方法は奇数パリティです。

► RSVD：予約済み。常に 0 に設定されます。
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表 37. 受信データ・フッタ 

以下の定義を参照してください。

► EXST ：拡張ステータス。 STATUS0 レジスタまたは

STATUS1 レジスタのどのビットもセットされマスクされて

いない場合に、このビットがセットされます。

► HDRB：受信ヘッダ不良。このビットがセットされている場

合、MAC-PHY は、パリティ・エラーのある制御ヘッダまた

はデータ・ヘッダを受信しています。

► SYNC：設定同期フラグ。このフィールドは、CONFIG0 レジ

スタの SYNC ビットの状態を反映しています。このビットが

0 の場合、MAC-PHY の設定が SPI ホストの想定とは異なっ

ている可能性があることを示します。設定に従い、SPI ホス

トは設定レジスタ内の対応ビットをセットし、それがこの

フィールドに反映されます。

► RCA：使用可能受信チャンク。RCA フィールドは、現在の

データ・チャンク以外に読出し可能な、フレーム・データの

追加受信データ・チャンクの最小数を示します。MAC-PHY
のバッファに読出し用として留保されている受信データ・フ

レームがこれ以上ない場合には、このフィールドは 0 になり

ます。

► VS：ベンダ固有。

► VS[1]：受信したフレームの優先度。

► 0：低優先度キューを介して受信したフレーム。

► 1：高優先度キューを介して受信したフレーム。

► VS[0]：予約済み。

► DV：データ有効フラグ。SPI ホストはこのビットを使用して、

現在のチャンクに有効な送信データが含まれている（DV = 1）
かいないかを通知します。このビットが 0 の場合、SPI ホス

トはチャンク・ペイロードを無視します。

► SV：開始有効フラグ。このビットが 1 の場合、イーサネッ

ト・フレームの先頭は現在の送信データ・チャンク・ペイ

ロードにあります。SV ビットを、IEEE 802.3 規格に記載さ

れている SFD バイトと混同しないでください。

► SWO：開始ワード・オフセット。SV が 1 の場合、この

フィールドには、受信データ・チャンク・ペイロード内で新

しいイーサネット・フレームが開始する位置を示す 32 ビッ

ト・ワード・オフセットが格納されます。受信したフレーム

の先頭に受信タイム・スタンプが追加されている場合

（RTSA=1）、SWO はタイム・スタンプの最上位バイトを差

し示します。SVが 0の場合、ホストはこのフィールドに 0を
書き込まなければなりません。

► FD：フレーム・ドロップこのビットがセットされている場

合、SPI ホストが受信したイーサネット・フレームをドロップ

する必要がある条件を、MAC が検出したことを示します。こ

のビットは受信したフレームの末尾でのみ有効で（EV = 1）、

それ以外の場合は 0 であることが必要です。

► EV：終了有効フラグ。このビットが 1 の場合、イーサネッ

ト・フレームの末尾は現在の受信データ・チャンク・ペイ

ロードにあります。

► EBO：終了バイト・オフセット。EV が 1 の場合、この

フィールドには、受信データ・チャンク・ペイロードに含ま

れるバイト・オフセットが格納され、受信したイーサネッ

ト・フレームの最後のバイトを指し示します。EV = 0 の場合、

このフィールドは 0 です。

► RTSA：受信タイム・スタンプの追加。32ビットまたは64ビッ

トのタイム・スタンプが SPI フレームの先頭に追加された場

合に、このビットがセットされます。このビットは、SV = 0
の場合には 0 にする必要があります。

► TXC：送信クレジット。このフィールドには、SPI ホストが

送信バッファ・オーバーフローを生じることなく単一のトラ

ンザクションに書き込める、フレーム・データの送信デー

タ・チャンクの最小数が格納されています。

► P：パリティ。パリティ・ビットは受信データ・ヘッダ全体

にわたって計算されます。方法は奇数パリティです。

OPEN Alliance SPI カット・スルー・モード 
ホストからまたはホストへのカット・スルー・モードがイネー

ブルされている場合、フレームの送信方法は、ストア・アン

ド・フォワード・モードを使用する場合と同じままです。ただ

し、フレーム受信は、チャンクを満たすのに十分なフレーム・

データが受信された時点で開始され、フレーム送信は、設定さ

れた送信閾値に達した時点で開始されます（送信閾値レジスタ

のセクションを参照）。

カット・スルー・モードは、受信カット・スルー・イネーブ

ル・ビットおよび送信カット・スルー・イネーブル・ビットを

設定することでイネーブルできます（設定レジスタ 0 のセク

ションを参照）。

受信時、MAC はデータが使用可能になるとそのデータを返しま

す。ストア・アンド・フォワード・モードの場合とは異なり、

フレーム開始（SOF：start of frame）チャンクとフレーム終了

（EOF）チャンクの間に空のチャンク（DV = 0）がある場合も

あります。

ホストのフレーム読出し速度が遅く、受信 FIFO を空の状態に保

てない場合、フレームは、ストア・アンド・フォワード・モー

ドで動作しているのと同じように、受信 FIFOでバッファされま

す。すべてのフレームが読み出されると、FIFO の動作はカッ

ト・スルー・モードに戻ります。

フレームが送信時にアンダー・ラン状態にならないよう、ホス

トは、送信時に十分速いレート（>10Mbps）でフレーム・デー

タを供給する必要があります。MAC がアンダー・ランとなった

場合は、STATUS0レジスタの TXBUEがアサートされ、MACは

動作中にフレーム送信を停止し、フレームに不良 CRC を付加し

ます。

カット・スルー送信遅延

送信ヘッダの SWO が 0（フレームはチャンク内で直ちに開始）

の SPI データ・トランザクションの開始から、SPI 周波数が

16MHz、TX_THRESH が 1 の状態で MII で TX_EN が立ち上がる

までの時間間隔は、4µs です。PHY の送信遅延は 3.2µs です。そ

の結果、合計送信遅延は 7.2µs となります。 

カット・スルー受信遅延

受信遅延は、チャンク・サイズと SPI 周波数によって変化しま

す。表 38 は、すべてのサポート対象チャンク・サイズに対する

SPI 周波数 16MHz 時の遅延を示しています。 
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表 38. すべてのサポート対象チャンク・サイズについての 16MHz 時の受信遅延 

1 SPI での転送を開始するには、チャンクを満たすのに十分なフレーム・データを受信しておく必要があります。フレーム・プリアンブルを受信するまでの

時間も含まれます。

2 マイクロコントローラは割込みを待たず、SPI で連続して OPEN Alliance データ・トランザクションを提供しているものと仮定しています。フレーム転送

は、平均してチャンクの中間で開始されます。

3 実際には、マイクロコントローラはチャンクの最後で受信ヘッダを受信するまで、データを使用できません。 

制御トランザクション 

表 39. 制御コマンド・ヘッダ 

制御トランザクションは少なくとも 1 つの制御コマンドで構成

されています。これらのコマンドは、SPIホストが MAC-PHY内

のレジスタの読書きを行うために使用され、それぞれが 32 ビッ

トの制御コマンド・ヘッダとそれに続くレジスタ・データで構

成されています。表 39 を参照してください。

以下の定義を参照してください。

► HDRB：受信ヘッダ不良。MAC-PHY で設定されている場合、

HDRB はパリティ・エラーのあるヘッダが受信されたことを

示します。このビットは常に SPI ホストがクリアする必要が

あります。MAC-PHY はこの値を無視します。

► WNR：書込み非読出し。1 の場合、データがレジスタに書き

込まれます。それ以外の場合、データは読み出されます。

► AID：アドレス・インクリメント・ディスエーブル。クリア

されると、アドレスは各レジスタの読出しまたは書込み後に、

自動的に 1 だけポスト・インクリメントされます。

► MMS：メモリ・マップ・セレクタ。このフィールドは、ア

クセスする特定のレジスタ・メモリ・マップを選択します。

表 40 を参照してください。

► ADDR：選択したメモリ・マップ内でアクセスする最初のレ

ジスタのアドレス。

► LEN：長さ。読出し／書込みを行うレジスタの数を指定しま

す。このフィールドは、レジスタの数 − 1 と解釈されます。

そのため、長さが 0 の場合、1 つのレジスタの読出しまたは

書込みを行います。

► P：パリティ。パリティ・ビットは制御コマンド・ヘッダ全

体にわたって計算されます。使用する方法は奇数パリティで

す。

表 40. レジスタ・メモリ・マップ（MMS） 
MMS メモリ・マップの説明

0 標準的な制御およびステータス（SPI アドレス 0x00～
アドレス 0x20）

1 MAC（SPI アドレス 0x30 以降）

制御書込み 

MAC-PHY は、制御書込みコマンドの最後で SPI ホストからの

データの最終 32 ビットを無視します。また、書込みコマンドと

データは、MAC-PHYから SPIにエコー・バックされるため、バ

ス・エラー発生時にどのレジスタ書込みが失敗したかを特定で

きます。

制御書込みコマンドは、1 つのレジスタにも、複数のレジスタ

にも書き込むことができます。複数のレジスタに書き込む場合、

アドレスは自動的にポスト・インクリメントされます。

制御書込みコマンドの後に別の制御コマンドを送る場合、新し

い制御ヘッダは、エコーされたレジスタ書込みデータの最後の

ワードの直後に続く必要があります。書込みコマンドがトラン

ザクションの最後のコマンドである場合、SPIホストは、エコー

されたレジスタ書込みデータの最後のワードの後で、CSをア

サート解除する必要があります。
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図 33. OPEN Alliance 制御セクション 

制御読出し 

MAC-PHY は、制御ヘッダに続く制御読出しコマンドの残りの部分については SPI ホストからの全データを、無視します。制御読出しコ

マンドは、1 つのレジスタも、複数のレジスタも読み出すことができます。複数のレジスタを読み出すと、制御ヘッダのアドレス・イン

クリメント・ディスエーブル・ビットに従い、アドレスが自動的にポスト・インクリメントされます。

図 34. 制御読出しトランザクション 

OPEN Alliance SPI エラー 
以下に示す OPEN Alliance SPI エラーを参照してください。 

► SPI ヘッダ・パリティ・エラー。送信ヘッダでパリティ・エ

ラーが検出され、SPI での転送プロセスに送信フレームがあ

る場合、このフレームはドロップされます。MAC がカッ

ト・スルー・モードで動作している場合、フレーム送信が停

止し、不良 CRC がフレームに付加されます。

MAC-PHY は、CSがハイになるまでワードごとに固定値

0x4000_0000 を返します。また、CSが新たにアサートされた

後の最初のデータ・フッタでは、DV = 1、EV = 1、EBO = 0、
FD = 1 で応答します。 

制御トランザクションにパリティ・エラーがある場合、動作

は完了しません。SPIトランザクションの間にMAC-PHYが固

定値 0x4000_0000 を SDO で返すため、ソフトウェアは、どの

トランザクションがエラーを引き起こしたかを判定できます。

その後、ソフトウェアは、ヘッダ・エラー・ビットをクリア

した後、破損した制御トランザクションを再送信できます。

► 送信プロトコル・エラー。送信データ・チャンクの転送時に

MAC-PHY がプロトコル・エラーを検出した場合に発生します。

これらのエラーは、通常、SPI ホスト・ファームウェアの問

題が原因であり、通常動作では発生しません。MAC-PHY が

受信したデータ・ヘッダが事前のフレーム開始指示（SV = 1）
なしでデータ有効（DV = 1）を示した場合、送信プロトコ

ル・エラー・ビットがセットされます。この場合、データ・

チャンクは無視されます。あるいは、MAC-PHY がフレーム

終了（EV = 1）なしでフレーム開始（SV = 1）を示す 2 つの

データ・ヘッダを受信した場合、MAC-PHY は直前のフレー

ム開始インジケータからのフレーム・データをドロップし、

次のフレーム開始インジケータからのフレーム・データの受

入れを開始します。

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

MAC SPI

PHY レジスタへの SPI アクセス 
ADIN1111 には、PHY 管理レジスタにアクセスするために、SPI
を用いる間接的なアクセス機能があります。PHY 管理レジスタ

にアクセスするには、SPI レジスタ・マップの 8 個の MDIOACCn
レジスタを使用します。各 MDIOACCn レジスタは 1 つの MDIO
トランザクションに対応します。

MDC のデフォルト速度は 2.5MHz です。CONFIG2 レジスタの

MSPEED ビットを使用して、2.5MHz または 4.166MHz の MDC
周波数を選択できます。

MDIOリーダーは、8個の MDIOACCnレジスタの TRDONEビッ

トをラウンド・ロビン・モードでポーリングします。TRDONE
フィールドのいずれかが 0 であることを MDIO リーダーが検出

すると、MDIO リーダーは MDIO トランザクションを開始しま
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► 送信バッファ・オーバーフロー。直前のデータ・フッタの送

信クレジット・フィールド（TXC）で示されたように使用で

きる送信バッファ・スペースがない場合に、送信フレーム・

データを MAC-PHY に書き込もうとすると発生します。この

状態では、MAC-PHY は、送信データ・チャンクを無視し、

ホスト送信 FIFO オーバーフロー・ビットをセットします。

また、既にバッファにあるフレーム・データはドロップされ

ます。

► 送信バッファ・アンダー・ラン。このエラーは、カット・ス

ルー・モードでのみ発生します。SPI ホストは、このエラー

を避けるために、常にネットワークより高速で MAC-PHY に

フレーム・データを送信します。このエラーが発生した場合、

ホスト送信 FIFO アンダー・ラン・エラー・ビットがセット

され、MAC-PHY はフレームを無効化する方法でフレーム送

信を停止します。また、MAC-PHY は、フレーム終了指示

（EV = 1）を受け取るまで、SPI ホストから受信する追加の

フレーム・データを無視します。

► フレーム喪失エラー。このエラーは、データ・チャンクまた

は制御コマンドの予想終了時より前にCS信号がアサート解

除された場合に、発生します。MAC-PHY およびフレーム喪

失エラーがセットされ、進行中の送信フレームがドロップさ

れ、SPI ホストに送信中の受信フレームが終了します。

► 受信バッファ・オーバーフロー。このエラーが発生するのは、

SPI ホストが MAC-PHY からフレーム・データを読み出す速

度が十分でない場合です。このエラーは、ストア・アンド・

フォワード・モードおよびカット・スルー・モードのどちら

でも発生する可能性があります。このエラーが発生すると、

MAC-PHY は PHY から受信されているフレームを終了します。

ストア・アンド・フォワード・モードでは、フレームのどの部

分も SPI ホストに転送されません。カット・スルー・モードで

は、MAC-PHY はフレーム・ドロップをセットして（FD = 1）、

フレームを終了します（EV = 1）
► 制御データ保護エラー。制御データ保護エラー（CDPE）

ビットおよびフレーム喪失エラー（LOFE）ビットは、

OPEN Alliance SPI で保護がイネーブルされ、ホストから受信

した書込みデータにエラーがある場合に、アサートされます。

この場合、書込みは完了しません。

可能な場合、ソフトウェアは再度書込みを実行します。ソフ

トウェアがどの設定レジスタに書き込まれたかを判定できな

い場合、デバイスが正しく設定されていない可能性がありま

す。この場合、RST_MAC_ONLY キーをソフトウェア・リ

セット・レジスタに書き込むことで MAC をリセットする必

要があります。

す。MDIO トランザクションが完了すると、TRDONE ビットが

1 にセットされ、リーダーは次の MDIOACCn レジスタの

TRDONE ビットをチェックします。 

なお、MDIO_DEVAD には常にアクセス先のレジスタのデバイ

ス IDが書き込まれ、MDIO_PRTADには常に0x1が書き込まれ、

MDIO_STには条項 45のアクセス用に 0x0が書き込まれます（こ

れは以下の例のすべてにあてはまります）。

PHY レジスタ XYZ への書込み例： 

1. MDIOACC0 に、MDIO_DATA = レジスタ XYZ のアドレス、

MDIO_DEVAD = レジスタ XYZ のデバイス ID、

MDIO_PRTAD = 0x1、MDIO_OP = 0x0（ADDR）、

MDIO_ST = 0x0、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC1 に、MDIO_DATA = レジスタ XYZ に書き込まれ

る値、MDIO_OP = 0x1（WR）、TRDONE = 0x0 を書き込み

ます。

3. オプションで、MDIOACC0.TRDONE = 0x1 をポーリングし

て、アドレス書込み動作が完了したことを確認します。

4. MDIOACC1.TRDONE = 0x1 をポーリングして、データ書込

み動作が完了していることを確認します。

PHY レジスタ XYZ の読出し例： 

1. MDIOACC0 に、MDIO_DATA = レジスタ XYZ のアドレス、

MDIO_OP = 0x0（ADDR）、TRDONE = 0x0 を書き込みま

す。

2. MDIOACC1 に、MDIO_OP = 0x3（RD）、および TRDONE =
0x0 を書き込みます。

3. MDIOACC1.TRDONE = 0x1 をポーリングして、データ書込み

動作が完了したことを確認します。MDIOACC1. MDIO_DATA
には、MDIO レジスタ XYZ の内容が反映されています。

書込み動作の後に書込み動作を検証するための読出しがある

例：

1. MDIOACC0 に、MDIO_DATA = レジスタ ABC のアドレス、

および TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC1 に、MDIO_DATA = レジスタ ABC に書き込まれ

る値、MDIO_OP = 0x1（WR）、TRDONE = 0x0 を書き込み

ます。

3. MDIOACC2 に MDIO_OP = 0x3（RD）、および TRDONE =
0x0 を書き込みます。

4. MDIOACC2.TRDONE = 0x1 をポーリングして、すべての動

作が完了したことを確認します。MDIO_DATA にはレジス

タ ABC の内容が反映されています。

4 連続書込みの例。8 つのレジスタ全部にコマンドを書き込んで

から、任意のレジスタをチェックできます。

1. MDIOACC0 に、MDIO_DATA = レジスタ ABC のアドレス、

および TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC1 に、レジスタ ABC への書込みデータ、

MDIO_OP = 0x1、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

3. MDIOACC2 に、MDIO_DATA = レジスタ DEF のアドレス、

および TRDONE = 0x0 を書き込みます。

4. MDIOACC3 に、レジスタ DEF への書込みデータ、

MDIO_OP = 0x1、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

5. MDIOACC4 に、MDIO_DATA = レジスタ GHJ のアドレス、

および TRDONE = 0x0 を書き込みます。

6. MDIOACC5 に、レジスタ GHJ への書込みデータ、

MDIO_OP = 0x1、TRDONE = 0x0 を書き込みます。
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7. MDIOACC6 に、MDIO_DATA = レジスタ XYZ のアドレス、

および TRDONE = 0x0 を書き込みます。

8. MDIOACC7に、レジスタXYZへの書込みデータ、MDIO_OP
= 0x1、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

9. ホストは MDIOACC7.TRDONE = 0x1 をポーリングして、す

べてのデータ書込み動作が完了したことを確認します。

レジスタ XYZ から始まるバースト読出しの例：

1. MDIOACC0に、MDIO_DATA = レジスタXYZのアドレス、

MDIO_OP = 0x0（ADDR）、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC1 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

3. MDIOACC2 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

4. MDIOACC3 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

5. MDIOACC4 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

6. MDIOACC5 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

7. MDIOACC6 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

8. MDIOACC7 に、MDIO_OP = 0x2（ INC_RD）、および

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

9. MDIOACC7.TRDONE = 1 をポーリングして、すべてのデー

タ読出し動作が完了したことを確認します。

10. MDIOACC1.MDIO_DATAを読み出します。ここにはレジス

タ XYZ の内容が反映されています。

11. MDIOACC2.MDIO_DATAを読み出します。ここにはアドレ

ス XYZ.ADDR + 1 のレジスタの内容が反映されています。

12. MDIOACC3.MDIO_DATAを読み出します。ここにはアドレ

ス XYZ.ADDR + 2 のレジスタの内容が反映されています。

13. MDIOACC4.MDIO_DATAを読み出します。ここにはアドレ

ス XYZ.ADDR + 3 のレジスタの内容が反映されています。

14. MDIOACC5.MDIO_DATAを読み出します。ここにはアドレ

ス XYZ.ADDR + 4 のレジスタの内容が反映されています。

15. MDIOACC6.MDIO_DATAを読み出します。ここにはアドレ

ス XYZ.ADDR + 5 のレジスタの内容が反映されています。

16. MDIOACC7.MDIO_DATAを読み出します。ここにはアドレ

ス XYZ.ADDR + 6 のレジスタの内容が反映されています。

レジスタ XYZ の条項 22 の書込み例：

1. MDIOACC0 に 、 MDIO_DATA = 書 込 み デ ー タ 、

MDIO_DEVAD = レジスタ XYZ のアドレス、MDIO_PRTAD
= 0x1、MDIO_OP = 0x1（WR）、MDIO_ST = 0x1（条項 22）、

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC0.TRDONE = 0x1をポーリングして、データ書込み

動作が完了したことを確認します。

レジスタ XYZ の条項 22 の読出し例：

1. MDIOACC0 に、MDIO_DEVAD = レジスタ XYZ のアドレス、

MDIO_PRTAD = 0x1、MDIO_OP = 0x3（RD）、MDIO_ST =
0x1（条項 22）、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC0.TRDONE = 0x1をポーリングして、読出し動作が

完了したことを確認します。MDIO_DATAには MDIOレジス

タ XYZ の内容が反映されています。

レジスタ XYZ の条項 22 の書込みおよびリード・バックの例：

1. MDIOACC0 に 、 MDIO_DATA = 書 込 み デ ー タ 、

MDIO_DEVAD = レジスタ XYZ のアドレス、MDIO_PRTAD
= 0x1、MDIO_OP = 0x1（WR）、MDIO_ST = 0x1（条項 22）、

TRDONE = 0x0 を書き込みます。

2. MDIOACC1 に、MDIO_DEVAD = レジスタ XYZ のアドレス、

MDIO_PRTAD = 0x1、MDIO_OP = 0x3（RD）、MDIO_ST =
0x1（条項 22）、TRDONE = 0x0 を書き込みます。

3. MDIOACC1.TRDONE = 0x1をポーリングして、読出し動作が

完了したことを確認します。MDIO_DATAには MDIOレジス

タ XYZ の内容が反映されています。

MDIO PHY アドレスの決定 
ADIN1111 PHY の MDIO PHY アドレスは 0x1 です。 

PHY レジスタの内容 
PHY レジスタでは、管理レジスタの制御情報およびステータス

情報へのアクセスが可能です。

PHY 条項 45 のレジスタ・マップのレジスタは、MDIO 管理可能

デバイス（MMD）に基づき、4 つのデバイス・アドレス・グ

ループに分類されています（表 41 参照）。各デバイス・アドレ

ス空間内で、0x0000～0x7FFF のレジスタ・アドレスには IEEE
規格レジスタがあり、0x8000～0xFFFF のレジスタ・アドレスに

はベンダ固有レジスタがあります。

表 41. 条項 45 のレジスタ・グループ分け 

条項 45では、1つの MDIOインターフェースを通じて最大 32の
MMD からなる最大 32 の PHY にアクセスできます。 
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一部のレジスタのデフォルト値は、RESETピンがアサート解除

された直後に読み出されるハードウェア設定ピンの値によって

決まります。この場合、レジスタの表のリセット値はピン依存

として記載されています。そのため、ADIN1111のデフォルト動

作は SPI を通じて書き込まなくても設定できます。この方法は、

ソフトウェアを介さずにハードウェア設定ピンで PHY の動作を

設定するアンマネージド・アプリケーションで有用です。アン

マネージド・アプリケーションの場合、リセット後にソフト

ウェア・パワーダウン・モードに入るよう PHY を設定しないで

ください。そうすることで、PHY は他のハードウェア設定ピン

で設定されたリンクをすぐに立ち上げられます。マネージド・

アプリケーションでは、管理インターフェースを介して PHY を

設定するためのソフトウェアを使用できます。この場合、ハー

ドウェア設定ピンを使ってリセット後にソフトウェア・パワー

ダウン・モードに入るよう PHY を設定でき、リンクを試みる前

に PHY を設定できます。

推奨レジスタ動作 

ADIN1111 の PHY レジスタの多くは、IEEE 802.3 規格で定義さ

れ、これらのレジスタの各動作はこの規格に従います。この動

作は常に明確とは限らないため、レジスタの推奨動作および使

用法と共にこのセクションで説明します。

ラッチ・ロー・レジスタ

IEEE 802.3-2018 規格では、特定の MDIO アクセス可能レジスタ

にラッチ・ロー動作を求めています。背景にある考え方は、こ

れらのレジスタを断続的にしか読み出せないソフトウェアが、

一時的あるいは短期的となり得る状態を検出できるようにする

ことです。例えば、AN_LINK_STATUS ビットはラッチ・ロー

であることが必要です。デバイスがリセットまたはパワーダウ

ン 状 態 を 終 了 す る と 、 ラ ッ チ 条 件 が 無 効 と な り 、

AN_LINK_STATUS ビットの値は、現在のリンク状態を反映し

たものになります。ただし、リンクがいったん確立してから切

断されると、ラッチ条件が有効になります。この場合、リンク

が一時的に再び確立しても、AN_LINK_STATUSビットでは 0が
読 み 出 さ れま す 。 ラ ッチ 条 件 が クリ ア さ れ るの は 、

AN_LINK_STATUS ビットが読み出され、ソフトウェアがリン

ク切断を認識できた場合のみです。

このようなラッチ・ロー動作の影響として、ソフトウェアは現

在 の リ ン ク 状 態 を 判 定 す る 場 合 に 、 2 回 連 続 し た

AN_LINK_STATUS ビットの読出しが必要になります。最初の

読出しはアクティブなラッチ条件をクリアするために必要です。

また、ソフトウェアは、同じレジスタ・アドレスを共有する

MDIO アクセス可能ビット間の相互作用にも注意する必要があ

ります。例えば、AN_PAGE_RX ビットと AN_LINK_STATUS
ビットは同じレジスタ・アドレスにあります。その結果、

AN_PAGE_RX ビットを読み出すと、AN_LINK_STATUS ビット

に関連するアクティブなラッチ条件がすべてクリアされてしま

います。

IEEE 複製レジスタ 
IEEE 802.3-2018 規格は、10Mbps から 40Gbps 以上におよぶ非常

に広範な規格と速度をカバーしており、また、多数の条項を含

んでいます。多くの条項に関連したレジスタがあり、異なる

PHY が、異なる条項や、これらの条項の異なる組み合わせを含

む場合もあります。そのため、ソフトウェア・リセット、ソフ

トウェア・パワーダウン、ループバックなどの一般的な機能の

レジスタは、複数の条項で記載されている傾向があります。

ADIN1111では、これらのレジスタは物理的には 1か所に実装さ

れていますが、複数のアドレスでアクセスすることもできます。

例えば、ソフトウェア・リセット・ビットは、以下のすべての

IEEE MMD 位置およびベンダ固有のレジスタ位置で読書きでき

ます。

► PMA_SFT_RST
► B10L_PMA_SFT_RST
► PCS_SFT_RST
► B10L_PCS_SFT_RST
► CRSM_SFT_RST

この例の場合、これらは PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエー

ション、ベンダ固有MMD 1のデバイス・アドレス位置です（表 41
参照）。

同じレジスタに複数のアドレス位置があることで、特に、ラッ

チ・ローやセルフ・クリアのアクセス許可を持つレジスタに関

して、デバイスの使用法が必要以上に複雑なものになります。

これは、IEEE 規格では避けることができません。

ADIN1111 のデータシートでは、これらの IEEE レジスタごとに

1 つの推奨アドレス位置のみを挙げることで、デバイスの動作

と使用法を簡潔にしています。一般に、規格の 802.3cg
（10BASE-T1L）セクションで示されているレジスタは、これ

以前の（同等の）レジスタに優先して推奨されています。特に、

あるレジスタが 1 つのレジスタ・アドレスに有用な IEEE レジス

タ・ビットを多数含む場合、ベンダ固有アドレスのレジスタが

推奨されることが一般的です。ADIN1111 は、パワーオン・リ

セット、ハードウェア・リセット、またはソフトウェア・リ

セット後の起動完了時に、10BASE-T1L 規格によってカバーさ

れるすべての IEEE レジスタ・アドレス位置へのレジスタ・アク

セスに対応しています。

リード・モディファイ・ライト動作

すべてのレジスタ書込み動作は、リード・モディファイ・ライ

ト動作として実行する必要があります。このプロセスに従わな

いと、レジスタ・ビットの値が意図せずに変更される場合があ

ります。

MAC 
受信時のフレーム・フィルタ処理 

デフォルトでは、デバイスは受信した全フレームをフィルタ処

理します。フレームを受信するには、アドレス・フィルタリン

グ・テーブルをセットアップします。あるいは、全受信フレー

ムに対するデフォルト動作を変更することもできます。

デバイスは、MAC 宛先アドレス（DA）に基づき最大 16 の異な

る MAC アドレスをフィルタするよう設定できます。 
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特定の DA のフレームを受信するには、その DA を 16 の

ADDR_FILT_xレジスタのいずれかにプログラムする必要があり

ます。各レジスタは 32 ビット幅です。例えば、0800 005A 646B
という DAを ADDR_FILT_UPR0と ADDR_FILT_LWR0にプログ

ラムするには、次のように書き込みます。

1. ADDR_FILT_UPR0 に 0x0800
2. ADDR_FILT_LWR0 に 0x005A6468

こ の DA を持 つフレ ーム をホス トに 転送す るに は、

ADDR_FILT_UPRn レジスタの TO_HOST ビットを 1 にセットし

ます。このルールを適用するには、APPLY2PORT1ビットを1に
設定します。

MAC アドレスは、ADDR_MSK_x レジスタを使用してマスクで

きます。例えば、0x8000 005A 64xx の範囲のすべての MAC アド

レスを受信するには、次のように書き込みます。

1. ADDR_MSK_UPR0 に 0xFFFF
2. ADDR_MSK_LWR0 に 0XFFFFFF00

16 の ADDR_FILT_x レジスタのいずれにも一致しないフレーム

はデフォルトでドロップされます。CONFIG2 レジスタの

P1_FWD_UNK2HOST ビットが 1 にセットされている場合、DA
に一致しないすべてのフレームはホストに転送されます。図 35
にフィルタ処理アルゴリズムを示します。

図 35. フィルタ処理アルゴリズム 

不良 CRC またはアサートされた RX_ER が付加された PHY から

の受信フレームや、ラント・フレームおよびジャバー・フレー

ムはドロップされてカウントされます。

受信優先度キュー 

受信に関し、高優先度 FIFOと低優先度 FIFOの 2種類の FIFOが

あります。

デフォルトでは、低優先度 FIFO は 12kB に設定され、高優先度

FIFO は 8kB に設定されています。これらの FIFO のサイズの変

更 は 、 FIFO_SIZE レ ジ ス タ の P1_RX_LO_SIZE と

P1_RX_HI_SIZE の各フィールドを通じていずれかのフレームを

受信または送信する前に可能です。

フレームは常に、高優先度 FIFO から最初に返されます。

統計カウンタ 

受信ポートには 15 個の 32 ビット・カウンタがあり、フレーム

の送受信時ごとにインクリメントします。

表 42. 統計カウンタ 

受信ドロップ FIFO フル・カウンタ 
受信フレームの最初のバイトが適切な受信 FIFO に書き込まれる

前に、FIFO の空き容量がチェックされます。最低 256 バイトの

空 き 容 量 が な い 場 合 、 フ レ ー ム は ド ロ ッ プ さ れ 、

P1_RX_DROP_FULL_CNT カウンタがインクリメントします。

FIFO に最低 256 バイトの空き容量がある場合、ロジックはその

フレームの受信 FIFO への書込みを開始します。受信したフレー

ムが 256 バイトを超え、受信 FIFO がいっぱいの場合、フレーム

はドロップされ、P1_RX_DROP_FULL_CNT カウンタがインク

リメントします。

フレーム受信および送信エラー

デフォルトでは、受信したエラー・フレームはすべてドロップ

され、カウントされます。エラー・フレームを受信しても割込

みは生成されません。代わりに、これらのフレームはドロップ

されてカウントされるため、ソフトウェアは統計カウンタをモ

ニタする必要があります。

SRAM ECC エラー 
フレームを FIFO に書き込む場合、フレームのサイズがフレーム

の前の 16ビット・ワードに挿入され、FIFOに書き込まれます。

5ビットの誤り訂正符号（ECC）がサイズ・フィールドと並んで

配置されます。

この場所がスタティック・ランダム・アクセス・メモリ

（SRAM）から読み出されると、ECC がチェックされます。ダ

ブル・ビット・エラーが検出された場合、STATUS1 レジスタの

RX_ECC_ERR ビットまたは TX_ECC_ERR ビットがアサートさ

れます。受信 FIFO からフレーム・ヘッダを読み出す際にダブ

ル・ビット・エラーが検出された場合、そのフレームは送信さ

れません。
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ECCエラーに応答して、FIFOは自動的にクリアされます。FIFO
の全フレームが失われ、送信は停止し、送信されたフレームに

は不良 CRC が付加されます。次に受信されたフレームが FIFO
に書き込まれます。 
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SPI レジスタの詳細 
表 43. SPI のレジスタ・マップ 
アドレス 名称 説明 リセット アクセス

0x00 IDVER 識別バージョン・レジスタ。 0x00000010 R 
0x01 PHYID PHY 識別レジスタ。 0x0283BC91 R 
0x02 CAPABILITY サポート対象ケイパビリティ・レジスタ。 0x000006C3 R 
0x03 RESET リセット制御およびステータス・レジスタ。 0x00000000 W 
0x04 CONFIG0 設定レジスタ 0。 0x00000006 R/W 
0x06 CONFIG2 設定レジスタ 2。 0x00000800 R/W 
0x08 STATUS0 ステータス・レジスタ 0。 0x00000040 R/W 
0x09 STATUS1 ステータス・レジスタ 1。 0x00000000 R/W 
0x0B BUFSTS バッファ・ステータス・レジスタ。 0x00007700 R 
0x0C IMASK0 割込みマスク・レジスタ 0。 0x00001FBF R/W 
0x0D IMASK1 割込みピン駆動用マスク・ビット・レジスタ。 0x43FA1F1A R/W 
0x10 TTSCAH 送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ A（ハ

イ）。

0x00000000 R 

0x11 TTSCAL 送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ A
（ロー）。

0x00000000 R 

0x12 TTSCBH 送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ B（ハ

イ）。

0x00000000 R 

0x13 TTSCBL 送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ B
（ロー）。

0x00000000 R 

0x14 TTSCCH 送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ C（ハ

イ）。

0x00000000 R 

0x15 TTSCCL 送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ C
（ロー）。

0x00000000 R 

0x20 to 0x27 by 1 MDIOACCn MDIO アクセス・レジスタ。 0x8C000000 R/W 
0x30 TX_FSIZE MAC Tx フレーム・サイズ・レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x31 TX MAC 送信レジスタ。 0x00000000 W 
0x32 TX_SPACE Tx FIFO スペース・レジスタ。 0x00000FFF R 
0x34 TX_THRESH 送信閾値レジスタ。 0x00000041 R/W 
0x36 FIFO_CLR MAC FIFO クリア・レジスタ。 0x00000000 W 
0x37 to 0x3A by 1 SCRATCHn スクラッチ・レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x3B MAC_RST_STATUS MAC リセット・ステータス。 0x00000003 R 
0x3C SOFT_RST ソフトウェア・リセット・レジスタ。 0x00000000 W 
0x3D SPI_INJ_ERR DUT から MISO へのエラー注入。 0x00000000 R/W 
0x3E FIFO_SIZE FIFO サイズ・レジスタ。 0x00000464 R/W 
0x3F TFC Tx FIFO フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0x40 TXSIZE Tx FIFO 有効ハーフ・ワード・レジスタ。 0x00000000 R 
0x41 HTX_OVF_FRM_CNT FIFO オーバーフローによりドロップされたホスト Tx フ

レーム。

0x00000000 R 

0x42 MECC_ERR_ADDR メモリ内で検出された ECC エラーのアドレス。 0x00000000 R 
0x43 to 0x49 by 1 CECC_ERRn 訂正された ECC エラーのカウンタ。 0x00000000 R 
0x50 to 0x6E by 2 ADDR_FILT_UPRn MAC アドレス・ルールおよび DA フィルタ上位 16 ビッ

ト・レジスタ。

0x00000000 R/W 

0x51 to 0x6F by 2 ADDR_FILT_LWRn MAC アドレス DA フィルタ下位 32 ビット・レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x70 to 0x72 by 2 ADDR_MSK_UPRn MAC アドレス・マスクの上位 16 ビット。 0x0000FFFF R/W 
0x71 to 0x73 by 2 ADDR_MSK_LWRn MAC アドレス・マスクの下位 32 ビット。 0xFFFFFFFF R/W 
0x80 TS_ADDEND タイム・スタンプ・アキュムレータ加数レジスタ。 0x85555555 R/W 
0x81 TS_1SEC_CMP タイマー更新比較レジスタ。 0x3B9ACA00 R/W 
0x82 TS_SEC_CNT 秒カウンタ・レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x83 TS_NS_CNT ナノ秒カウンタ・レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x84 TS_CFG タイマー設定レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x85 TS_TIMER_HI TS_TIMER のハイ時間レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x86 TS_TIMER_LO TS_TIMER のロー時間レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x87 TS_TIMER_QE_CORR 量子化誤差補正レジスタ。 0x00000000 R/W 
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表 43. SPI レジスタ・マップ（続き） 
アドレス 名称 説明 リセット アクセス

0x88 TS_TIMER_START TS_TIMER カウンタ開始時間レジスタ。 0x00000000 R/W 
0x89 TS_EXT_CAPT0 TS_CAPT ピン 0 タイム・スタンプ・レジスタ。 0x00000000 R 
0x8A TS_EXT_CAPT1 TS_CAPT ピン 1 タイム・スタンプ・レジスタ。 0x00000000 R 
0x8B TS_FREECNT_CAPT TS_CAPT 自走カウンタ・レジスタ。 0x00000000 R 
0x90 P1_RX_FSIZE P1 MAC Rx フレーム・サイズ・レジスタ。 0x00000000 R 
0x91 P1_RX P1 MAC 受信レジスタ。 0x00000000 R 
0xA0 P1_RX_FRM_CNT P1 Rx フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA1 P1_RX_BCAST_CNT P1 Rx ブロードキャスト・フレーム・カウント・レジス

タ。

0x00000000 R 

0xA2 P1_RX_MCAST_CNT P1 Rx マルチキャスト・フレーム・カウント・レジス

タ。

0x00000000 R 

0xA3 P1_RX_UCAST_CNT P1 Rx ユニキャスト・フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA4 P1_RX_CRC_ERR_CNT P1 Rx CRC エラー・フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA5 P1_RX_ALGN_ERR_CNT P1 Rx アライン・エラー・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA6 P1_RX_LS_ERR_CNT P1 Rx 長／短フレーム・エラー・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA7 P1_RX_PHY_ERR_CNT P1 Rx PHYエラー・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA8 P1_TX_FRM_CNT P1 Tx フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xA9 P1_TX_BCAST_CNT P1 Tx ブロードキャスト・フレーム・カウント・レジス

タ。

0x00000000 R 

0xAA P1_TX_MCAST_CNT P1 Tx マルチキャスト・フレーム・カウント・レジス

タ。

0x00000000 R 

0xAB P1_TX_UCAST_CNT P1 Tx ユニキャスト・フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xAC P1_RX_DROP_FULL_CNT FIFO フルによりドロップされた P1 Rx フレーム・レジ

スタ。

0x00000000 R 

0xAD P1_RX_DROP_FILT_CNT フィルタリングによりドロップされた P1 Rx フレー

ム・レジスタ。

0x00000000 R 

0xAE P1_RX_IFG_ERR_CNT ポート 1 で IFG エラー付きで受信したフレーム。 0x00000000 R 
0xB0 P1_TX_IFG P1 送信フレーム間ギャップ・レジスタ。 0x0000000B R/W 
0xB3 P1_LOOP P1 MAC ループバック・イネーブル・レジスタ。 0x00000000 R/W 
0xB4 P1_RX_CRC_EN 受信時 P1 CRC チェック・イネーブル・レジスタ。 0x00000001 R/W 
0xB5 P1_RX_IFG P1 受信フレーム間ギャップ・レジスタ。 0x0000000A R/W 
0xB6 P1_RX_MAX_LEN P1 最大受信フレーム長レジスタ。 0x00000618 R/W 
0xB7 P1_RX_MIN_LEN P1 最小受信フレーム長レジスタ。 0x00000040 R/W 
0xB8 P1_LO_RFC P1 Rx 低優先度 FIFO フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xB9 P1_HI_RFC P1 Rx 高優先度 FIFO フレーム・カウント・レジスタ。 0x00000000 R 
0xBA P1_LO_RXSIZE P1 低優先度 Rx FIFO 有効ハーフ・ワード・レジスタ。 0x00000000 R 
0xBB P1_HI_RXSIZE P1 高優先度 Rx FIFO 有効ハーフ・ワード・レジスタ。 0x00000000 R 

識別バージョン・レジスタ 

アドレス：0x00、リセット：0x00000010、レジスタ名：IDVER
表 44. IDVER のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:8] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[7:4] MAJVER OPEN Alliance のメジャー・バージョン。このデバイスでサポートする OPEN 

Alliance シリアル 10BASE-T1x MAC-PHY インターフェース仕様のメジャー・

バージョン識別子。

0x1 R 

[3:0] MINVER OPEN Alliance のマイナー・バージョン。このデバイスでサポートする OPEN 
Alliance シリアル 10BASE-T1x MAC-PHY インターフェース仕様のマイナー・

バージョン識別子。

0x0 R 
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PHY 識別レジスタ 
アドレス：0x01、リセット：0x0283BC91、レジスタ名：PHYID
表 45. PHYID のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:10] OUI 組織固有識別子（ビット[23:2]）。OUI フィールドの 22 ビットはメーカーが割り当てた

24 ビット組織固有識別子（OUI）の 22 個の最上位ビットに対応します。OUI のビット 2
が PHYID のビット 31、OUI のビット 23 が PHYID のビット 10、というように、OUI は
PHYID レジスタに配列されます。 

0xA0EF R 

[9:4] MODEL メーカーのモデル番号。メーカーのモデル番号は、デバイスを識別するのに使用されま

す。 
0x9 R 

[3:0] REVISION メーカーのリビジョン番号。メーカーの製品リビジョン番号は、デバイスのリビジョ

ン・レベルを示すために使用されます。 
0x1 R 

サポート対象ケイパビリティ・レジスタ

アドレス：0x02、リセット：0x000006C3、レジスタ名：CAPABILITY
表 46. CAPABILITY のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:11] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
10 TXFCSVC 送信フレーム・チェック・シーケンス検証ケイパビリティ。SPI ホストによって追加され

た FCS や SPI ホストから受信した FCS を検証できることを示します。このビットが

セットされている場合、MAC は、SPI ホストによってパディングと FCS が付加された送

信フレームを受け入れ、受信した FCS を付けて SPI ホストに受信フレームを送信するよ

うに設定されていることも示します。 
0：送信 FCS 検証に対応していない。  
1：送信 FCS 検証に対応している。 

0x1 R 

9 IPRAC 間接 PHY レジスタ・アクセス・ケイパビリティ。SPI レジスタ・メモリ・スペース内で

PHY レジスタが直接アクセス可能であるかどうかを示します。 
0：PHY レジスタは間接アクセス可能ではない。  
1：PHY レジスタは間接アクセス可能。 

0x1 R 

8 DPRAC 直接 PHY レジスタ・アクセス・ケイパビリティ。SPI レジスタ・メモリ・スペース内で

PHY レジスタが直接アクセス可能であるかどうかを示します。 
0：PHY レジスタは直接アクセス可能ではない。  
1：PHY レジスタは直接アクセス可能。 

0x0 R 

7 CTC カット・スルー・ケイパビリティ。MAC-PHY デバイスがネットワークとの間で MAC-PHY
を通じたフレームのカット・スルー転送に対応しているかどうかを示します。 
0：カット・スルーに対応していない。  
1：カット・スルーに対応している。 

0x1 R 

6 FTSC フレーム・タイム・スタンプ・ケイパビリティ。フレーム・タイム・スタンプ・ケイパ

ビリティ。MAC-PHY デバイスがネットワークとの間のフレームの送受信時に、IEEE 
1588 タイム・スタンプの取得に対応しているかどうかを示します。 
1：フレームの送受信時の IEEE 1588 タイム・スタンプの取得に対応している。 
0：フレームの送受信時の IEEE 1588 タイム・スタンプの取得に対応していない。 

0x1 R 

5 AIDC アドレス・インクリメント・ディスエーブル・ケイパビリティ。MAC-PHY デバイスが、

制御コマンド・ヘッダの AID ビットを使用した制御コマンド読出しおよび書込みにおけ

る、レジスタ・アドレスの自動ポスト・インクリメントのディスエーブルに対応してい

るかどうかを示します。アドレス・インクリメントのディスエーブルには対応していま

せん。このフィールドは、OPEN Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x0 R 

4 SEQC TX データ・チャンク・シーケンスおよび再試行ケイパビリティ。MAC-PHY が、Tx デー

タ・チャンク・ヘッダおよび Tx データ・チャンク再試行において SPI ホストが送信する

SEQ ビットをモニタリングするかどうかを示します。このフィールドは、OPEN Alliance 
SPI プロトコルでのみ使用されます。 
1：Tx データ・チャンク・シーケンスおよび再試行に対応している。 
0：Tx データ・チャンク・シーケンスおよび再試行には対応していない。 

0x0 R 
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表 46. CAPABILITY のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
3 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[2:0] MINCPS 最小サポート対象チャンク・ペイロード・サイズ（CPS）。CONFIG0 レジスタの CPS

フィールドに設定できる最小サイズのチャンク・ペイロードを示します。最小サポート

対象チャンク・ペイロード・サイズは 2^N です。ここで、N はこれらのビットの値で

す。このフィールドは、OPEN Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 
110：最小サポート対象チャンク・ペイロード・サイズは 64 バイトです。 
101：最小サポート対象チャンク・ペイロード・サイズは 32 バイトです。 
100：最小サポート対象チャンク・ペイロード・サイズは 16 バイトです。 
011：最小サポート対象チャンク・ペイロード・サイズは 8 バイトです。 

0x3 R 

リセット制御およびステータス・レジスタ

アドレス：0x03、リセット：0x00000000、レジスタ名：RESET
表 47. RESET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 SWRESET ソフトウェア・リセット。MAC-PHY のソフトウェア・リセット。このビットに 1 を書き

込むと、統合された PHY を含め MAC-PHY が完全に初期状態にリセットされます。これ

には全ステート・マシンのリセットやレジスタのデフォルト値へのリセットも含まれま

すが、これに限定されません。このビットがセットされた場合、制御コマンド書込みが

完了できるようCSがアサート解除されるまで、リセットは生じません。リセットが有効

になるためには、CSが 100ns 以上アサートを保持する必要があります。このビットはセ

ルフ・クリア・ビットです。 

0x0 W 

設定レジスタ 0 
アドレス：0x04、リセット：0x00000006、レジスタ名：CONFIG0
表 48. CONFIG0 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:16] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
15 SYNC 設定の同期。このビットの状態は、Rx フッタ SYNC ビットに反映されます。このビット

は、リセット時にデフォルトで 0 になります。SPI ホストによって 1 が書き込まれると、

0 を書き込んでもこのビットはクリアされません。リセット後は直ちに SYNC ビットが 0
にクリアされ、RESETC は 1 にセットされ、割込みピンがアサートされます。 
0：MAC-PHY がリセットされ、設定は行われない。 
1：MAC-PHY が設定される。 

0x0 R/W1S 

14 TXFCSVE 送信フレーム・チェック・シーケンス検証イネーブル。セットされた場合、受信した全

イーサネット・フレームの最後の 4 オクテットが検証されます。このビットをセットす

る場合、CRC_APPEND は 0 でなくてはなりません。つまり、CRC を各送信フレームに

付加するよう MAC を設定することはできません。 

0x0 R/W 

13 CSARFE CSアライン受信フレーム・イネーブル。セットされている場合、すべての受信イーサ

ネット・フレーム・データは、CSアサートに続く最初の受信チャンク・ペイロードの先

頭からのみ開始します。開始ワード・オフセット（SWO）は常に 0 です。このビットが

クリアされると、受信フレームはどの受信チャンク内からでも開始できます。Open 
Alliance SPI プロトコルにのみ適用されます。 

0x0 R/W 

12 ZARFE ゼロ・アライン受信フレーム・イネーブル。セットされた場合、すべての受信イーサ

ネット・フレーム・データは、SWO が 0 の受信チャンク・ペイロードの先頭から開始す

るよう揃えられます。このビットがクリアされると、受信フレームは受信チャンク・ペ

イロード内のどこからでも開始できます。Open Alliance SPI プロトコルにのみ適用され

ます。 

0x0 R/W 

[11:10] TXCTHRESH 送信クレジット閾値。このフィールドは、IRQn がアサートされる前に書き込まなくては

ならない空きバッファの送信クレジット（TXC）数を設定します。00：1 クレジット以上

（デフォルト）、01：4 クレジット以上、10：8 クレジット以上、11：16 クレジット以

上です。Open Alliance SPI プロトコルにのみ適用されます。 
00：≥ 1 クレジット。 
01：≥ 4 クレジット。 
10：≥ 8 クレジット。 
11：≥ 16 クレジット。 

0x0 R/W 
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表 48. CONFIG0 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
9 TXCTE 送信カット・スルー・イネーブル。このビットは、MAC-PHY デバイスを通じた SPI ホス

トからネットワークへのフレーム転送のカット・スルー・モードをイネーブルします。

Tx のカット・スルーがイネーブルされている場合、ホストは、データが 10Mbps を上回

る速度でデバイスに供給され、フレーム送信がアンダー・ランにならないようにする必

要があります。 

0x0 R/W 

8 RXCTE 受信カット・スルー・イネーブル。このビットは、MAC-PHY デバイスを通じたネット

ワークから SPI ホストへのフレーム転送のカット・スルー・モードをイネーブルしま

す。カット・スルー・モードは、フレーム受信がイネーブルされる前のデバイス設定で

イネーブルされる必要があります。つまり、P1_FWD_UNK2HOST をセットする前か、

ADDR_FILT_x レジスタに書込みを行う前に、カット・スルーをイネーブルします。汎用

SPI プロトコルの使用時には RXCTE を 0 にする必要があります。 

0x0 R/W 

7 FTSE フレーム・タイム・スタンプ・イネーブル。このビットによって、IEEE 1588 の送受信

のフレーム・タイム・スタンプがイネーブルされます。 
0：フレーム送受信タイム・スタンプはディスエーブル。 
1：フレーム送受信タイム・スタンプはイネーブル。 

0x0 R/W 

6 FTSS 受信フレーム・タイム・スタンプ・セレクト。この MAC-PHY デバイスが対応しており

FTSE = 1 によってイネーブルされている場合、このビットは受信フレームに付加される

タイム・スタンプのサイズとフォーマットを設定し、送信フレームのリクエスト時に取

得します。 
0：32 ビットのタイム・スタンプ。 
1：64 ビットのタイム・スタンプ。 

0x0 R/W 

5 PROTE 制御データ読書き保護をイネーブル。このビットがセットされ OPEN Alliance SPI プロト

コルが使用される場合、MAC-PHY との間で読書きされる全制御データはその補数と共に

転送されてビット・エラー検出が行われます。このビットがセットされ汎用 SPI プロト

コルが使用される場合、CRC8 が SDI に供給される必要があり、SDO での読出しデータ

は CRC8 を供給する必要があります。このビットに書込みを行うことはできません。値

はパワーアップ時にピン検出を通じてセットされます。 

0x0 R 

4 SEQE Tx データ・チャンク・シーケンスおよび再試行をイネーブル。この MAC-PHY デバイス

が対応している場合、このビットは、SPI ホストによって TX データ・チャンク・ヘッダ

に送信される SEQ ビットの MAC-PHY モニタリングと、TX データ・チャンク再試行を

イネーブルします。0：Tx データ・チャンク・シーケンスおよび再試行への対応がディス

エーブル。MAC-PHY は Tx ヘッダの SEQ ビットを無視します。1：Tx データ・チャン

ク・シーケンスおよび再試行への対応がイネーブル。MAC-PHY は Tx ヘッダの SEQ
ビットをモニタし、SEQ ビットに変更がない場合、Tx データ・チャンクの再書き込みを

可能にします。サポートされていません。Open Alliance SPI プロトコルにのみ適用され

ます。 

0x0 R/W 

3 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[2:0] CPS チャンク・ペイロード・セレクタ（N）。チャンク・ペイロードのサイズは 2^N です。N

の最小値は 3、最大値は 6 です。デフォルトは 64 バイトです。このフィールドは、ホス

トからのフレーム転送が開始される前、および Rx FIFO へのフレーム受信が可能となる

前のデバイス設定時に設定する必要があります。このフィールドは、ホストからのフ

レーム送信中、または受信フレームのホストへの送信中には変更できません。設定同期

（SYNC）ビットをセットすると、MAC-PHY をリセットせずにチャンク・ペイロード・

サイズを変更することはできません。この MAC-PHY デバイスの最小サポート対象チャ

ンク・ペイロード・サイズは、CAPABILITY レジスタの CPSMIN フィールドに示されて

います。Open Alliance SPI プロトコルにのみ適用されます。 
011：チャンク・サイズは 8 バイトです。 
100：チャンク・サイズは 16 バイトです。 
101：チャンク・サイズは 32 バイトです。 
110：チャンク・サイズは 64 バイトです。 

0x6 R/W 

設定レジスタ 2 
アドレス：0x06、リセット：0x00000800、レジスタ名：CONFIG2
ベンダ固有のものです。 

表 49. CONFIG2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:9] RESERVED 予約済み。 0x4 R 
8 TX_RDY_ON_EMPTY Tx FIFO が空の場合に TX_RDY をアサートします。デフォルトでは、フレーム送信

時に TX_RDY がアサートされます。このビットがセットされていると、Tx FIFO が

空の場合に TX_RDY がアサートされます。このフィールドは、汎用 SPI プロトコル

でのみ使用されます。 

0x0 R/W 
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表 49. CONFIG2 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 SFD_DETECT_SRC SFD を、PHY と MAC のどちらで検出するかを定めます。 

0：PHY からの SFD を選択。このオプションでは、SFD が、1588 のタイマー・

ロジックで使用されているものと同じ 120MHz クロック・ドメインで検出される

ため、ジッタが最小となります。 
1：MAC からの SFD を選択。MAC からの SFD は 25MHz クロック・ドメインか

ら生じるため、SFD 検出時にジッタが増加します。 

0x0 R/W 

6 STATS_CLR_ON_RD 読出し時の統計クリア。このフィールドは、以下のレジスタ／カウンタが読出し

時にクリアされるかどうかを決定します。 
P1_RX_FRM_CNT、P1_RX_BCAST_CNT、P1_RX_MCAST_CNT、
P1_RX_UCAST_CNT、P1_RX_CRC_ERR_CNT,P1_RX_ALGN_ERR_CNT、
P1_RX_LS_ERR_CNT、P1_RX_PHY_ERR_CNT、P1_TX_FRM_CNT、
P1_TX_BCAST_CNT、P1_TX_MCAST_CNT、P1_TX_UCAST_CNT、
P1_RX_DROP_FULL_CNT、P1_RX_DROP_FILT_CNT、
P1_RX_IFG_ERR_CNT、CECC_ERRn 
0：統計カウンタは読出し時にクリアされません。カウンタは最大値に達すると、

0x0 にロールオーバーします。 
1：統計カウンタは読出し時にクリアされます。カウンタは最大値に達すると、読

み出されるまで最大値を保持します。汎用 SPI プロトコルを使用する場合、ス

テータス・カウンタは、すべてのカウンタが正しいシーケンスで確実にクリアさ

れるよう、1 回の SPI トランザクションでバースト読出しする必要があります。汎

用 SPI プロトコルが使用されている場合、1 つの SPI レジスタ／カウンタが読み出

されると、これがクリアされ、次のカウンタ（アドレス位置）もクリアされま

す。 

0x0 R/W 

5 CRC_APPEND CRC 付加のイネーブル。MAC Tx 経路に CRC の付加をイネーブルします。CRC
付加のイネーブル（1）またはディスエーブル（0）は MAC により行われます。こ

のフィールドが 0 に設定されている場合、MAC は、ホストが末尾に有効な CRC
ヘッダを持つフレームを提供していることを前提とします。ホストには、常にフ

レームに CRC32 が付加されるようにすることを推奨します。これにより SPI を介

して送信フレームのエラー検出が行われるためです。CRC32 は、フレーム送信時

にチェックされます。エラーが検出されると、TXFCSE がアサートされます。同

様に、受信時には、CRC32 がフレームと共にホストに転送され、ホストはこれが

正しいものであることを検証します。 

0x0 R/W 

4 P1_RCV_IFG_ERR_FRM ポート 1（P1）で IFG エラー付きフレームを承認。イネーブルの場合、MAC は

ポート 1 で IFG エラー付きフレームを承認します。ポート 1 の最小 IFG 条件を満

たさないフレームの受け取りをイネーブルします。 

0x0 R/W 

3 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
2 P1_FWD_UNK2HOST どの MAC アドレスにも一致しないフレームをホストに転送。未知のフレームを転

送するためのデフォルト・ルールを定めます。宛先アドレスがわからないフレー

ムは低優先度 FIFO に置かれます。 

0x0 R/W 

[1:0] MSPEED SPI から MDIO へのブリッジの MDC クロック速度。  
00：2.5MHz。 
01：4.166MHz。 

0x0 R/W 

ステータス・レジスタ 0
アドレス：0x08、リセット：0x00000040、レジスタ名：STATUS0
表 50. STATUS0 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:13] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
12 CDPE 制御データ保護エラー。制御データの読書き保護がイネーブルの場合、このビットは、MAC-PHY

がホストからの保護された制御書込みデータにエラーを検出したことを示します。使用しない場合

には、このビットには 0 の読出し専用値を予約する必要があります。このフィールドは、OPEN 
Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x0 R/W1C 

11 TXFCSE 送信フレーム・チェック・シーケンス・エラー。このビットは、無効な FCS が付加されたフレー

ムが、ホストから SPI を介して受信されたことを示します。それでも、フレームが送信されてい

るときに FCS がチェックされるため、フレームはデバイスから転送されます。 

0x0 R/W1C 

10 TTSCAC 送信タイム・スタンプ取得可能 C。 0x0 R/W1C 
9 TTSCAB 送信タイム・スタンプ取得可能 B。 0x0 R/W1C 
8 TTSCAA 送信タイム・スタンプ取得可能 A。 0x0 R/W1C 
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表 50. STATUS0 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 PHYINT ポート 1 の PHY 割込み。ホストのソフトウェアは、MDIO 割込みステータス・レジスタ

（PhySubsysIrqStatus または CrsmIrqStatus）を読み出して、割込みのソースを判別する必要があ

ります。パワーオン・リセットまたはピン・リセットを終了する場合、このビットがアサートされ

ますが、デフォルトでは、このフィールドは割込みのアサートからはマスクされています。 

0x0 R 

6 RESETC リセット完了。MAC-PHY リセットが完了し設定の準備ができると、このビットがセットされま

す。これがセットされると、IRQn にマスク不能の割込みアサートを生成して SPI ホストにアラー

トを発します。更に、RESETC ビットをセットすると、Rx フッタの EXST も 1 にセットされ、

SPI ホストが 1 を書き込んでこのビットがクリアするまで維持されます。 

0x1 R/W1C 

5 HDRE ヘッダ・エラー。このビットがセットされている場合、MAC-PHY が SPI ホストから受信した無効

なヘッダを検出したことを示します。無効なヘッダの原因はパリティ・チェック・エラーです。こ

のフィールドは、OPEN Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x0 R/W1C 

4 LOFE フレーム喪失エラー。このビットがセットされている場合、MAC-PHY が、データ・チャンクまた

はコマンド制御トランザクションの予定されている終了より前に、CSの早期アサート解除を検出

したことを示します。このビットは CDPE がアサートされた場合も、アサートされます。 

0x0 R/W1C 

3 RXBOE 受信バッファ・オーバーフロー・エラー。このビットがセットされている場合、（ネットワークか

らの）受信バッファがオーバーフローし、受信フレーム・データが失われたことを示しています。 
0x0 R/W1C 

2 TXBUE ホスト Tx FIFO アンダー・ラン・エラー。このエラーは、ホストからのカット・スルーがイネー

ブルされている場合にのみアサートされます。ホストのソフトウェアは、10Mbps より速いレート

で MAC にフレーム・データを書き込み、このビットがアサートされないようにする必要がありま

す。アンダー・ラン・エラーが発生した場合、送信中のパケットは停止します。 

0x0 R/W1C 

1 TXBOE ホスト Tx FIFO オーバーフロー。ホストのソフトウェアは、Tx FIFO に書き込む前に Tx FIFO 内

の使用可能な空き容量をチェックすることで、このビットがアサートされないようにする必要があ

ります。OPEN Alliance SPI データ・プロトコルを使用する場合、Tx FIFO の空き容量が Rx フッ

タの TXC フィールドに示されます。汎用 SPI プロトコルを使用している場合は、TX_SPACE レジ

スタが Tx FIFO の残り容量を示します。ホストの Tx FIFO がオーバーフローした場合、書き込ま

れているフレームが廃棄され、ソフトウェアは全フレームを再送信することを選択できます。

FIFO への書込みは次の SOF で開始します。サイズが 4kB（またはそれ以上）であるため、ホスト

の Tx FIFO には複数フレームの余地が常にあります。そのため、その時点で送信されているフ

レームは、FIFO の書込みサイドでオーバーフローの割込みを受けることはありません。 

0x0 R/W1C 

0 TXPE 送信プロトコル・エラー。このビットがセットされている場合、Tx データ・チャンク・プロトコ

ル・エラーが発生したことを示しています。DV = 1 で先行の SV = 1 がない状態でデータ・チャン

クを受信。SV = 1 で EV = 1 がない（SV = 1 を繰り返し受信）状態でデータ・チャンクを受信。汎

用 SPI プロトコルを使用している場合、このビットは、直前のフレームが完全には書き込まれて

いないことを示します。TX_FSIZE レジスタへの書込みは検出されますが、MAC は、TX_FSIZE
レジスタに書き込まれた以前のフレーム・サイズに関連して Tx レジスタに更に書込みがあるもの

と推定します。 

0x0 R/W1C 

ステータス・レジスタ 1
アドレス：0x09、リセット：0x00000000、レジスタ名：STATUS1
表 51. STATUS1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:13] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W1C 
12 TX_ECC_ERR Tx FIFO からフレーム・サイズを読み出したときの ECC エラー。Tx FIFO からのサイズ・

フィールドの読出し時に、訂正不能の ECC エラーが検出されました。FIFO は自動的にクリア

され、この ECC エラーに関連するフレームおよび Tx FIFO 内のその他のフレームは消去される

かドロップされます。 

0x0 R/W1C 

11 RX_ECC_ERR Rx FIFO からフレーム・サイズを読み出したときの ECC エラー。Rx FIFO からのフレーム・サ

イズ・フィールドの読出し時に、訂正不能の ECC エラーが検出されました。FIFO は自動的に

クリアされ、この ECC エラーに関連するフレームおよび Rx FIFO 内のその他のフレームの消去

やドロップは行われません。 

0x0 R/W1C 

10 SPI_ERR SPI トランザクションでエラーが検出されました。汎用 SPI プロトコルを使用している場合、こ

のフィールドは CRC エラーが検出されたことを示します。このフィールドは、OPEN Alliance
プロトコルでは使用されません。OPEN Alliance SPI エラーについては、ステータス・レジスタ

0 のセクションの HDRE および CDPE を参照してください。 

0x0 R/W1C 

9 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W1C 
8 P1_RX_IFG_ERR Rx MAC フレーム間ギャップ・エラー。フレーム間ギャップ（IFG）が短すぎる場合、フレーム

は受信時にドロップされます。受信時に IFG を測定するために使用される閾値は、P1_RX_IFG
レジスタで設定できます。 

0x0 R/W1C 

[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
5 P1_RX_RDY_HI ポート 1 の Rx レディ高優先度。使用可能な高優先度フレームがあることを示します。この

フィールドは割込みピンを駆動しません。このフィールドは、LES（Low complexity Ethernet
Switch）の汎用 SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x0 R 
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表 51. STATUS1 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

4 P1_RX_RDY ポート 1 の Rx FIFO にデータが格納されています。ストア・アンド・フォワード・モードで

は、このフィールドは、ポート 1 の Rx FIFO に少なくとも 1 つのフレームがあることを示しま

す。カット・スルー・モードでは、このフィールドは受信閾値（RX_THRESH）に達したか、

フレームの EOF バイトが受信されたことを示します。デフォルトでは、Rx 高優先度 FIFO と

Rx 低優先度 FIFO の両方にフレームがある場合、高優先度 FIFO からのフレームが最初に読み出

されます。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x0 R 

3 TX_RDY Tx レディ。TX_RDY_ON_EMPTY が 0 の場合、TX_RDY は、フレーム送信が完了したときにア

サートされます。TX_RDY_ON_EMPTY が 1 の場合、TX_RDY は、Tx FIFO が空で、フレーム

送信が完了したときにアサートされます。このビットは、このフィールドに 1 を書き込むこと

でクリアされます。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x0 R/W1C 

2 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LINK_CHANGE リンク・ステータスが変化。ポート 1 でリンク・ステータスが変化したことを示します。 0x0 R/W1C 
0 P1_LINK_STATUS ポート 1 のリンク・ステータス。このビットは、割込みイベントを発生しません。  

0：リンクはダウン状態。 
1：リンクはアップ状態。 

0x0 R 

バッファ・ステータス・レジスタ 

アドレス：0x0B、リセット：0x00007700、レジスタ名：BUFSTS
表 52. BUFSTS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:16] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[15:8] TXC 使用可能な送信クレジット。現在 SPI ホストが書込みに使用できる送信データのチャンク・

バッファ数。このフィールドを読み出すと、SPI ホストは、必要に応じて、使用可能な送信チャ

ンクの数を単一の DMA の待ち行列に加えることができます。このフィールドの値は 31 で飽和

し、全 RX データ・フッタの 5 ビット TXC フィールドに送信されます。使用可能な送信バッ

ファ・クレジットのデフォルト（最大）数は、実装ごとに固有です。このフィールドは、OPEN 
Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x77 R 

[7:0] RCA 使用可能な受信チャンク。現在 SPI ホストが読出しに使用できる受信データのチャンク数。こ

のフィールドを読み出すと、SPI ホストは、必要に応じて、使用可能な受信チャンクの数を単一

の DMA の待ち行列に加えることができます。このフィールドは、OPEN Alliance SPI プロトコ

ルでのみ使用されます。 

0x0 R 

割込みマスク・レジスタ 0 
アドレス：0x0C、リセット：0x00001FBF、レジスタ名：IMASK0
表 53. IMASK0 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:13] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
12 CDPEM 制御データ保護エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 の制御データ保護

エラー・ステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできないようになります。こ

のフィールドは、OPEN Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x1 R/W 

11 TXFCSEM 送信フレーム・チェック・シーケンス・エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、

STATUS0 の送信フレーム・チェック・シーケンス・エラー・ステータス・ビットが割込みピン

をアサートできないようになります。 

0x1 R/W 

10 TTSCACM 送信タイム・スタンプ取得可能 C マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 の送信タ

イム・スタンプ取得可能 C のステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできない

ようになります。 

0x1 R/W 

9 TTSCABM 送信タイム・スタンプ取得可能 B マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 の送信タ

イム・スタンプ取得可能 B のステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできない

ようになります。 

0x1 R/W 

8 TTSCAAM 送信タイム・スタンプ取得可能 A マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 の送信タ

イム・スタンプ取得可能 A のステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできない

ようになります。 

0x1 R/W 

7 PHYINTM 物理層割込みマスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 の物理層割込み（PHYINT）
ステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできないようになります。 

0x1 R/W 

6 RESETCM RESET 完了マスク。このビットは、リセット完了（RESETC）ステータス・ビットのマスクと

して予約済みです。このビットは読出し専用で、常にゼロです。RESETC ステータス・ビット

は、RESETC がセットされている場合に IRQn を常にアサートする、マスク不能割込みである

ためです。 

0x0 R 

5 HDREM ヘッダ・エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 のヘッダ・エラー

（HDRE）ステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできないようになります。こ

のフィールドは、OPEN Alliance SPI プロトコルでのみ使用されます。 

0x1 R/W 
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表 53. IMASK0 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

4 LOFEM フレーム喪失エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 のフレーム喪失エ

ラー（LOFE）ステータス・ビットがフッタの EXST ビットをアサートできないようになりま

す。 

0x1 R/W 

3 RXBOEM 受信バッファ・オーバーフロー・エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0
の受信バッファ・オーバーフロー・エラー（RXBOE）ステータス・ビットがフッタの EXST
ビットをアサートできないようになります。 

0x1 R/W 

2 TXBUEM 送信バッファ・アンダーフロー・エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0
の送信バッファ・アンダーフロー・エラー（TXBUE）ステータス・ビットがフッタの EXST
ビットをアサートできないようになります。 

0x1 R/W 

1 TXBOEM 送信バッファ・オーバーフロー・エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0
の送信バッファ・オーバーフロー・エラー（TXBOE）ステータス・ビットがフッタの EXST
ビットをアサートできないようになります。 

0x1 R/W 

0 TXPEM 送信プロトコル・エラー・マスク。このビットを 1 にセットすると、STATUS0 の送信プロトコ

ル・エラー（TXPE）ステータス・ビットが IRQn をアサートできないようになります。 
0x1 R/W 

割込みピン駆動用マスク・ビット・レジスタ 

アドレス：0x0D、リセット：0x43FA1F1A、レジスタ名：IMASK1
表 54. IMASK1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:13] RESERVED 予約済み。 0x21FD0 R 
12 TX_ECC_ERR_MASK TXF_ECC_ERR のマスク・ビット。 0x1 R/W 
11 RX_ECC_ERR_MASK RXF_ECC_ERR のマスク・ビット。 0x1 R/W 
10 SPI_ERR_MASK SPI_ERR のマスク・ビット。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルでのみ使用され

ます。 
0x1 R/W 

9 RESERVED 予約済み。 0x1 R/W 
8 P1_RX_IFG_ERR_MASK RX_IFG_ERR のマスク・ビット。 0x1 R/W 
[7:5] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
4 P1_RX_RDY_MASK P1_RX_RDY のマスク・ビット。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルでのみ使用

されます。 
0x1 R/W 

3 TX_RDY_MASK TX_FRM_DONE のマスク・ビット。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルでのみ使

用されます。 
0x1 R/W 

2 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LINK_CHANGE_MASK LINK_CHANGE のマスク・ビット。 0x1 R/W 
0 RESERVED 予約済み。 0x0 R 

送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ A（ハイ） 
アドレス：0x10、リセット：0x00000000、レジスタ名：TTSCAH
このフィールドは、要求されたフレームが送信されたときに取得されたタイム・スタンプの上位 32 ビットです。 

表 55. TTSCAH のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:0] TTSCH_A 送信タイム・スタンプ A のビット[63:32]。 0x0 R 

送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ A（ロー） 
アドレス：0x11、リセット：0x00000000、レジスタ名：TTSCAL
このフィールドは、要求されたフレームが送信されたときに取得されたタイム・スタンプの下位 32 ビットです。 

表 56. TTSCAL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:0] TTSCL_A 送信タイム・スタンプ A のビット[31:0]。 0x0 R 
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送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ B（ハイ） 
アドレス：0x12、リセット：0x00000000、レジスタ名：TTSCBH
このフィールドは、要求されたフレームが送信されたときに取得されたタイム・スタンプの上位 32 ビットです。 

表 57. TTSCBH のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TTSCH_B 送信タイム・スタンプ B のビット[63:32]。 0x0 R 

送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ B（ロー） 
アドレス：0x13、リセット：0x00000000、レジスタ名：TTSCBL
このフィールドは、要求されたフレームが送信されたときに取得されたタイム・スタンプの下位 32 ビットです。 

表 58. TTSCBL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TTSCL_B 送信タイム・スタンプ B のビット[31:0]。 0x0 R 

送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ C（ハイ） 
アドレス：0x14、リセット：0x00000000、レジスタ名：TTSCCH
このフィールドは、要求されたフレームが送信されたときに取得されたタイム・スタンプの上位 32 ビットです。 

表 59. TTSCCH のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TTSCH_C 送信タイム・スタンプ C のビット[63:32]。 0x0 R 

送信タイム・スタンプ・キャプチャ・レジスタ C（ロー） 
アドレス：0x15、リセット：0x00000000、レジスタ名：TTSCCL
このフィールドは、要求されたフレームが送信されたときに取得されたタイム・スタンプの下位 32 ビットです。 

表 60. TTSCCL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TTSCL_C 送信タイム・スタンプ C のビット[31:0]。 0x0 R 

MDIO アクセス・レジスタ 
アドレス：0x20～0x27（インクリメントは 1）、リセット：0x8C000000、レジスタ名：MDIOACCn
このレジスタを使用すると、SPI から MDIO へのブリッジを介して PHY レジスタにアクセスできます。 

表 61. MDIOACCn のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

31 MDIO_TRDONE トランザクション完了。MDIO トランザクションを開始するためには、SPI ホストに

よってこのビットに 0 を書き込む必要があります。MDIO トランザクションが終了

すると、このビットは MAC-PHY によって 1 にセットされます。

0x1 R/W 
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表 61. MDIOACCn のビット説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

30 MDIO_TAERR ターンアラウンド・エラー。MDIO トランザクション中にターンアラウンド・エ

ラーが発生すると、MAC-PHY によってこのビットが 1 にセットされます。これが

発生した場合、読出し動作および読出し後アドレス・インクリメント（read-post-
increment-address）動作のデータ・フィールドの内容は無視されます。

0x0 R 

[29:28] MDIO_ST フレームの開始。このフィールドでは、条項 45 と条項 22 の MDIO アクセスの選択

を行います。

01：条項 22 
00：条項 45 

0x0 R/W 

[27:26] MDIO_OP 動作コード。

00：MD アドレス・コマンド。 
01：書込みコマンド。 
11：読出しコマンド。 
10：インクリメンタル読出しコマンド。 

0x3 R/W 

[25:21] MDIO_PRTAD MDIO ポート・アドレス。これは、ターゲット・ポート（PHY）のアドレスです。

これは、条項 45 ではポートアドレス（PRTAD）と呼ばれ、条項 22 では PHY アド

レス（PHYAD）と呼ばれます。

0x0 R/W 

[20:16] MDIO_DEVAD MDIO デバイス・アドレス Clause 45 を使用する場合は、これはデバイスのアドレ

スです。Clause 22 を使用する場合は、これはレジスタのアドレスです。

0x0 R/W 

[15:0] MDIO_DATA データ／アドレスの値。書込み動作（条項 45 または条項 22）では、SPI ホストは

これを 16 ビット値に設定して書き込む必要があります。アドレス動作（条項 45）
では、SPI ホストはこれを 16 ビットのレジスタ・アドレス値に設定する必要があり

ます。読出し動作（条項 45 または条項 22）の場合、または、読出し後アドレス・

インクリメント動作（条項 45）の場合では、SPI ホストはこの値を 0 にセットする

必要があります。（TRDONE で指示されている）MDIO トランザクションの完了

時、MAC-PHY はこれを 16 ビット値の読出しに設定します。

0x0 R/W 

MAC Tx フレーム・サイズ・レジスタ 
アドレス：0x30、リセット：0x00000000、レジスタ名：TX_FSIZE
表 62. TX_FSIZE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:11] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[10:0] TX_FRM_SIZE 送信フレーム・サイズ。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルの使用時に、送信

FIFO に書き込まれるフレームのサイズをバイト単位で示します。サイズには 2 バイ

トのフレーム・ヘッダが含まれる必要があります。これは、Tx FIFO の SPI 側で使

用され、フル・フレームが書き込まれるタイミングを決定します。フル・フレーム

のバイト数に達すると、MAC_TXF_SIZE に再度書込みが行われるまで、以降の

MAC_TX レジスタへの書込みは無視されます。このフィールドは、汎用 SPI プロト

コルでのみ使用されます。

0x0 R/W 

MAC 送信レジスタ 
アドレス：0x31、リセット：0x00000000、レジスタ名：TX
送信 FIFO はこのレジスタを介して書き込まれます。 

表 63. TX のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TDR 送信データ・レジスタ。このレジスタに書込みを行うと、ホストの Tx FIFO に 4 バ

イトが加わります。フレームの最終ワードに含まれるのは、4 バイト未満のデータの

みであることに注意してください。ハードウェアは MAC_TXF_SIZE を使用して、フ

レームの最後の SPI 書込みで有効な 1 バイト、2 バイト、3 バイト、または 4 バイ

トがあるかどうかを判別します。汎用 SPI プロトコルでのみ使用されます。

0x0 W 
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Tx FIFO スペース・レジスタ 
アドレス：0x32、リセット：0x00000FFF、レジスタ名：TX_SPACE

表 64. TX_SPACE のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[13:0] TX_SPACE 使用可能な送信 FIFO スペース（ハーフ・ワード(16 ビット)単位）。これはホスト

のソフトウェアで使用され、Tx FIFO にフレームのスペースがあるかどうかを判別

します。ソフトウェアは 2 フレームを送信待ち行列に加え、TX_RDY 割込みを待ち

ます。あるいは、Tx FIFO を複数のフレームで満たし、TX_SPACE を使用して次の

フレームのための空き容量があるかどうかを判別します。フレーム・サイズとヘッ

ダを格納するには、ホストの TX FIFO にフレームあたり 2 ワード分の容量を追加す

る必要があります。例えば、TX_SPACE が 64 の場合、書き込める最大フレーム・

サイズは、(64 − 2) × 2 バイト = 124 バイトとなります。汎用 SPI プロトコルでのみ

使用されます。

0xFFF R 

送信閾値レジスタ

アドレス：0x34、リセット：0x00000041、レジスタ名：TX_THRESH
表 65. TX_THRESH のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:6] RESERVED 予約済み。 0x1 R 
[5:0] HOST_TX_THRESH カット・スルーでのホスト送信開始閾値。Tx のカット・スルーがイネーブルさ

れている場合（TX_CUT_THRU_EN = 1）、このフィールドを使用して、ホスト

から送信されるフレームのフレーム送信開始閾値をハーフ・ワード（16 ビッ

ト）単位で設定します。このフィールドに有効な値の範囲は、1～26 ハーフ・

ワードです。

0x1 R/W 

MAC FIFO クリア・レジスタ 
アドレス：0x36、リセット：0x00000000、レジスタ名：FIFO_CLR
表 66. FIFO_CLR のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 MAC_TXF_CLR ホスト送信 FIFO をクリア。その時点でフレームが送信されている場合、その送信

は停止し不良 CRC がフレームに付加されます。

0x0 W 

0 MAC_RXF_CLR 受信 FIFO をクリア。Rx FIFO への書込みは次のフレームの開始時に再開されま

す。

0x0 W 

スクラッチ・レジスタ

アドレス：0x37～0x3A（インクリメントは 1）、リセット：0x00000000、レジスタ名：SCRATCHn
表 67. SCRATCHn のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] SCRATCH_DATA スクラッチ・データ。 0x0 R/W 

MAC リセット・ステータス・レジスタ 
アドレス：0x3B、リセット：0x00000003、レジスタ名：MAC_RST_STATUS
読出し時にこのレジスタが 0x00000000_00000001 を返した場合、発振器のクロックはアクティブですが、25MHz 水晶発振器のクロックは

アクティブではありません。

読出し時にこのレジスタが 0x00000000_00000003 を返した場合、発振器のクロックと 25MHz 水晶発振器のクロックはどちらもアクティブ

です。

このレジスタが 0x00000000_00000000（SDO出力パッドはイネーブルでCSはロー）を返した場合、SPIフォロアおよび MACコアはどちら

もリセットされたままです。

このレジスタは、1 回の SPI 読出しのみに対応しています。SPI バースト読出しではこのレジスタへのインクリメントを行うことができま

せん。
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表 68. MAC_RST_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 MAC_CRYSL_CLK_RDY MAC 水晶発振器クロック・レディ。このフィールドが 0 の場合、MAC コア

がリセットからリリースされていないことを示します。このフィールドが 1
の場合、MAC コアがリセットからリリースされていることを示します。

MAC コアは、水晶発振器クロック（25MHz）がレディ状態になったときに

リセットからリリースされます。

0x1 R 

0 MAC_OSC_CLK_RDY MAC 発振器クロック・レディ。 0x1 R 

ソフトウェア・リセット・レジスタ

アドレス：0x3C、リセット：0x00000000、レジスタ名：SOFT_RST
表 69. SOFT_RST のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:16] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[15:0] RST_KEY ソフトウェア・リセット。リセットをトリガするには、1 組のキーを順番に連続し

て SPI に書き込みます。

0x4F1C：キー1 で MAC ロジックのみをリセット。

0xC1F4：キー2 で MAC ロジックのみをリセット。CSがハイになるまでリセットは

有効になりません。また、リセットが有効になるには、CSが 100ns 以上アサートさ

れ続けなくてはなりません。MAC-PHY がソフトウェア・パワーダウン・モードの

場合は、MAC_ONLY リセットは有効になりません。つまり、

CRSM_SFT_P_CNTRL.CRSM_SFT_PD は 0 であることが必要です。

0x6F1A：キー1 でリセットのリリースを MAC コア・ロジックにリクエスト。

25MHz 水晶発振器クロックが使用できない場合に MAC コア・ロジックにリセット

のリリースをリクエストするには、MAC_RST_EXIT_REQ_KEYx を使用します。こ

れにより、発振器クロック（12.5MHz～25.7MHz）を使用して MAC をリセットか

ら解除できます。その後 SPI アクセスは 15MHz で続行できるため、MAC レジスタ

や PHY レジスタへのデバッグ・アクセスができます。

0xA1F6：キー2 でリセットのリリースを MAC コア・ロジックにリクエスト。

0x0 W 

DUT から MISO へのエラー注入レジスタ 
アドレス：0x3D、リセット：0x00000000、レジスタ名：SPI_INJ_ERR
表 70. SPI_INJ_ERR のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 TEST_SPI_INJ_ERR SPI MISO 経路にエラーを注入します。この機能を使用すると、ソフトウェア

は、MISO で受信したエラーがソフトウェアで正しく検出されるかどうかテスト

できます。このビットをセットし、OPEN Alliance SPI プロトコルをデータ・ト

ランザクションに使用している場合、Rx フッタのパリティ・ビットは反転しま

す。また、Rx フッタのタイム・スタンプ・パリティ・ビットも反転します。こ

のビットをセットし、OPEN Alliance SPI プロトコルをバーストの 2 番目のワー

ドから始まる保護された制御バースト書込みトランザクションに使用している

場合、エコーされた各 32 ビット・ワードの MS ビットは反転します。このビッ

トをセットし、保護された制御読出しトランザクションに OPEN Alliance SPI
プロトコルを使用している場合、各 32 ビットの補数ワードの MS ビットは反転

します。このビットをセットし、保護をイネーブルして汎用 SPI プロトコルを

使用している場合、レジスタの読出し時に返された CRC8 は反転します。

0x0 R/W 

FIFO サイズ・レジスタ 
アドレス：0x3E、リセット：0x00000464、レジスタ名：FIFO_SIZE
FIFO サイズを変更する前に、フレームの送信と受信を停止し、FIFO を空にする必要があります。  

全フレームをドロップするよう転送ルールを設定し、全受信フレームがドロップされるよう P1_UNK2HOST を 0 にしてください。 

また、RXF_CLR と TXF_CLR を使用して FIFO をリセットしてください。それにより FIFO サイズを変更できます。 

合計の FIFO サイズは、28kB 以下であることが必要です。 
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表 71. FIFO_SIZE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:12] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[11:8] P1_RX_HI_SIZE ポート 1 の Rx 高優先度 FIFO サイズ。 

0000：0kB。 
0001：2kB。 
0010：4kB。 
0011：6kB。 
0100：8kB。 
0101：10kB。 
0110：12kB。 
0111：14kB。 
1000：16kB。 

0x4 R/W 

[7:4] P1_RX_LO_SIZE ポート 1 の Rx 低優先度 FIFO サイズ。 
0000：0kB。 
0001：2kB。 
0010：4kB。 
0011：6kB。 
0100：8kB。 
0101：10kB。 
0110：12kB。 
0111：14kB。 
1000：16kB。 

0x6 R/W 

[3:0] HTX_SIZE ホスト送信 FIFO サイズ。

0000：0kB。
0001：2kB。
0010：4kB。
0011：6kB。
0100：8kB。
0101：10kB。
0110：12kB。
0111：14kB。
1000：16kB。

0x4 R/W 

Tx FIFO フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0x3F、リセット：0x00000000、レジスタ名：TFC
デバッグ用のみ。送信 FIFO に格納されているフレームの数。 

表 72. TFC のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:9] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[8:0] TFC Tx FIFO に格納されているフレームの数。 0x0 R 

Tx FIFO 有効ハーフ・ワード・レジスタ 
アドレス：0x40、リセット：0x00000000、レジスタ名：TXSIZE
ホスト Tx FIFO での有効なハーフ・ワード（16 ビット）の数。
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表 73. TXSIZE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[13:0] TX_SIZE Tx FIFO に格納されているデータ。ハーフ・ワード（16 ビット）の数。 0x0 R 

FIFO オーバーフローによりドロップされたホスト Tx フレーム・レジスタ 
アドレス：0x41、リセット：0x00000000、レジスタ名：HTX_OVF_FRM_CNT
表 74. HTX_OVF_FRM_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] HTX_OVF_FRM_CNT FIFO オーバーフローによりドロップされたホスト Tx フレームをカウントし

ます。

0x0 R 

メモリ内で検出された ECC エラーのアドレス・レジスタ

アドレス：0x42、リセット：0x00000000、レジスタ名：MECC_ERR_ADDR
表 75. MECC_ERR_ADDR のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[13:0] MECC_ERR_ADDR メモリ内の訂正不能 ECC エラーのアドレス。これは最初に検出された訂正

不能 ECC エラーのアドレスです。RX_ECC_ERR または TX_ECC_ERR の

いずれかがアサートされている場合です。RX_ECC_ERR および

TX_ECC_ERR がクリアされると、レジスタは次の ECC エラーのアドレス

を取得できる状態になります。SRAM は 16 ビット幅で、このアドレスは

SRAM 内の場所を指し示します。

0x0 R 

訂正された ECC エラーのカウンタ・レジスタ 
アドレス：0x43～0x49（インクリメントは 1）、リセット：0x00000000、レジスタ名：CECC_ERRn
表 76. CECC_ERRn のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:10] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[9:0] CECC_ERR_CNT 訂正された ECC エラーのカウント。カウンタは以下のように FIFO にマッ

プします。CECC_ERR[0]：P1 の低優先度 Rx FIFO、CECC_ERR[1]：P1
の高優先度 Rx FIFO、CECC_ERR[4]：ホストからの Tx FIFO。 

0x0 R 

MAC アドレス・ルールおよび DA フィルタ上位 16 ビット・レジスタ 
アドレス：0x50～0x6E（インクリメントは 2）、リセット：0x00000000、レジスタ名：ADDR_FILT_UPRn
MAC アドレスの上位 16 ビットおよびその MAC アドレスに関連するフィルタ処理ルールが格納されています。 

ADDR_FILT_x レジスタに書き込む場合、2 つのレジスタ位置を所定のテーブル・エントリに順番に書き込む必要があります。 

例えばテーブル・エントリ 0 に書き込むには、レジスタを次の順序で書き込む必要があります。 

1. ADDR_FILT_UPR0
2. ADDR_FILT_LWR0

表 77. ADDR_FILT_UPRn のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

31 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
30 APPLY2PORT1 ポート 1 に適用。 

0：ポート 1 に適用されない。このテーブル・エントリ／ルールは、ポート

1 で受信したフレームには適用されません。 
1：ポート 1 に適用される。このテーブル・エントリ／ルールは、ポート 1
で受信したフレームに適用されます。

0x0 R/W 
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表 77. ADDR_FILT_UPRn のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[29:20] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
19 HOST_PRI ホスト Rx ポートの優先度。ホストの受信ポートには、低優先度 FIFO と高

優先度 FIFO の 2 つの FIFO があります。このフィールドは、フレームがど

ちらの FIFO に配置されるかを決定します。0 は低優先度、1 は高優先度で

す。デフォルトでは、メモリ・リソースは高優先度 FIFO に対し提供されて

います。ただし、高優先度 FIFO に割り当てられたメモリが、FIFO_SIZE レ

ジスタへの書込みによって別の FIFO に移されている場合、このフィールド

を 1 にセットすることはできません。

0x0 R/W 

[18:17] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
16 TO_HOST この MAC アドレスに一致するフレームをホストに転送します。

APPLY2PORT1 が 1 にセットされ、TO_HOST が 1 にセットされている場

合、この DA に一致するフレームは、ホストに転送されます。TO_HOST が

0 の場合、このエントリの DA に一致するフレームはドロップされます。 

0x0 R/W 

[15:0] MAC_ADDR, Bits[47:32] MAC アドレス。 0x0 R/W 

MAC アドレス DA フィルタ下位 32 ビット・レジスタ 
アドレス：0x51～0x6F（インクリメントは 2）、リセット：0x00000000、レジスタ名：ADDR_FILT_LWRn
DA フィルタ・テーブルの MAC アドレスの下位 32 ビットです。 

これらのレジスタの 1 つに対する書込みは、対応する ADDR_FILT_UPRn レジスタへの書込み後に行う必要があります。 

表 78. ADDR_FILT_LWRn のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] MAC_ADDR, Bits[31:0] MAC アドレス。 0x0 R/W 

MAC アドレス・マスクの上位 16 ビット・レジスタ 
アドレス：0x70～0x72（インクリメントは 2）、リセット：0x0000FFFF、レジスタ名：ADDR_MSK_UPRn
DA マスク・テーブルの MAC アドレス・マスクの上位 16 ビット。 

ADDR_MSK_x レジスタに書き込む場合、2 つのレジスタ位置すべてを所定のテーブル・エントリに順番に書き込む必要があります。UPR
レジスタを先に、LWR レジスタを最後に書き込む必要があります。

表 79. ADDR_MSK_UPRn のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:16] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[15:0] MAC_ADDR_MASK, 

Bits[47:32] 
アドレス・テーブルの MAC アドレス・ビット・マスク。 0xFFFF R/W 

MAC アドレス・マスクの下位 32 ビット・レジスタ 
アドレス：0x71～0x73（インクリメントは 2）、リセット：0xFFFFFFFF、レジスタ名：ADDR_MSK_LWRn
DA マスク・テーブルの MAC アドレス・マスクの下位 32 ビット。 

ADDR_MSK_x レジスタに書き込む場合、2 つのレジスタ位置すべてを所定のテーブル・エントリに順番に書き込む必要があります。UPR
レジスタを先に、LWR レジスタを最後に書き込む必要があります。

表 80. ADDR_MSK_LWRn のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] MAC_ADDR_MASK, 
Bits[31:0] 

アドレス・テーブルの MAC アドレス・ビット・マスク。 0xFFFFFFFF R/W 
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タイム・スタンプ・アキュムレータ加数レジスタ

アドレス：0x80、リセット：0x85555555、レジスタ名：TS_ADDEND
表 81. TS_ADDEND のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_ADDEND タイム・スタンプ・アキュムレータ加数。 0x85555555 R/W 

タイマー更新比較レジスタ

アドレス：0x81、リセット：0x3B9ACA00、レジスタ名：TS_1SEC_CMP
表 82. TS_1SEC_CMP のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_1SEC_CMP タイム・スタンプ 1 秒比較値。 0x3B9ACA00 R/W 

秒カウンタ・レジスタ 

アドレス：0x82、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_SEC_CNT
秒カウンタに書き込むにはこのレジスタを使用します。

表 83. TS_SEC_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_SEC_CNT 秒カウンタへの書込みを行います。 0x0 R/W 

ナノ秒カウンタ・レジスタ

アドレス：0x83、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_NS_CNT
ナノ秒カウンタに書き込むにはこのレジスタを使用します。

表 84. TS_NS_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_NS_CNT ナノ秒カウンタへの書込みを行います。このレジスタは、16（10 進

数）で除算可能な値でプログラムする必要があります。それは、カウン

タが 120MHz のクロックで駆動され 16 刻みでインクリメントするため

です。

0x0 R/W 

タイマー設定レジスタ

アドレス：0x84、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_CFG
表 85. TS_CFG のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:5] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
4 TS_CAPT_FREE_CNT 自走カウントを取得します。このビットが 1 で FTSS が 0 の場合、タイ

ム・スタンプは 32 ビットの自走カウンタから取得されます。このビッ

トが 0 で FTSS が 0 の場合、OPEN Alliance MAC-PHY 仕様で定義され

た 32 ビットのタイム・スタンプが取得されます。FTSS が 1 の場合、

OPEN Alliance MAC-PHY 仕様で定義された 64 ビットのタイム・スタン

プが取得されます。

0x0 R/W 

3 TS_TIMER_STOP TS_TIMER 出力のトグルを停止。このフィールドに 1 を書き込むと、

TS_TIMER の出力のトグルが停止し、出力をデフォルト値に戻します。

TS_TIMER_START レジスタに書込みを行うと、TS_TIMER 出力信号が

再開します。このビットは自動的に 0 にクリアされます。 

0x0 W 

2 TS_TIMER_DEF TS_TIMER 出力のデフォルト値。TS_TIMER のデフォルト値を 0 から

変更するには、このフィールドに 1 を書き込んでから、TS_TIMER をイ

ネーブルします（TS_TSTART に書き込むとイネーブルされます）。こ

のレジスタに 1 を書き込むと、TS_TIMER 出力は直ちに 0 から 1 に切り

替わることに注意してください。TS_TIMER が既にイネーブルされてい

る場合、このフィールドへの書込みは無効です。

0x0 R/W 
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表 85. TS_CFG のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

1 TS_CLR 1588 タイム・スタンプ・カウンタをクリアします。1 を書き込むと、タ

イム・スタンプ・カウンタが 0 にリセットされます。このフィールドは

1 を書き込まれた後、自動的に 0 にクリアされます。アキュムレータ、

ナノ秒カウンタ、秒カウンタ、自走カウンタの 4 つのカウンタがクリア

されます。

0x0 W 

0 TS_EN 1588 タイム・スタンプ・カウンタをイネーブル。1 に設定されている場

合、タイム・スタンプ・カウンタがイネーブルされ、全受信フレームの

タイム・スタンプが取得されます。TS_EN が 0 の場合、カウンタはク

リアされず単にフリーズします。そのため、カウンタをディスエーブル

した後 TS_CLR を使用するように書込みを行い、カウンタを既知の状態

にしてから再開することを推奨します。

0x0 R/W 

TS_TIMER のハイ時間レジスタ 
アドレス：0x85、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_TIMER_HI
表 86. TS_TIMER_HI のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_TIMER_HI TS_TIMER ハイ時間。このレジスタは、16（10 進数）で除算可能な値

でプログラムする必要があります。それは、カウンタが 120MHz のク

ロックで駆動され 16 刻みでインクリメントするためです。フィールド

に書き込める最小値は 16（10 進数）です。

0x0 R/W 

TS_TIMER のロー時間レジスタ 
アドレス：0x86、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_TIMER_LO
表 87. TS_TIMER_LO のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_TIMER_LO TS_TIMER ロー時間。このレジスタは、16（10 進数）で除算可能な値

でプログラムする必要があります。それは、カウンタが 120MHz のク

ロックで駆動され 16 刻みでインクリメントするためです。フィールド

に書き込める最小値は 16（10 進数）です。

0x0 R/W 

量子化誤差補正レジスタ 

アドレス：0x87、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_TIMER_QE_CORR
表 88. TS_TIMER_QE_CORR のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:8] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[7:0] TS_TIMER_QE_CORR TS_TIMER の量子化誤差補正値。必要な TS_TIMER ロー時間とハイ時

間が 16 で直接割り切れない場合、このフィールドを 0～15 の値でプロ

グラムし、TS_TIMER 量子化誤差を補正します。 

0x0 R/W 

TS_TIMER カウンタ開始時間レジスタ 
アドレス：0x88、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_TIMER_START
TS_TIMER カウンタを開始する時間。 

表 89. TS_TIMER_START のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] TS_TSTART TS_TIMER カウンタを開始する時間。このレジスタに書き込むと

TS_TIMER 出力が開始します。TS_TIMER 出力を開始するには、この

フィールドに 16 以上の値を書き込む必要があります。TS_TIMER の起

動後、TS_TIMER_STOP に書込みを行うとタイマーが停止し、

TS_TIMER 出力はそのデフォルト値に戻ります。

0x0 R/W 
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TS_CAPT ピン 0 タイム・スタンプ・レジスタ 
アドレス：0x89、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_EXT_CAPT0 
TS_CAPT ピンのアサート時に取得されたタイム・スタンプ。 

表 90. TS_EXT_CAPT0 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:0] TS_EXT_CAPTD, 

Bits[31:0] 
TS_CAPT ピンのアサート時に取得されたタイム・スタンプ。 0x0 R 

 

TS_CAPT ピン 1 タイム・スタンプ・レジスタ 
アドレス：0x8A、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_EXT_CAPT1 
TS_CAPT ピンのアサート時に取得されたタイム・スタンプ。 

表 91. TS_EXT_CAPT1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:0] TS_EXT_CAPTD, 

Bits[63:32] 
TS_CAPT ピンのアサート時に取得されたタイム・スタンプ。 0x0 R 

 

TS_CAPT 自走カウンタ・レジスタ 
アドレス：0x8B、リセット：0x00000000、レジスタ名：TS_FREECNT_CAPT 
TS_CAPT アサート時の自走カウンタの取得。 

表 92. TS_FREECNT_CAPT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:0] TS_CNT_CAPTD 取得された自走カウンタ。この 32 ビット・カウンタは TS_EXT_CAPT

と同様に、TS_CAPT ピンのアサート時に取得されます。 
0x0 R 

 

P1 MAC Rx フレーム・サイズ・レジスタ 
アドレス：0x90、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_FSIZE 
表 93. P1_RX_FSIZE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:11] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[10:0] P1_RX_FRM_SIZE 受信フレームのサイズ。Rx FIFO の先頭フレームのサイズ（バイト単

位）。サイズには、追加されたヘッダが含まれます。汎用 SPI プロトコ

ルを使用している場合、P1_RX を介した受信 FIFO からのフレームを読

み出す前に、このレジスタを読み出す必要があります。 

0x0 R 

 

P1 MAC 受信レジスタ 
アドレス：0x91、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX 
受信 FIFO はこのレジスタを介して読み出されます。 

SPI を介して Rx FIFO からのデータをバースト読出しできます。 
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表 94. P1_RX のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RDR 受信データ・レジスタ。このフィールドは、汎用 SPI プロトコルでのみ

使用されます。このレジスタを読み出すと、受信 FIFO の先頭の 4 バイ

トが返されます。また FIFO からこれらの 4 バイトが引き出されます。

上位 8 ビットに最初のバイトが格納され、次の 8 ビットには 2 番目のバ

イトが格納される、というように続きます。全フレームが読み出される

と、P1_RX_FRM_SIZE レジスタが最初に読み出されるまで、P1 Rx
FIFO からはそれ以上のデータは返されません。汎用 SPI プロトコルで

のみ使用されます。

0x0 R 

P1 Rx フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA0、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_FRM_CNT
表 95. P1_RX_FRM_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_FRM_CNT Rx のフレーム・カウント。このカウンタは、良好なフレームを受信し

た場合も不良フレームを受信した場合もインクリメントします。

0x0 R 

P1 Rx ブロードキャスト・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA1、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_BCAST_CNT
表 96. P1_RX_BCAST_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_BCAST_CNT Rx のブロードキャスト・フレーム・カウント。このカウンタは、良好

なフレームを受信した場合も不良フレームを受信した場合もインクリメ

ントします。

0x0 R 

P1 Rx マルチキャスト・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA2、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_MCAST_CNT
表 97. P1_RX_MCAST_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_MCAST_CNT Rx のマルチキャスト・フレーム・カウント。このカウンタは、良好な

フレームを受信した場合も不良フレームを受信した場合もインクリメン

トします。

0x0 R 

P1 Rx ユニキャスト・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA3、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_UCAST_CNT
表 98. P1_RX_UCAST_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_UCAST_CNT Rx のユニキャスト・フレーム・カウント。 0x0 R 

P1 Rx CRC エラー・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA4、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_CRC_ERR_CNT
表 99. P1_RX_CRC_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_CRC_ERR_CNT Rx の CRC エラー・フレーム・カウント。 0x0 R 
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P1 Rx アライン・エラー・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA5、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_ALGN_ERR_CNT
表 100. P1_RX_ALGN_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_ALGN_ERR_CNT Rx のアライン・エラー・カウント。 0x0 R 

P1 Rx 長／短フレーム・エラー・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA6、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_LS_ERR_CNT
表 101. P1_RX_LS_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_LS_ERR_CNT Rx の長／短フレーム・エラー・カウント。 0x0 R 

P1 Rx PHY エラー・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA7、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_PHY_ERR_CNT
表 102. P1_RX_PHY_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_PHY_ERR_CNT Rx の PHY エラー・カウント。 0x0 R 

P1 Tx フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA8、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_TX_FRM_CNT
表 103. P1_TX_FRM_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_TX_FRM_CNT Tx のフレーム・カウント。 0x0 R 

P1 Tx ブロードキャスト・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xA9、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_TX_BCAST_CNT
表 104. P1_TX_BCAST_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_TX_BCAST_CNT Tx のブロードキャスト・フレーム・カウント。 0x0 R 

P1 Tx マルチキャスト・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xAA、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_TX_MCAST_CNT
表 105. P1_TX_MCAST_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_TX_MCAST_CNT Tx のマルチキャスト・フレーム・カウント。 0x0 R 

P1 Tx ユニキャスト・フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xAB、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_TX_UCAST_CNT
表 106. P1_TX_UCAST_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_TX_UCAST_CNT Tx のユニキャスト・フレーム・カウント。 0x0 R 
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FIFO フルによりドロップされた P1 Rx フレーム・レジスタ 
アドレス：0xAC、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_DROP_FULL_CNT
表 107. P1_RX_DROP_FULL_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_DROP_FULL_CNT FIFO フルによりドロップされた Rx のフレーム。受信 FIFO フルによ

りドロップされたフレームをカウントします。

0x0 R 

フィルタリングによりドロップされた P1 Rx フレーム・レジスタ

アドレス：0xAD、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_DROP_FILT_CNT
表 108. P1_RX_DROP_FILT_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_DROP_FILT_CNT フィルタリングによりドロップされた Rx フレーム。 0x0 R 

ポート 1 で IFG エラー付きで受信したフレーム・レジスタ 
アドレス：0xAE、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_RX_IFG_ERR_CNT
表 109. P1_RX_IFG_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:0] P1_RX_IFG_ERR_CNT ポート 1 の受信フレームの IFG エラー・カウンタ。 0x0 R 

P1 送信フレーム間ギャップ・レジスタ 
アドレス：0xB0、リセット：0x0000000B、レジスタ名：P1_TX_IFG
表 110. P1_TX_IFG のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:8] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[7:0] P1_TX_IFG フレーム間ギャップ。Tx のフレーム間に(P1_TX_IFG + 1) × 8 ビット分

の時間のフレーム間ギャップ（IFG）を生成します。

0xB R/W 

P1 MAC ループバック・イネーブル・レジスタ 
アドレス：0xB3、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_LOOP
表 111. P1_LOOP のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 P1_LOOPBACK_EN MAC ループバック。MII インターフェースでの PHY へのループバック

をイネーブルします。

0：通常動作、ループバックはディスエーブル。 
1：ループバックがイネーブル。 

0x0 R/W 

受信時 P1 CRC チェック・イネーブル・レジスタ 
アドレス：0xB4、リセット：0x00000001、レジスタ名：P1_RX_CRC_EN
表 112. P1_RX_CRC_EN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 P1_CRC_CHK_EN 受信時の CRC チェック・イネーブル。 0x1 R/W 
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P1 受信フレーム間ギャップ・レジスタ 
アドレス：0xB5、リセット：0x0000000A、レジスタ名：P1_RX_IFG
表 113. P1_RX_IFG のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] P1_RX_IFG フレーム間ギャップ。受信 MAC は、フレーム間ギャップ（IFG）が

P1_RX_IFG × 8 ビット分の時間より長いことを確認します。受信 IFG
が短すぎる場合は、MAC は受信フレームをドロップし、

P1_RX_IFG_ERR をアサートします。このフィールドでサポートされる

最大値は 63（10 進数）です。

0xA R/W 

P1 最大受信フレーム長レジスタ 
アドレス：0xB6、リセット：0x00000618、レジスタ名：P1_RX_MAX_LEN
最大受信フレーム長（バイト単位）。

表 114. P1_RX_MAX_LEN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:16] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[15:0] P1_MAX_FRM_LEN 受信時の最大フレーム長。 0x618 R/W 

P1 最小受信フレーム長レジスタ 
アドレス：0xB7、リセット：0x00000040、レジスタ名：P1_RX_MIN_LEN
最小受信フレーム長（バイト単位）。

表 115. P1_RX_MIN_LEN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:16] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[15:0] P1_MIN_FRM_LEN 受信時の最小フレーム長。 0x40 R/W 

P1 Rx 低優先度 FIFO フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xB8、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_LO_RFC
受信 FIFO に格納されているフレームの数。 

表 116. P1_LO_RFC のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[31:9] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[8:0] P1_LO_RFC 低優先度 FIFO の受信フレーム数。Rx FIFO のフレーム数です。デバッ

グ目的で使用されます。ストア・アンド・フォワード・モードでは、ホ

スト・ソフトウェアは少なくとも 1 つのフレームが使用できることを知

れば十分です。ステータス・レジスタ 1 のセクションの P1_RX_RDY
を参照してください。

0x0 R 

P1 Rx 高優先度 FIFO フレーム・カウント・レジスタ 
アドレス：0xB9、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_HI_RFC
受信 FIFO に格納されているフレームの数。 
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表 117. P1_HI_RFC のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:9] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[8:0] P1_HI_RFC 高優先度 FIFO の受信フレーム数。Rx FIFO のフレーム数です。デバッグ目的で使

用されます。ストア・アンド・フォワード・モードでは、ホスト・ソフトウェア

は少なくとも 1 つのフレームが使用できることを知れば十分です。ステータス・

レジスタ 1 のセクションの P1_RX_RDY を参照してください。 

0x0 R 

P1 低優先度 Rx FIFO 有効ハーフ・ワード・レジスタ 
アドレス：0xBA、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_LO_RXSIZE
低優先度 Rx FIFO の有効ハーフ・ワード（16 ビット）の数。 

表 118. P1_LO_RXSIZE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[13:0] P1_HI_RXSIZE 受信 FIFO に格納されているデータ。ハーフ・ワード（16 ビット）の数です。 0x0 R 

P1 高優先度 Rx FIFO 有効ハーフ・ワード・レジスタ 
アドレス：0xBB、リセット：0x00000000、レジスタ名：P1_HI_RXSIZE
高優先度 Rx FIFO の有効ハーフ・ワード（16 ビット）の数。 

表 119. P1_HI_RXSIZE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[31:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[13:0] P1_HI_RXSIZE 受信 FIFO に格納されているデータ。ハーフ・ワード（16 ビット）の数です。 0x0 R 

PHY 条項 22 レジスタの詳細 
表 120. PHY 条項 22 レジスタの概要 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
0x0 MI_CONTROL MII 制御レジスタ。 0x1100 R/W 
0x1 MI_STATUS MII ステータス・レジスタ。 0x1009 R 
0x2 MI_PHY_ID1 PHY 識別マーク 1 レジスタ。 0x0283 R 
0x3 MI_PHY_ID2 PHY 識別マーク 2 レジスタ。 0xBC91 R 
0xD MMD_ACCESS_CNTRL MMD アクセス制御。 0x0000 R/W 
0xE MMD_ACCESS MMD アクセス。 0x0000 R/W 

MII 制御レジスタ 
アドレス：0x0、リセット：0x1100、レジスタ名：MI_CONTROL
このアドレスは、802.3 規格の条項 22.2.4.1 で規定されている MII 制御レジスタに対応しています。 

表 121. MI_CONTROL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 MI_SFT_RST ソフトウェア・リセット。ソフトウェア・リセット・レジスタを使用すると、ソ

フトウェアのリセット・サイクルを開始できます。CRSM_SFT_RST をミラーリ

ングします。 

0x0 R/W SC 

14 MI_LOOPBACK ローカル・ループバック（PCS）。ループバック・レジスタにより、PHY ループ

バック・モードを有効にできます。LB_PCS_EN をミラーリングします。 
0x0 R/W 
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表 121. MI_CONTROL のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
13 MI_SPEED_SEL_LSB MII 速度の選択（LSB）。MI_SPEED_SEL_MSB を参照してください。 0x0 R 
12 MI_AN_EN オート・ネゴシエーションのイネーブル。AN_FRC_MODE_EN レジスタを使用す

ると、強制リンク設定モードをイネーブルできます。AN_EN をミラーリングしま

す。 
1：オート・ネゴシエーションをイネーブル。  
0：オート・ネゴシエーションをディスエーブル。 

0x1 R 

11 MI_SFT_PD ソフトウェア・パワーダウン。ソフトウェア・パワーダウン・レジスタを使用す

ると、PHY をソフトウェア・パワーダウン・モードにできます。このモードで

は、大半の PHY 回路がオフに切り替わります。ただし、全レジスタに対する

MDIO アクセスは引き続き可能です。このレジスタのデフォルト値は、ピンを使用

して設定されます。そのため、PHY は、適切なソフトウェア初期化が実行される

まで、リセット状態を維持できます。CRSM_SFT_PD をミラーリングします。 

Pin Dependent R/W 

10 MI_ISOLATE MII 絶縁。このビットで、PHY と MII を絶縁できます。 0x0 R/W 
9 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W SC 
8 MI_FULL_DUPLEX MII 全 2 重。PHY は全 2 重モードでのみ動作するため、2 重モード・レジスタには

書込みできず、常に 1 が読み出されます。 
0x1 R 

7 MI_COLTEST MII コリジョン・テスト。PHY は全 2 重モードでのみ動作し、COL ピンがないた

め、コリジョン・テスト・レジスタには書込みできず、常に 0 が読み出されま

す。 

0x0 R 

6 MI_SPEED_SEL_MSB MII 速度の選択（MSB）。PHY は 10Mbps でのみ動作可能なので、速度選択

MSB/LSB レジスタへの書込みはできず、常に 00 が読み出されます。 
0x0 R 

5 MI_UNIDIR_EN MII 単方向イネーブル。PHY は、有効なリンクが確立されたことを判別したかどう

かに関わりなく、MII からデータを送信できないので、単方向イネーブル・レジス

タへの書込みはできず、常に 0 が読み出されます。 

0x0 R 

[4:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

MII ステータス・レジスタ 
アドレス：0x1、リセット：0x1009、レジスタ名：MI_STATUS
このアドレスは、802.3 規格の条項 22.2.4.2 で規定されている MII ステータス・レジスタに対応しています。 

表 122. MI_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 MI_T4_SPRT 100BASE-T4 アビリティ。PHY は 100BASE-T4 に対応していないため、

100BASE-T4 アビリティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R 

14 MI_FD100_SPRT 全 2 重 100BASE-X アビリティ。PHY は 100BASE-X 全 2 重に対応していないた

め、100BASE-X 全 2 重アビリティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R 

13 MI_HD100_SPRT 半 2 重 100BASE-X アビリティ。PHY は 100BASE-X 半 2 重に対応していないた

め、100BASE-X 半 2 重アビリティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R 

12 MI_FD10_SPRT 全 2 重 10Mbps アビリティ。10Mbps 全 2 重アビリティ・ビットは、PHY が

10Mbps 全 2 重に対応していることを示します。 
0x1 R 

11 MI_HD10_SPRT 半 2 重 10Mbps アビリティ。PHY は 10Mbps 半 2 重に対応していないため、

10Mbps 半 2 重アビリティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R 

10 MI_FD_T2_SPRT 全 2 重 100BASE-T2 アビリティ。PHY は 100BASE-T2 全 2 重に対応していない

ため、100BASE-T2 全 2 重アビリティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R 

9 MI_HD_T2_SPRT 半 2 重 100BASE-T2 アビリティ。PHY は 100BASE-T2 半 2 重に対応していない

ため、100BASE-T2 半 2 重アビリティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R 

8 MI_EXT_STAT_SPRT 拡張ステータス・サポート。拡張ステータス・サポート・ビットは常に 0 として

読み出され、PHY がレジスタ 0xF で拡張ステータス情報を提供しないことを示し

ます。 

0x0 R 

7 MI_UNIDIR_ABLE 単方向アビリティ。PHY は、有効なリンクが確立されていることを判別したとき

にのみ MII からデータを送信できるため、単方向アビリティ・レジスタは常に 0 が

読み出されます。 

0x0 R 

6 MI_MF_PREAM_SUP_ 
ABLE 

管理プリアンブル抑制アビリティ。PHY は、先頭にプリアンブル・パターンがな

い管理フレームは受信できないため、管理フレーム・プリアンブル抑制アビリ

ティ・ビットは常に 0 が読み出されます。 

0x0 R 
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表 122. MI_STATUS のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
5 MI_AN_COMPLETE オート・ネゴシエーション完了。オート・ネゴシエーション完了ビットは、オー

ト・ネゴシエーション・プロセスが完了し、PHY リンクが確立したことを示しま

す。AN_COMPLETE をミラーリングします。 

0x0 R 

4 MI_REM_FLT リモート・フォルト。PHY はリモート・フォルト検出に対応していないため、リ

モート・フォルト・ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R LH 

3 MI_AN_ABLE オート・ネゴシエーション・アビリティ。PHY はオート・ネゴシエーションを実

行できるため、オート・ネゴシエーション・ビットは常に 1 が読み出されます。

AN_ABLE をミラーリングします。 

0x1 R 

2 MI_LINK_STAT_LAT リンク・ステータス。このビットは、IEEE 802.3 規格の副条項 45.2.7.20.5 に記載

のラッチ・ロー機能を使用します。リンク・ステータス値が切断を示している場

合、このレジスタはレジスタ読出し時にラッチがクリアされるまで、クリア状態

を維持します。AN_LINK_STATUS をミラーリングします。 

0x0 R LL 

1 MI_JABBER_DET MII ジャバー検出。10BASE-T1L PHY はジャバー検出機能に対応していないた

め、ジャバー検出ビットは常に 0 が読み出されます。 
0x0 R LH 

0 MI_EXT_CAPABLE MII 拡張ケイパビリティ。PHY は拡張レジスタ・セットを通じてアクセスできるケ

イパビリティの拡張セットを備えているため、拡張ケイパビリティ・ビットは常

に 1 が読み出されます。拡張レジスタ・セットには、0、1、15 を除くすべての管

理レジスタが含まれています。 

0x1 R 

PHY 識別子 1 レジスタ 
アドレス：0x2、リセット：0x0283、レジスタ名：MI_PHY_ID1
PHY 識別子 1 のアドレスを使用すると、OUI の 16 ビットがわかります。

表 123. MI_PHY_ID1 のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] MI_PHY_ID1 PHY 識別子 1 のアドレスを使用すると、OUI の 16 ビットがわかります。 0x283 R 

PHY 識別子 2 レジスタ 
アドレス：0x3、リセット：0xBC91、レジスタ名：MI_PHY_ID2
PHY 識別子 2 のアドレスを使用すると、OUI の 6 ビット、モデル番号、リビジョン番号がわかります。

表 124. MI_PHY_ID2 のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:10] MI_PHY_ID2_OUI OUI、ビット[7:2]。 0x2F R 
[9:4] MI_MODEL_NUM モデル番号。 0x9 R 
[3:0] MI_REV_NUM リビジョン番号。 0x1 R 

MMD アクセス制御レジスタ 
アドレス：0xD、リセット：0x0000、レジスタ名：MMD_ACCESS_CNTRL
このアドレスは、IEEE 802.3-2018 規格の条項 22.2.4.3.11 で規定されている MMD アクセス制御レジスタに対応しています。 

表 125. MMD_ACCESS_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:14] MMD_ACR_FUNCTION 機能。機能レジスタは、MMD_DAR レジスタへのアクセス時の MMD アクセスの

種類を選択します。 
0x0 R/W 

[13:5] RESERVED 00：アドレス。 
01：データ、ポスト・インクリメントなし。 
10：データ、読み書き時にポスト・インクリメント。  
11：データ、書込み時にのみポスト・インクリメント。  
予約済み。 

0x0 R 
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表 125. MMD_ACCESS_CNTRL のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[4:0] MMD_ACR_DEVAD デバイス・アドレス。このレジスタの値によって、MMD_DAR レジスタへのすべ

てのアクセスが、選択された MMD に振り向けられます。 
0x0 R/W 

MMD アクセス・レジスタ 
アドレス：0xE、リセット：0x0000、レジスタ名：MMD_ACCESS
このアドレスは、IEEE 802.3-2018 規格の条項 22.2.4.3.12 で規定されている MMD アクセス・アドレス・データ・レジスタに対応していま

す。

MMD_ADDR_DATA レジスタを MMD_ACCESS_CNTRL レジスタと併用すると、条項 22.2.4 で定められたインターフェースと機構を使用

して MMD アドレス空間へのアクセスができます。 

表 126. MMD_ACCESS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] MMD_ACCESS アクセス・アドレス。このアドレスは、IEEE 規格 802.3-2018 の条項 22.2.4.3.12

で規定されている MMD アクセス・アドレス・データ・レジスタに対応していま

す。MMD_ADDR_DATA レジスタを MMD_ACCESS_CNTRL レジスタと併用する

と、条項 22.2.4 で定められたインターフェースと機構を使用して MMD アドレス

空間へのアクセスができます。 

0x0 R/W 

PHY 条項 45 レジスタの詳細 
表 127. PHY 条項 45 レジスタの概要 
デバイス・

アドレス 
レジスタ・

アドレス 名称 説明 リセット アクセス 
0x01 0x0000 PMA_PMD_CNTRL1 PMA/PMD 制御 1 レジスタ。 0x0000 R/W 
0x01 0x0001 PMA_PMD_STAT1 PMA/PMD ステータス 1 レジスタ。 0x0002 R 
0x01 0x0005 PMA_PMD_DEVS_IN_PKG1 パッケージ 1 の PMA/PMD MMD デバイス。 0x008B R 
0x01 0x0006 PMA_PMD_DEVS_IN_PKG2 パッケージ 2 の PMA/PMD MMD デバイス・レジス

タ。 
0xC000 R 

0x01 0x0007 PMA_PMD_CNTRL2 PMA/PMD 制御 2 レジスタ。 0x003D R/W 
0x01 0x0008 PMA_PMD_STAT2 PMA/PMD ステータス 2。 0x8301 R 
0x01 0x0009 PMA_PMD_TX_DIS PMA/PMD 送信ディスエーブル・レジスタ。 0x0000 R/W 
0x01 0x000B PMA_PMD_EXT_ABILITY PMA/PMD 拡張アビリティ・レジスタ。 0x0800 R 
0x01 0x0012 PMA_PMD_BT1_ABILITY BASE-T1 PMA/PMD 拡張アビリティ・レジスタ。 0x0004 R 
0x01 0x0834 PMA_PMD_BT1_CONTROL BASE-T1 PMA/PMD 制御レジスタ。 0x8002 R/W 
0x01 0x08F6 B10L_PMA_CNTRL 10BASE-T1L PMA 制御レジスタ。 0x0000 R/W 
0x01 0x08F7 B10L_PMA_STAT 10BASE-T1L PMA ステータス・レジスタ。 0x2800 R 
0x01 0x08F8 B10L_TEST_MODE_CNTRL 10BASE-T1L テスト・モード制御レジスタ。 0x0000 R/W 
0x01 0x8015 CR_STBL_CHK_FOFFS_SAT_THR CR 安定性チェック用周波数オフセット飽和閾値レ

ジスタ。 
0x0008 R/W 

0x01 0x81E7 SLV_FLTR_ECHO_ACQ_CR_KP フォロア IIR フィルタ変化エコー・アクイジショ

ン・クロック再生比例ゲイン・レジスタ。 
0x0400 R/W 

0x01 0x8302 B10L_PMA_LINK_STAT 10BASE-T1L PMA リンク・ステータス・レジス

タ。 
0x0000 R 

0x01 0x830B MSE_VAL 平均二乗誤差（MSE）値レジスタ。 0x0000 R 
0x03 0x0000 PCS_CNTRL1 PCS 制御 1 レジスタ。 0x0000 R/W 
0x03 0x0001 PCS_STAT1 PCS ステータス 1 レジスタ。 0x0002 R 
0x03 0x0005 PCS_DEVS_IN_PKG1 パッケージ 1 の PCS MMD デバイス・レジスタ。 0x008B R 
0x03 0x0006 PCS_DEVS_IN_PKG2 パッケージ 2 の PCS MMD デバイス・レジスタ。 0xC000 R 
0x03 0x0008 PCS_STAT2 PCS ステータス 2 レジスタ。 0x8000 R 
0x03 0x08E6 B10L_PCS_CNTRL 10BASE-T1L PCS 制御レジスタ。 0x0000 R/W 
0x03 0x08E7 B10L_PCS_STAT 10BASE-T1L PCS ステータス・レジスタ。 0x0000 R 
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表 127. PHY 条項 45 レジスタの概要（続き） 
デバイス・

アドレス 
レジスタ・

アドレス 名称 説明 リセット アクセス 
0x07 0x0005 AN_DEVS_IN_PKG1 パッケージ 1 のオート・ネゴシエーション MMD デ

バイス・レジスタ。 
0x008B R 

0x07 0x0006 AN_DEVS_IN_PKG2 パッケージ 2 のオート・ネゴシエーション MMD デ

バイス・レジスタ。 
0xC000 R 

0x07 0x0200 AN_CONTROL BASE-T1 オート・ネゴシエーション制御レジスタ。 0x1000 R/W 
0x07 0x0201 AN_STATUS BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ステータス・

レジスタ。 
0x0008 R 

0x07 0x0202 AN_ADV_ABILITY_L BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズ

メント・レジスタ、ビット[15:0]。 
0x0001 R/W 

0x07 0x0203 AN_ADV_ABILITY_M BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズ

メント・レジスタ、ビット[31:16]。 
0x4000 R/W 

0x07 0x0204 AN_ADV_ABILITY_H BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズ

メント・レジスタ、ビット[47:32]。 
0x0000 R/W 

0x07 0x0205 AN_LP_ADV_ABILITY_L BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パー

トナー・ベース・ページ・アビリティ・レジスタ、

ビット[15:0]。 

0x0000 R 

0x07 0x0206 AN_LP_ADV_ABILITY_M BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パー

トナー・ベース・ページ・アビリティ・レジスタ、

ビット[31:16]。 

0x0000 R 

0x07 0x0207 AN_LP_ADV_ABILITY_H BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パー

トナー・ベース・ページ・アビリティ・レジスタ、

ビット[47:32]。 

0x0000 R 

0x07 0x0208 AN_NEXT_PAGE_L BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・

ページ送信レジスタ、ビット[15:0]。 
0x2001 R/W 

0x07 0x0209 AN_NEXT_PAGE_M BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・

ページ送信レジスタ、ビット[31:16]。 
0x0000 R/W 

0x07 0x020A AN_NEXT_PAGE_H BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・

ページ送信レジスタ、ビット[47:32]。 
0x0000 R/W 

0x07 0x020B AN_LP_NEXT_PAGE_L BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パー

トナー・ネクスト・ページ・アビリティ・レジス

タ、ビット[15:0]。 

0x0000 R 

0x07 0x020C AN_LP_NEXT_PAGE_M BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パー

トナー・ネクスト・ページ・アビリティ・レジス

タ、ビット[31:16]。

0x0000 R 

0x07 0x020D AN_LP_NEXT_PAGE_H BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パー

トナー・ネクスト・ページ・アビリティ・レジス

タ、ビット[47:32]。

0x0000 R 

0x07 0x020E AN_B10_ADV_ABILITY 10BASE-T1 オート・ネゴシエーション制御レジス

タ。 
0x8000 R/W 

0x07 0x020F AN_B10_LP_ADV_ABILITY 10BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ステータ

ス・レジスタ。 
0x0000 R 

0x07 0x8000 AN_FRC_MODE_EN オート・ネゴシエーション強制モード・イネーブ

ル・レジスタ。 
0x0000 R/W 

0x07 0x8001 AN_STATUS_EXTRA 追加オート・ネゴシエーション・ステータス・レジ

スタ。 
0x0000 R 

0x07 0x8030 AN_PHY_INST_STATUS PHY 即時ステータス。 0x0010 R 
0x1E 0x0002 MMD1_DEV_ID1 ベンダ固有 MMD 1 デバイス識別子ハイ・レジス

タ。 
0x0283 R 

0x1E 0x0003 MMD1_DEV_ID2 ベンダ固有 MMD 1 デバイス識別子ロー・レジス

タ。 
0xBC01 R 

0x1E 0x0005 MMD1_DEVS_IN_PKG1 パッケージ内のベンダ固有 1 MMD デバイス・レジ

スタ。 
0x008B R 

0x1E 0x0006 MMD1_DEVS_IN_PKG2 パッケージ内のベンダ固有 1 MMD デバイス・レジ

スタ。 
0xC000 R 

0x1E 0x0008 MMD1_STATUS ベンダ固有 MMD 1 ステータス・レジスタ。 0x8000 R 
0x1E 0x0010 CRSM_IRQ_STATUS システム割込みステータス・レジスタ。 0x1000 R 
0x1E 0x0020 CRSM_IRQ_MASK システム割込みマスク・レジスタ。 0x1FFE R/W 
0x1E 0x8810 CRSM_SFT_RST ソフトウェア・リセット・レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1E 0x8812 CRSM_SFT_PD_CNTRL ソフトウェア・パワーダウン制御レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1E 0x8814 CRSM_PHY_SUBSYS_RST PHY サブシステム・リセット・レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1E 0x8815 CRSM_MAC_IF_RST PHY MAC インターフェース・リセット・レジス

タ。 
0x0000 R/W 
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表 127. PHY 条項 45 レジスタの概要（続き） 
デバイス・

アドレス 
レジスタ・

アドレス 名称 説明 リセット アクセス 
0x1E 0x8818 CRSM_STAT システム・ステータス・レジスタ。 0x0000 R 
0x1E 0x8819 CRSM_PMG_CNTRL CRSM パワー・マネージメント制御レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1E 0x882C CRSM_DIAG_CLK_CTRL CRSM 診断クロック制御。 0x0002 R/W 
0x1E 0x8C22 MGMT_PRT_PKG パッケージ設定値レジスタ。 0x0000 R 
0x1E 0x8C30 MGMT_MDIO_CNTRL MDIO 制御レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1E 0x8C56 DIGIO_PINMUX ピン・マルチプレクサ設定 1 レジスタ。 0x00FE R/W 
0x1E 0x8C80 LED0_BLINK_TIME_CNTRL LED 0 オン／オフ点滅時間レジスタ。 0x3636 R/W 
0x1E 0x8C81 LED1_BLINK_TIME_CNTRL LED 1 オン／オフ点滅時間レジスタ。 0x3636 R/W 
0x1E 0x8C82 LED_CNTRL LED 制御レジスタ。 0x8480 R/W 
0x1E 0x8C83 LED_POLARITY LED 極性レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1F 0x0002 MMD2_DEV_ID1 ベンダ固有 MMD 2 デバイス識別子ハイ・レジス

タ。 
0x0283 R 

0x1F 0x0003 MMD2_DEV_ID2 ベンダ固有 MMD 2 デバイス識別子ロー・レジス

タ。 
0xBC91 R 

0x1F 0x0005 MMD2_DEVS_IN_PKG1 パッケージ内のベンダ固有 2 MMD デバイス・レジ

スタ。 
0x008B R 

0x1F 0x0006 MMD2_DEVS_IN_PKG2 パッケージ内のベンダ固有 2 MMD デバイス・レジ

スタ。 
0xC000 R 

0x1F 0x0008 MMD2_STATUS ベンダ固有 MMD 2 ステータス・レジスタ。 0x8000 R 
0x1F 0x0011 PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS PHY サブシステム割込みステータス・レジスタ。 0x0000 R 
0x1F 0x0021 PHY_SUBSYS_IRQ_MASK PHY サブシステム割込みマスク・レジスタ。 0x2402 R/W 
0x1F 0x8001 FC_EN フレーム・チェッカ・イネーブル・レジスタ。 0x0001 R/W 
0x1F 0x8004 FC_IRQ_EN フレーム・チェッカ割込みイネーブル・レジスタ。 0x0001 R/W 
0x1F 0x8005 FC_TX_SEL フレーム・チェッカ送信選択レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1F 0x8008 RX_ERR_CNT 受信エラー・カウント・レジスタ。 0x0000 R 
0x1F 0x8009 FC_FRM_CNT_H フレーム・チェッカ・カウント・ハイ・レジスタ。 0x0000 R 
0x1F 0x800A FC_FRM_CNT_L フレーム・チェッカ・カウント・ロー・レジスタ。 0x0000 R 
0x1F 0x800B FC_LEN_ERR_CNT フレーム・チェッカ・レングス・エラー・カウン

ト・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x800C FC_ALGN_ERR_CNT フレーム・チェッカ・アライメント・エラー・カウ

ント・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x800D FC_SYMB_ERR_CNT フレーム・チェッカ・シンボル・エラー・カウン

ト・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x800E FC_OSZ_CNT フレーム・チェッカ・オーバーサイズ・フレーム・

カウント・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x800F FC_USZ_CNT フレーム・チェッカ・アンダーサイズ・フレーム・

カウント・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x8010 FC_ODD_CNT フレーム・チェッカ奇数ニブル・フレーム・カウン

ト・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x8011 FC_ODD_PRE_CNT フレーム・チェッカ奇数プリアンブル・パケット・

カウント・レジスタ。 
0x0000 R 

0x1F 0x8013 FC_FALSE_CARRIER_CNT フレーム・チェッカ偽キャリア・カウント・レジス

タ。 
0x0000 R 

0x1F 0x8020 FG_EN フレーム・ジェネレータ・イネーブル・レジスタ。 0x0000 R/W 
0x1F 0x8021 FG_CNTRL_RSTRT フレーム・ジェネレータ制御／再起動レジスタ。 0x0001 R/W 
0x1F 0x8022 FG_CONT_MODE_EN フレーム・ジェネレータ連続モード・イネーブル・

レジスタ。 
0x0000 R/W 

0x1F 0x8023 FG_IRQ_EN フレーム・ジェネレータ割込みイネーブル・レジス

タ。 
0x0000 R/W 

0x1F 0x8025 FG_FRM_LEN フレーム・ジェネレータ・フレーム長レジスタ。 0x006B R/W 
0x1F 0x8026 FG_IFG_LEN フレーム・ジェネレータ・フレーム間ギャップ長レ

ジスタ。 
0x000C R/W 

0x1F 0x8027 FG_NFRM_H フレーム・ジェネレータ・フレーム数ハイ・レジス

タ。 
0x0000 R/W 
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表 127. PHY 条項 45 レジスタの概要（続き） 
デバイス・

アドレス 
レジスタ・

アドレス 名称 説明 リセット アクセス 
0x1F 0x8028 FG_NFRM_L フレーム・ジェネレータ・フレーム数ロー・レジス

タ。 
0x0100 R/W 

0x1F 0x8029 FG_DONE フレーム・ジェネレータ完了レジスタ。 0x0000 R 
0x1F 0x8055 MAC_IF_LOOPBACK MAC インターフェース・ループバック設定レジス

タ。 
0x000A R/W 

0x1F 0x805A MAC_IF_SOP_CNTRL MAC パケット開始（SOP）生成制御レジスタ。 0x001B R/W 

PMA/PMD 制御 1 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0000、リセット：0x0000、レジスタ名：
PMA_PMD_CNTRL1 
このアドレスは、802.3規格の条項45.2.1.1で規定されているPMA/PMD制御レジスタ1に対応しています。このレジスタのリセット値は、

ハードウェア設定ピンの設定に依存することに注意してください。

表 128. PMA_PMD_CNTRL1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 PMA_SFT_RST PMA ソフトウェア・リセット。PMA ソフトウェア・リセット・ビットを使用する

とチップをリセットできます。このビットがセットされると、チップは完全に初

期化され、ハードウェア・リセットとほぼ同じ状態になります。このビットはセ

ルフ・クリア・ビットで、リセットの進行中は 1 の値を返します。それ以外の場

合は 0 を返します。 

0x0 R/W SC 

[14:12] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
11 PMA_SFT_PD PMA ソフトウェア・パワーダウン。PMA ソフトウェア・パワーダウン・レジスタ

は、チップを低消費電力モードにします。このモードでは回路のほとんどがオフ

になります。ただし、全レジスタに対する MDIO アクセスは引き続き可能です。

このレジスタのデフォルト値は、SWPD_ENピンを使用して設定できます。これ

により、適切なソフトウェア初期化が行われるまで、チップをパワーダウン・

モードに保持できます。 

0x0 R/W 

[10:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 LB_PMA_LOC_EN PMA ローカル・ループバックをイネーブル。このビットを 1 に設定すると、PMA

は送信経路のデータを受け入れ、それを受信経路で返します。このビットを 0 に

設定すると、PMA は通常動作モードで動作します。 

0x0 R/W 

PMA/PMD ステータス 1 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0001、リセット：0x0002、レジスタ名：PMA_PMD_STAT1 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.1.2 で規定されている PMA/PMD ステータス・レジスタ 1 に対応しています。 

表 129. PMA_PMD_STAT1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:3] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
2 PMA_LINK_STAT_OK_LL PMA リンク・ステータス。このビットが 1 の場合、リンクが確立されていること

を示します。ビットが 0 の場合、最後のビット読出し後、リンクが切断されたこ

とを示します。 

0x0 R LL 

1 PMA_SFT_PD_ABLE PMA ソフトウェア・パワーダウン・エーブル。PMA がソフトウェア・パワーダウ

ンに対応していることを示します。 
0x1 R 

0 RESERVED 予約済み。 0x0 R 

パッケージ 1 の PMA/PMD MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0005、リセット：0x008B、レジスタ名：
PMA_PMD_DEVS_IN_PKG1 
表 130. PMA_PMD_DEVS_IN_PKG1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] PMA_PMD_DEVS_IN_PKG1 パッケージの PMA/PMD MMD デバイス。条項 22 レジスタと、PMA/PMD、

PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD があります。 
0x8B R 
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パッケージ 2 の PMA/PMD MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0006、リセット：0xC000、レジスタ名：
PMA_PMD_DEVS_IN_PKG2 
表 131. PMA_PMD_DEVS_IN_PKG2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] PMA_PMD_DEVS_IN_ 
PKG2 

パッケージの PMA/PMD MMD デバイス。ベンダ固有デバイス 1 および

ベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 
0xC000 R 

PMA/PMD 制御 2 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0007、リセット：0x003D、レジスタ名：
PMA_PMD_CNTRL2 
表 132. PMA_PMD_CNTRL2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:7] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[6:0] PMA_PMD_TYPE_SEL PMA/PMD のタイプの選択。IEEE 802.3 規格を参照。

PMA_PMD_TYPE_SEL を使用できるのは、オート・ネゴシエーション

がディスエーブルされ、強制リンク設定モードがイネーブルの場合のみ

です。オート・ネゴシエーションがイネーブルの場合、PHY のタイプは

オート・ネゴシエーション・プロセス自体によって決定されます。

ADIN1111 では、このフィールドに有効な唯一の値は、BASE-T1
PMA/PMD 用の値です。

0000000：TS_10GBASE_CX4_PMA_PMD 
0000001：TS_10GBASE_EW_PMA_PMD 
0000010：TS_10GBASE_LW_PMA_PMD 
0000011：TS_10GBASE_SW_PMA_PMD 
0000100：TS_10GBASE_LX4_PMA_PMD 
0000101：TS_10GBASE_ER_PMA_PMD 
0000110：TS_10GBASE_LR_PMA_PMD 
0000111：TS_10GBASE_SR_PMA_PMD 
0001000：TS_10GBASE_LRM_PMA_PMD 
0001001：TS_10GBASE_T_PMA 
0001010：TS_10GBASE_KX4_PMA_PMD 
0001011：TS_10GBASE_KR_PMA_PMD 
0001100：TS_1000BASE_T_PMA_PMD 
0001101：TS_1000BASE_KX_PMA_PMD 
0001110：TS_100BASE_TX_PMA_PMD 
0001111：TS_10BASE_T_PMA_PMD 
0010000：TS_10_1GBASE_PRX_D1 
0010001：TS_10_1GBASE_PRX_D2 
0010010：TS_10_1GBASE_PRX_D3 
0010011：TS_10GBASE_PR_D1 
0010100：TS_10GBASE_PR_D2 
0010101：TS_10GBASE_PR_D3 
0010110：TS_10_1GBASE_PRX_U1 
0010111：TS_10_1GBASE_PRX_U2 
0011000：TS_10_1GBASE_PRX_U3 
0011001：TS_10GBASE_PR_U1 
0011010：TS_10GBASE_PR_U3 
0011011：TS_RESERVED 
0011100：TS_10GBASE_PR_D4 
0011101：TS_10_1GBASE_PRX_D4 
0011110：TS_10GBASE_PR_U4 
0011111：TS_10_1GBASE_PRX_U4 

0x3D R/W 
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表 132. PMA_PMD_CNTRL2 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

0100000：TS_40GBASE_KR4_PMA_PMD 
0100001：TS_40GBASE_CR4_PMA_PMD 
0100010：TS_40GBASE_SR4_PMA_PMD 
0100011：TS_40GBASE_LR4_PMA_PMD 
0100100：TS_40GBASE_FR_PMA_PMD 
0100101：TS_40GBASE_ER4_PMA_PMD 
0100110：TS_40GBASE_T_PMA 
0101000：TS_100GBASE_CR10_PMA_PMD 
0101001：TS_100GBASE_SR10_PMA_PMD 
0101010：TS_100GBASE_LR4_PMA_PMD 
0101011：TS_100GBASE_ER4_PMA_PMD 
0101100：TS_100GBASE_KP4_PMA_PMD 
0101101：TS_100GBASE_KR4_PMA_PMD 
0101110：TS_100GBASE_CR4_PMA_PMD 
0101111：TS_100GBASE_SR4_PMA_PMD 
0110000：TS_2_5GBASE_T_PMA 
0110001：TS_5GBASE_T_PMA 
0110010：TS_10GPASS_XR_D_PMA_PMD 
0110011：TS_10GPASS_XR_U_PMA_PMD 
0110100：TS_BASE_H_PMA_PMD 
0110101：TS_25GBASE_LR_PMA_PMD 
0110110：TS_25GBASE_ER_PMA_PMD 
0110111：TS_25GBASE_T_PMA 
0111000：TS_25GBASE_CR_OR_25GBASE_CR_S_PMA_PMD 
0111001：TS_25GBASE_KR_OR_25GBASE_KR_S_PMA_PMD 
0111010：TS_25GBASE_SR_PMA_PMD 
0111101：TS_BASE_T1_PMA_PMD 
1010011：TS_200GBASE_DR4_PMA_PMD 
1010100：TS_200GBASE_FR4_PMA_PMD 
1010101：TS_200GBASE_LR4_PMA_PMD 
1011001：TS_400GBASE_SR16_PMA_PMD 
1011010：TS_400GBASE_DR4_PMA_PMD 
1011011：TS_400GBASE_FR8_PMA_PMD 
1011100：TS_400GBASE_LR8_PMA_PMD 

PMA/PMD ステータス 2 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0008、リセット：0x8301、レジスタ名：PMA_PMD_STAT2 
表 133. PMA_PMD_STAT2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:14] PMA_PMD_PRESENT PMA/PMD が存在。PMA が存在し応答していることを示します。 0x2 R 
[13:10] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
9 PMA_PMD_EXT_ABLE PHY 拡張アビリティ・サポート。PHY が PMA_PMD_EXT_ABILITY

に記載の拡張アビリティに対応していることを示します。

0x1 R 

8 PMA_PMD_TX_DIS_ABLE PMA/PMD Tx ディスエーブル。PMA が送信ディスエーブルに対応し

ていることを示します。

0x1 R 

[7:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 LB_PMA_LOC_ABLE PMA ローカル・ループバック・エーブル。PMA がローカル・ループ

バックに対応していることを示します。

0x1 R 
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PMA/PMD 送信ディスエーブル・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0009、リセット：0x0000、レジスタ名：PMA_PMD_TX_DIS 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.1.8 で規定されている PMD 送信ディスエーブル・レジスタに対応しています。 

表 134. PMA_PMD_TX_DIS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 PMA_TX_DIS PMD 送信ディスエーブル。このビットを 1 に設定すると、PMD は送信経路の出力

をディスエーブルします。それ以外の場合は、PMD は送信経路の出力をイネーブ

ルします。 

0x0 R/W 

PMA/PMD 拡張アビリティ・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x000B、リセット：0x0800、レジスタ名：
PMA_PMD_EXT_ABILITY 
PMA/PMD 拡張アビリティ。 

表 135. PMA_PMD_EXT_ABILITY のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:12] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
11 PMA_PMD_BT1_ABLE PHY は BASE-T1 に対応。PHY が PMA_PMD_BT1_ABILITY に記載の BASE-T1 拡

張アビリティに対応していることを示します。 
0x1 R 

[10:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

BASE-T1 PMA/PMD 拡張アビリティ・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0012、リセット：0x0004、レジスタ名：
PMA_PMD_BT1_ABILITY 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.1.16 で規定されている BASE-T1 PMA/PMD 拡張アビリティ・レジスタに対応しています。このレ

ジスタは読出し専用で、書込みを行っても無効です。

表 136. PMA_PMD_BT1_ABILITY のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:4] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
3 B10S_ABILITY 10BASE-T1S アビリティ。PMA/PMD は 10BASE-T1S に対応していないため、こ

のビットは常に 0 として読み出されます。 
0x0 R 

2 B10L_ABILITY 10BASE-T1L アビリティ。PMA/PMD は 10BASE-T1L に対応しているため、この

ビットは常に 1 として読み出されます。 
0x1 R 

1 B1000_ABILITY 1000BASE-T1 アビリティ。PMA/PMD は 1000BASE-T1 に対応していないため、

このビットは常に 0 として読み出されます。 
0x0 R 

0 B100_ABILITY 100BASE-T1 アビリティ。PMA/PMD は 100BASE-T1 に対応していないため、こ

のビットは常に 0 として読み出されます。 
0x0 R 

BASE-T1 PMA/PMD 制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x0834、リセット：0x8002、レジスタ名：
PMA_PMD_BT1_CONTROL 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.1.185 で規定されている BASE-T1 PMA/PMD 制御レジスタに対応しています。 

表 137. PMA_PMD_BT1_CONTROL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 RESERVED 予約済み。 0x1 R 
14 CFG_MST リーダーおよびフォロアの設定。CFG_MST が使用されるのは、オート・ネゴシ

エーションがディスエーブルの場合のみです。それ以外の場合、この値はオー

ト・ネゴシエーション・プロセス自体によって決定されます。このビットを 1 に

設定すると、デバイスはリーダーとして設定されます。それ以外の場合、デバイ

スはフォロアとして設定されます。 

Pin Dependent R/W 

[13:4] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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表 137. PMA_PMD_BT1_CONTROL のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[3:0] BT1_TYPE_SEL BASE-T1 のタイプの選択。以下の制御レジスタのビットの定義については、IEEE 

802.3 規格を参照してください（X はドント・ケアを意味します）。 
1XXX：予備  
01XX：予備  
0011：10BASE-T1S 
0010：10BASE-T1L 
0001：1000BASE-T 
0000：100BASE-T 
BT1_TYPE_SEL を使用するのは、オート・ネゴシエーションがディスエーブル

で、強制リンク設定モードがイネーブルの場合のみです。オート・ネゴシエー

ションがイネーブルの場合、PHY のタイプはオート・ネゴシエーション・プロセ

ス自体によって決定されます。ADIN1111 レジスタでは、10BASE-T1L 用の値のみ

有効です。 

0x2 R/W 

10BASE-T1L PMA 制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x08F6、リセット：0x0000、レジスタ名：
B10L_PMA_CNTRL 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.1.186a で規定されている 10BASE-T1L PMA 制御レジスタに対応しています。 

表 138. B10L_PMA_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W SC 
14 B10L_TX_DIS_MODE_EN 10BASE-T1L 送信ディスエーブル・モード。このビットを 1 に設定すると、送信

経路の出力がディスエーブルされます。そうでない場合は、送信経路の出力がイ

ネーブルされます。

0x0 R/W 

13 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
12 B10L_TX_LVL_HI 10BASE-T1L 送信電圧振幅制御。この設定が使用されるのは、オート・ネゴシ

エーションがディスエーブルの場合のみです。それ以外の場合、設定はオート・

ネゴシエーション・プロセス自体によって決定されます。このビットを 1 にセッ

トすると、デバイスは 2.4V p-p の動作モードで動作します。それ以外では、デバ

イスは 1.0V p-p の動作モードで動作します。 

Pin Dependent R/W 

11 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
10 B10L_EEE 10BASE-T1L EEE イネーブル。 0x0 R/W 
[9:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 B10L_LB_PMA_LOC_EN 10BASE-T1L PMA ループバック。このビットを 1 に設定すると、PMA は送信経路

のデータを受け入れ、それを受信経路で返します。このビットを 0 に設定する

と、PMA は通常動作モードで動作します。 

0x0 R/W 

10BASE-T1L PMA ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x08F7、リセット：0x2800、レジスタ名：B10L_PMA_STAT 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.1.186b で規定されている 10BASE-T1L PMA ステータス・レジスタに対応しています。 

表 139. B10L_PMA_STAT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
13 B10L_LB_PMA_LOC_ABLE 10BASE-T1L PMA ループバック・アビリティ。PMA にはループバック・アビリ

ティがあるため、このビットは常に 1 として読み出されます。 
0x1 R 

12 B10L_TX_LVL_HI_ABLE 10BASE-T1L 高電圧 Tx アビリティ。PHY が 10BASE-T1L の高電圧（2.4V p-
p）送信レベル動作モードに対応していることを示します。 

Pin Dependent R 

11 B10L_PMA_SFT_PD_ABLE PMA はパワーダウンに対応。PMA がソフトウェア・パワーダウンに対応してい

ることを示します。 
0x1 R 

10 B10L_EEE_ABLE 10BASE-T1L EEE アビリティ。PHY が 10BASE-T1L EEE に対応しているかど

うかを示します。 
0x0 R 

[9:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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10BASE-T1L テスト・モード制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x08F8、リセット：0x0000、レジスタ名：
B10L_TEST_MODE_CNTRL 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.1.186c で規定されている 10BASE-T1L PMA テスト・モード制御レジスタに対応しています。こ

のレジスタのデフォルト値は、デバイスの初期状態として、管理の介入のない通常動作を選択します。

表 140. B10L_TEST_MODE_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:13] B10L_TX_TEST_MODE 10BASE-T1L トランスミッタ・テスト・モード。 
000：通常動作。 
001：テスト・モード 1 - トランスミッタ出力電圧およびタイミング・

ジッタのテスト・モード。テスト・モード 1 がイネーブルの場合、PHY
はデータ・シンボル・シーケンス（+1, −1）を繰り返し送信します。 
010：テスト・モード 2 - トランスミッタ出力ドループ・テスト・モー

ド。テスト・モード 2 がイネーブルの場合、PHY は+1 シンボルを 10 個

送信し、続いて−1 シンボルを 10 個送信します。 
011：テスト・モード 3 - アイドル・モードでの通常動作。テスト・

モード 3 がイネーブルの場合、PHY はデータを通常のフレーム間アイド

ル信号に設定し、非テスト動作時やリーダー・データ・モード時と同様

に送信します。

0x0 R/W 

[12:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

CR 安定性チェック用周波数オフセット飽和閾値レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x8015、リセット：0x0008、レジスタ名：
CR_STBL_CHK_FOFFS_SAT_THR 
表 141. CR_STBL_CHK_FOFFS_SAT_THR のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:11] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[10:0] CR_STBL_CHK_FOFFS_ 

SAT_THR 
クロック再生（CR）安定性チェック用の周波数オフセット飽和閾

値。

0x8 R/W 

フォロア IIR フィルタ変化エコー・アクイジション・クロック再生比例ゲイン・レジスタ

デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x81E7、リセット：0x0400、レジスタ名：
SLV_FLTR_ECHO_ACQ_CR_KP 
表 142. SLV_FLTR_ECHO_ACQ_CR_KP のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] SLV_FLTR_ECHO_ACQ_ 
CR_KP 

フォロアの無限インパルス応答（IIR）フィルタ変化エコー・アクイジ

ション・クロック再生比例ゲイン。

0x400 R/W 

10BASE-T1L PMA リンク・ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x8302、リセット：0x0000、レジスタ名：B10L_PMA_LINK_STAT 
このアドレスを読み出すことで、10BASE-T1L PMA リンクのステータスが判定できます。B10L_PMA_LINK_STAT を読み出すと、これら

のビットのラッチ条件がクリアされます。

表 143. B10L_PMA_LINK_STAT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:10] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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表 143. B10L_PMA_LINK_STAT のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

9 B10L_REM_RCVR_STAT
_OK_LL 

10BASE-T1L リモート・レシーバ・ステータス OK ラッチ・ロー。

B10L_REM_RCVR_STAT_OK のラッチ・ロー・バージョン。 
0x0 R LL 

8 B10L_REM_RCVR_STAT
_OK 

10BASE-T1L リモート・レシーバ・ステータス OK。このビットが 1 の

場合、リモート・レシーバのステータスが OK であることを示します。 
0x0 R 

7 B10L_LOC_RCVR_STAT
_OK_LL 

10BASE-T1L ローカル・レシーバ・ステータス OK ラッチ・ロー。

B10L_LOC_RCVR_STAT_OK のラッチ・ロー・バージョン。 
0x0 R LL 

6 B10L_LOC_RCVR_STAT
_OK 

10BASE-T1L ローカル・レシーバ・ステータス OK。このビットが 1 の

場合、ローカル・レシーバのステータスが OK であることを示します。 
0x0 R 

5 B10L_DSCR_STAT_OK_
LL 

BASE-T1L デスクランブラ・ステータス OK ラッチ・ロー。このビット

が 1 の場合、デスクランブラのステータスが OK であることを示しま

す。

0x0 R LL 

4 B10L_DSCR_STAT_OK 10BASE-T1L デスクランブラ・ステータス OK。このビットが 1 の場

合、デスクランブラのステータスが OK であることを示します。 
0x0 R 

[3:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 B10L_LINK_STAT_OK_LL リンク・ステータス OK ラッチ・ロー。このビットが 1 の場合、リンク

のステータスが OK であることを示します。

0x0 R LL 

0 B10L_LINK_STAT_OK リンク・ステータス OK。このビットが 1 の場合、リンクのステータス

が OK であることを示します。

0x0 R 

MSE 値レジスタ 
デバイス・アドレス：0x01、レジスタ・アドレス：0x830B、リセット：0x0000、レジスタ名：MSE_VAL 
表 144. MSE_VAL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] MSE_VAL MSE 値。LSB の重みは 2−18 であることに注意してください。S/N 比

（SNR）の値を計算する場合、10BASE-T1L の平均のアイドル・シンボ

ル・パワーは 0.64422 です。

0x0 R 

PCS 制御 1 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x0000、リセット：0x0000、レジスタ名：PCS_CNTRL1 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.3.1 で規定されている PCS 制御レジスタ 1 に対応しています。 

表 145. PCS_CNTRL1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

15 PCS_SFT_RST PCS ソフトウェア・リセット。PMA_SFT_RST をミラーリングしま

す。

0x0 R/W SC 

14 LB_PCS_EN PCS ループバック・イネーブル。このビットを 1 に設定すると、PCS
は送信経路のデータを受け入れ、それを受信経路で返します。この

ビットを 0 に設定すると、PCS は通常動作モードで動作します。 

0x0 R/W 

[13:12] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
11 PCS_SFT_PD PCS ソフトウェア・パワーダウン。PMA_SFT_PD をミラーリングし

ます。

0x0 R/W 

[10:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

PCS ステータス 1 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x0001、リセット：0x0002、レジスタ名：PCS_STAT1 
表 146. PCS_STAT1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 PCS_SFT_PD_ABLE PCS ソフトウェア・パワーダウン・エーブル。PCS がソフトウェ

ア・パワーダウンに対応していることを示します。

0x1 R 

0 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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パッケージ 1 の PCS MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x0005、リセット：0x008B、レジスタ名：
PCS_DEVS_IN_PKG1 
表 147. PCS_DEVS_IN_PKG1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] PCS_DEVS_IN_PKG1 パッケージの PCS MMD デバイス。条項 22 レジスタと、PMA/PMD、

PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD があります。 
0x8B R 

パッケージ 2 の PCS MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x0006、リセット：0xC000、レジスタ名：
PCS_DEVS_IN_PKG2 
ベンダ固有デバイス 1 およびベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 

表 148. PCS_DEVS_IN_PKG2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] PCS_DEVS_IN_PKG2 パッケージの PCS MMD デバイス。ベンダ固有デバイス 1 およびベン

ダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 
0xC000 R 

PCS ステータス 2 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x0008、リセット：0x8000、レジスタ名：PCS_STAT2 
表 149. PCS_STAT2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:14] PCS_PRESENT PCS あり。PCS が存在し応答していることを示します。 0x2 R 
[13:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

10BASE-T1L PCS 制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x08E6、リセット：0x0000、レジスタ名：B10L_PCS_CNTRL 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.3.68a で規定されている 10BASE-T1L PCS 制御レジスタに対応しています。 

表 150. B10L_PCS_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

15 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W SC 
14 B10L_LB_PCS_EN PCS ループバック・イネーブル。このビットを 1 に設定すると、

10BASE-T1L PCS ループバックが有効になります。 
0x0 R/W 

[13:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

10BASE-T1L PCS ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x03、レジスタ・アドレス：0x08E7、リセット：0x0000、レジスタ名：B10L_PCS_STAT 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.3.68b で規定されている 10BASE-T1L PCS ステータス・レジスタに対応しています。 

表 151. B10L_PCS_STAT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:3] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
2 B10L_PCS_DSCR_STAT_ 

OK_LL 
PCS デスクランブラのステータス。このビットが1 の場合、10BASE-T1L
デスクランブラがロックされていることを示します。このビットが 0
の場合、最後のビット読出し後、10BASE-T1L デスクランブラのロッ

クが解除されたことを示します。

0x0 R LL 

[1:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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パッケージ 1 のオート・ネゴシエーション MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0005、リセット：0x008B、レジスタ名：
AN_DEVS_IN_PKG1 
条項 22 レジスタと、PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD があります。 

表 152. AN_DEVS_IN_PKG1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] AN_DEVS_IN_PKG1 パッケージのオート・ネゴシエーション MMD デバイス。条項 22 レジスタと、

PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD があります。 
0x8B R 

パッケージ 2 のオート・ネゴシエーション MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0006、リセット：0xC000、レジスタ名：
AN_DEVS_IN_PKG2 
ベンダ固有デバイス 1 およびベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 

表 153. AN_DEVS_IN_PKG2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] AN_DEVS_IN_PKG2 パッケージのオート・ネゴシエーション MMD デバイス。ベンダ固有デバイス 1

およびベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 
0xC000 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0200、リセット：0x1000、レジスタ名：AN_CONTROL 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.19 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション制御レジスタに対応しています。 

表 154. AN_CONTROL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:13] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W SC 
12 AN_EN オート・ネゴシエーションのイネーブル。このビットを 1 に設定すると、オー

ト・ネゴシエーションがイネーブルになります。オート・ネゴシエーションは

デフォルトでイネーブルになっており、常にイネーブルにしておくことが強く

推奨されます。 

0x1 R/W 

[11:10] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
9 AN_RESTART オート・ネゴシエーションの再起動。このビットを 1 に設定すると、オート・

ネゴシエーション・プロセスが再起動します。このビットはセルフ・クリア・

ビットで、オート・ネゴシエーション・プロセスが開始されるまでは 1 の値を

返します。 

0x0 R/W SC 

[8:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0201、リセット：0x0008、レジスタ名：AN_STATUS 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.20 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ステータス・レジスタに対応してい

ます。

表 155. AN_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:7] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
6 AN_PAGE_RX ページ受信。このビットがセットされた場合、新しいリンクのコードワードが

受信され、AN_LP_ADV_ABILITY レジスタまたは AN_LP_NEXT_PAGE レジス

タに保存されていることを示します。オート・ネゴシエーション中にこのビッ

トが初めてセットされた時点で、AN_LP_ADV_ABILITY の内容が有効になりま

す。このビットは、AN_STATUS レジスタを読み出すことで 0 にリセットされ

ます。 

0x0 R LH 

5 AN_COMPLETE オート・ネゴシエーション完了。このビットが 1 として読み出された場合、

オート・ネゴシエーションが完了して PHY リンクが確立し、

AN_ADV_ABILITY_x レジスタと AN_LP_ADV_ABILITY_x レジスタの内容は有

効となります。このビットが 0 を返す場合、オート・ネゴシエーションはディ

スエーブルされ、AN_EN ビットはクリアされています。

0x0 R 
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表 155. AN_STATUS のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
4 AN_REMOTE_FAULT オート・ネゴシエーション・リモート・フォルト。リンク・パートナーから受信

したベース・ページのリモート・フォルト設定。 
0x0 R LH 

3 AN_ABLE オート・ネゴシエーション・アビリティ。このビットが 1 の場合、PHY がオー

ト・ネゴシエーションを実行可能であることを示します。 
0x1 R 

2 AN_LINK_STATUS リンク・ステータス。このビットが 1 の場合、有効なリンクが確立されているこ

とを示します。このビットが 0 の場合は、最後の読出し以降にリンクが切断され

ていることを示します。 

0x0 R LL 

[1:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズメント・レジスタ、ビット[15:0] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0202、リセット：0x0001、レジスタ名：
AN_ADV_ABILITY_L 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.21 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズメント・レジスタ、

ビット[15:0]に対応しています。 

表 156. AN_ADV_ABILITY_L のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 AN_ADV_NEXT_PAGE_ 

REQ 
ネクスト・ページ・リクエスト。このビットは、PHY がネクスト・ページを送

信しようとしていることをリンク・パートナーに示します。IEEE 802.3 規格の

副条項 98.2.1.2.9 を参照してください。 

0x0 R/W 

14 AN_ADV_ACK アクノレッジ（ACK）。このビットは、デバイスがリンク・パートナーのリン

ク・コードワードを受信したことを示します。IEEE 802.3 規格の副条項

98.2.1.2.8 を参照してください。 

0x0 R 

13 AN_ADV_REMOTE_FAULT リモート・フォルト。IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.7 を参照してくださ

い。 
0x0 R/W 

12 AN_ADV_FORCE_MS 強制リーダー／フォロア設定。このビットを使用すると、PHY はリーダー／

フォロア設定を強制できます。このビットが 0 の場合、リーダー／フォロア設

定は優先モードになります。（AN_ADV_MST の設定は優先設定です。）この

ビットが 1 の場合、リーダー／フォロア設定は強制モードになります。

（AN_ADV_MST の設定は強制設定です。）詳細については IEEE 802.3 規格の

副条項 98.2.1.2.5 を参照してください。 

0x0 R/W 

[11:10] AN_ADV_PAUSE 一時停止アビリティ。このビット・フィールドは、全 2 重リンクで非対称およ

び対称の一時停止機能に対応していることをアドバタイズします。詳細につい

ては IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.6 を参照してください。 

0x0 R/W 

[9:5] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[4:0] AN_ADV_SELECTOR セレクタ。このビット・フィールドの値は 5'b00001 で、これは IEEE 802.3 の

セレクタ値です。IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.1 を参照してください。 
0x1 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズメント・レジスタ、ビット[31:16] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0203、リセット：0x4000、レジスタ名：
AN_ADV_ABILITY_M 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.21 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズメント・レジスタ、

ビット[31:16]に対応しています。 

表 157. AN_ADV_ABILITY_M のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
14 AN_ADV_B10L 10BASE-T1L アビリティ。このビットは、デバイスが 10BASE-T1L と互換であ

ることを示します。 
0x1 R/W 

[13:5] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
4 AN_ADV_MST リーダー／フォロア設定。このビットは、リーダー／フォロア設定を次のよう

にアドバタイズします。0 ではフォロア、1 ではリーダーです。

AN_ADV_FORCE_MS ビットも参照してください。これは、このビットが優先

値と強制値のどちらを表すかを決定します。IEEE 規格 802.3 の副条項

98.2.1.2.3 を参照してください（リーダー／フォロア設定は送信されたノンス・

フィールドのビット 4 です）。 

Pin Dependent R/W 

[3:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズメント・レジスタ、ビット[47:32] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0204、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_ADV_ABILITY_H 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.21 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・アドバタイズメント・レジスタ、

ビット[47:32]に対応しています。 

表 158. AN_ADV_ABILITY_H のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:14] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
13 AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_AB

L 
10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・アビリティ。このビットは、PHY
がハイ・レベル（2.4V p-p）送信動作モードで送信できることをアドバタイズし

ます。このビットは、AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ と共に使用され、

10BASE-T1L 送信レベル（2.4V p-p または 1.0V p-p）を設定します。詳細につ

いては AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ ビットを参照してください。 

Pin dependent R/W 

12 AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_RE
Q 

10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・リクエスト。このビットは、PHY
がハイ・レベル（2.4V p-p）送信動作モードを使用することをリクエストしてい

ることをアドバタイズします。送信レベルは次のように決定されます。 
少なくともどちらか一方の PHY がハイ・レベル送信に対応できない

（AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL = 0）場合、どちらの PHY も低電圧 
（1.0V p-p）送信動作モードを使用しなくてはなりません。 
反対に、少なくともどちらか一方の PHY がハイ・レベル送信をリクエストして

いる（AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ = 1）場合、どちらの PHY も高電圧

（2.4V p-p）送信動作モードを使用しなくてはなりません。詳細については

IEEE P802.cg の副条項 146.6.4 を参照してください。 

Pin dependent R/W 

[11:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ベース・ページ・アビリティ・レジスタ、ビット
[15:0] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0205、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_LP_ADV_ABILITY_L 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.22 で規定されているリンク・パートナーの BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ベース・ペー

ジ・アビリティ・レジスタのビット[15:0]に対応しています。AN_LP_ADV_ABILITY_M レジスタおよび AN_LP_ADV_ABILITY_H レジス

タの値は、AN_LP_ADV_ABILITY_L の読出し時にラッチされることに注意してください。

表 159. AN_LP_ADV_ABILITY_L のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 AN_LP_ADV_NEXT_PAGE_RE

Q 
リンク・パートナー・ネクスト・ページ・リクエスト。このビットは、リン

ク・パートナーの PHY がネクスト・ページを送信しようとしていることを示し

ます。IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.9 を参照してください。 

0x0 R 

14 AN_LP_ADV_ACK リンク・パートナー・アクノレッジ（ACK）。このビットは、デバイスがリン

ク・パートナーのリンク・コードワードを受信したことを示します。IEEE 
802.3 規格の副条項 98.2.1.2.8 を参照してください。 

0x0 R 

13 AN_LP_ADV_REMOTE_ 
FAULT 

リンク・パートナー・リモート・フォルト。IEEE 802.3 規格の副条項

98.2.1.2.7 を参照してください。 
0x0 R 

12 AN_LP_ADV_FORCE_MS リンク・パートナー強制リーダー／フォロア設定。このビットは、次の値でリ

ンク・パートナーの強制リーダー／フォロア設定を示します。詳細については

IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.5 を参照してください。 
0：優先モード（AN_LP_ADV_MST は優先設定）。 
1：強制モード（AN_LP_ADV_MST は強制設定）。 

0x0 R 

[11:10] AN_LP_ADV_PAUSE リンク・パートナー一時停止アビリティ。このビット・フィールドは、全 2 重

リンクでリンク・パートナーが非対称および対称の一時停止機能に対応してい

ることを示します。詳細については IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.6 を参照

してください。 

0x0 R 

[9:5] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[4:0] AN_LP_ADV_SELECTOR リンク・パートナー・セレクタ。このフィールドの値は 00001 で、これは IEEE 

802.3 のセレクタ値です。IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.1 を参照してくだ

さい。 

0x0 R 
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BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ベース・ページ・アビリティ・レジスタ、ビット
[31:16] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0206、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_LP_ADV_ABILITY_M 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.22 で規定されているリンク・パートナーの BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ベース・ペー

ジ・アビリティ・レジスタのビット[31:16]に対応しています。このレジスタの値は、AN_LP_ADV_ABILITY_Lレジスタの読出し時にラッ

チされることに注意してください。このレジスタを読み出すと、現在の値ではなくラッチされた値が返されます。

表 160. AN_LP_ADV_ABILITY_M のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
14 AN_LP_ADV_B10L リンク・パートナー10BASE-T1L アビリティ。このビットは、リンク・パート

ナーに 10BASE-T1L アビリティがあるかどうかを示します。 
0x0 R 

[13:8] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
7 AN_LP_ADV_B1000 リンク・パートナー1000BASE-T1 アビリティ。このビットは、リンク・パート

ナーに 1000BASE-T1 アビリティがあるかどうかを示します。 
0x0 R 

6 AN_LP_ADV_B10S_FD リンク・パートナー10BASE-T1S 全 2 重アビリティ。このビットは、リンク・

パートナーに 10BASE-T1S アビリティがあるかどうかを示します。 
0x0 R 

5 AN_LP_ADV_B100 リンク・パートナー100BASE-T1 アビリティ。このビットは、リンク・パート

ナーに 100BASE-T1 アビリティがあるかどうかを示します。 
0x0 R 

4 AN_LP_ADV_MST リンク・パートナー・リーダー／フォロア設定。このビットは、リンク・パー

トナーのリーダー／フォロア設定を次のように示します。0 ではフォロア、1 で

はリーダーです。AN_LP_ADV_FORCE_MS ビットも参照してください。これ

は、このビットが優先値と強制値のどちらを表すかを決定します。IEEE 規格

802.3 の副条項 98.2.1.2.3 を参照してください（リーダー／フォロア設定は送信

されたノンス・フィールドのビット 4 です）。 

0x0 R 

[3:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ベース・ページ・アビリティ・レジスタ、ビット
[47:32] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0207、リセット：0x0000、レジスタ名：AN_LP_ADV_ABILITY_H 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.22 で規定されているリンク・パートナーの BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ベース・ペー

ジ・アビリティ・レジスタのビット[47:32]に対応しています。このレジスタの値は、AN_LP_ADV_ABILITY_Lレジスタの読出し時にラッ

チされることに注意してください。このレジスタを読み出すと、現在の値ではなくラッチされた値が返されます。

表 161. AN_LP_ADV_ABILITY_H のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
14 AN_LP_ADV_B10L_EEE リンク・パートナー10BASE-T1L EEE アビリティ。このビットは、リンク・

パートナーが 10BASE-T1L 省電力イーサネット（energy efficient Ethernet）を

使用できるかどうかを示します。 

0x0 R 

13 AN_LP_ADV_B10L_TX_ 
LVL_HI_ABL 

リンク・パートナーの 10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・アビリ

ティ。このビットは、リンク・パートナーがハイ・レベル（2.4V p-p）送信動作

モードで送信できるかどうかを示します。このビットは

AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ と共に使用して 10BASE-T1L 送信レベル

（2.4V p-p または 1.0V p-p）を設定します。詳細については、

AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ ビットを参照してください。 

0x0 R 

12 AN_LP_ADV_B10L_TX_ 
LVL_HI_REQ 

リンク・パートナーの 10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・リクエス

ト。このビットは、リンク・パートナーがハイ・レベル（2.4V p-p）送信動作

モードを使用することをリクエストしているかどうかを示します。詳細につい

ては AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ ビットを参照してください。 

0x0 R 

11 AN_LP_ADV_B10S_HD リンク・パートナー10BASE-T1S 半 2 重アビリティ。このビットは、リンク・

パートナーが 10BASE-T1S 半 2 重に対応しているかどうかを示します。 
0x0 R 

[10:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・ページ送信レジスタ、ビット[15:0] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0208、リセット：0x2001、レジスタ名：AN_NEXT_PAGE_L 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.23 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・ページ送信レジスタの

ビット[15:0]に対応しています。パワーアップ時またはオート・ネゴシエーション・リセット時、このレジスタには、メッセージ・コー

ドがヌルに設定されたメッセージ・ページを表すデフォルト値が格納されます。AN_NEXT_PAGE_L の前に、AN_NEXT_PAGE_M と

AN_NEXT_PAGE_H を書き込みます。 

表 162. AN_NEXT_PAGE_L のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 AN_NP_NEXT_PAGE_REQ ネクスト・ページ・リクエスト。このビットは、PHY がネクスト・ページを送

信しようとしていることをリンク・パートナーに示します。IEEE 802.3 規格の

副条項 98.2.1.2.9 を参照してください。 

0x0 R/W 

14 AN_NP_ACK ネクスト・ページ・アクノレッジ。IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.1.2.8 を参照

してください。 
0x0 R 

13 AN_NP_MESSAGE_PAGE ネクスト・ページ・エンコード。ネクスト・ページのエンコードを次のように

示します。 
0：未フォーマット・ネクスト・ページ。 
1：メッセージ・ネクスト・ページ。 

0x1 R/W 

12 AN_NP_ACK2 アクノレッジ 2。PHY がメッセージに従うことができるかどうかを示します。

IEEE 802.3 規格の副条項 28.2.3.4.6 を参照してください。 
0x0 R/W 

11 AN_NP_TOGGLE トグル・ビット。このトグル・ビットは、PHY 間でページを同期するために使

用します。これは常に 0 が読み出されます（このトグル・ビットは、アービト

レーション・ステート・マシンによって自動的に設定されます）。 

0x0 R 

[10:0] AN_NP_MESSAGE_CODE メッセージ／未フォーマット・コード・フィールド。メッセージ・ページ

（AN_NP_MESSAGE_PAGE = 1）に有効な値は IEEE 802.3 規格で定義されて

います。 
1：ヌル・メッセージ。 
5：組織固有の識別子がタグ付けされたメッセージ。  
6：オート・ネゴシエーション・デバイス識別子タグ・コード。 

0x1 R/W 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・ページ送信レジスタ、ビット[31:16] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x0209、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_NEXT_PAGE_M 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.23 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・ページ送信レジスタの

ビット[31:16]に対応しています。パワーアップ時またはオート・ネゴシエーション・リセット時、このレジスタには、メッセージ・コー

ドがヌルに設定されたメッセージ・ページを表すデフォルト値が格納されます。AN_NEXT_PAGE_L の前に、AN_NEXT_PAGE_M と

AN_NEXT_PAGE_H を書き込みます。 

表 163. AN_NEXT_PAGE_M のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] AN_NP_UNFORMATTED1 未フォーマット・コード・フィールド 1。 0x0 R/W 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・ページ送信レジスタ、ビット[47:32] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x020A、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_NEXT_PAGE_H 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.23 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・ページ送信レジスタの

ビット[47:42]に対応しています。パワーアップ時またはオート・ネゴシエーション・リセット時、このレジスタには、メッセージ・コー

ドがヌルに設定されたメッセージ・ページを表すデフォルト値が格納されます。AN_NEXT_PAGE_L の前に、AN_NEXT_PAGE_M と

AN_NEXT_PAGE_H を書き込みます。 

表 164. AN_NEXT_PAGE_H のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] AN_NP_UNFORMATTED2 未フォーマット・コード・フィールド 2。 0x0 R/W 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ネクスト・ページ・アビリティ・レジスタ、ビット[15:0] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x020B、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_LP_NEXT_PAGE_L 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.24 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ネクスト・

ページ・アビリティ・レジスタのビット [15:0]に対応しています。このレジスタの読出し時に、AN_LP_NEXT_PAGE_M および

AN_LP_NEXT_PAGE_H の値はラッチされます。 
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表 165. AN_LP_NEXT_PAGE_L のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 AN_LP_NP_NEXT_PAGE_REQ ネクスト・ページ・リクエスト。このビットは、PHY がネクスト・ページを送

信しようとしていることをリンク・パートナーに示します。IEEE 802.3 規格の

副条項 98.2.1.2.9 を参照してください。 

0x0 R 

14 AN_LP_NP_ACK リンク・パートナー・ネクスト・ページ・アクノレッジ。IEEE 802.3 規格の副

条項 98.2.1.2.8 を参照してください。 
0x0 R 

13 AN_LP_NP_MESSAGE_ 
PAGE 

リンク・パートナーのネクスト・ページ・エンコード。リンク・パートナーの

ネクスト・ページのエンコードを次のように示します。

0：未フォーマット・ネクスト・ページ。 
1：メッセージ・ネクスト・ページ。 

0x0 R 

12 AN_LP_NP_ACK2 リンク・パートナー・アクノレッジ 2。詳細については、AN_NP_ACK2 を参照

してください。 
0x0 R 

11 AN_LP_NP_TOGGLE リンク・パートナー・トグル・ビット。リンク・パートナーのトグル・ビット

です。 
0x0 R 

[10:0] AN_LP_NP_MESSAGE_ 
CODE 

リンク・パートナー・メッセージ／未フォーマット・コード・フィールド。詳

細については、AN_NP_MESSAGE_PAGE を参照してください。 
1：ヌル・メッセージ。 
5：組織固有の識別子がタグ付けされたメッセージ。 
6：オート・ネゴシエーション・デバイス識別子タグ・コード。 

0x0 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ネクスト・ページ・アビリティ・レジスタ、ビット
[31:16] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x020C、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_LP_NEXT_PAGE_M 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.24 で規定されているリンク・パートナーの BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ネクスト・

ページ・アビリティ・レジスタのビット[31:16]に対応しています。このレジスタの値は、AN_LP_NEXT_PAGE_L の読出し時にラッチさ

れます。このレジスタを読み出すと、現在の値ではなくラッチされた値が返されます。

表 166. AN_LP_NEXT_PAGE_M のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] AN_LP_NP_ 

UNFORMATTED1 
リンク・パートナー未フォーマット・コード・フィールド 1。 0x0 R 

BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ネクスト・ページ・アビリティ・レジスタ、ビット
[47:32] 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x020D、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_LP_NEXT_PAGE_H 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.7.24 で規定されている BASE-T1 オート・ネゴシエーション・リンク・パートナー・ネクスト・

ページ・アビリティ・レジスタ、ビット[47:32]に対応しています。このレジスタの値は、AN_LP_NEXT_PAGE_L の読出し時にラッチさ

れます。このレジスタを読み出すと、現在の値ではなくラッチされた値が返されます。

表 167. AN_LP_NEXT_PAGE_H のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] AN_LP_NP_ 

UNFORMATTED2 
リンク・パートナー未フォーマット・コード・フィールド 2。 0x0 R 

10BASE-T1 オート・ネゴシエーション制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x020E、リセット：0x8000、レジスタ名：
AN_B10_ADV_ABILITY 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.7.25 で規定されている 10BASE-T1 オート・ネゴシエーション制御レジスタに対応しています。 

表 168. AN_B10_ADV_ABILITY のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 AN_B10_ADV_B10L 10BASE-T1L アビリティ。これは AN_ADV_B10L レジスタの複製です。 0x1 R/W 
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表 168. AN_B10_ADV_ABILITY のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
14 AN_B10_ADV_B10L_EEE 10BASE-T1L EEE アビリティ。これは AN_ADV_B10L_EEE レジスタの複製で

す。 
0x0 R 

13 AN_B10_ADV_B10L_TX_ 
LVL_HI_ABL 

10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・アビリティ。これは

AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL レジスタの複製です。 
Pin Dependent R/W 

12 AN_B10_ADV_B10L_TX_ 
LVL_HI_REQ 

10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・リクエスト。これは

AN_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ レジスタの複製です。 
Pin Dependent R/W 

[11:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

10BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x020F、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_B10_LP_ADV_ABILITY 
このアドレスは、802.3cg 規格の条項 45.2.7.26 で規定されている 10BASE-T1 オート・ネゴシエーション・ステータス・レジスタに対応し

ています。

表 169. AN_B10_LP_ADV_ABILITY のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 AN_B10_LP_ADV_B10L 10BASE-T1L アビリティ。これは AN_LP_ADV_B10L レジスタの複製です。 0x0 R 
14 AN_B10_LP_ADV_B10L_ 

EEE 
10BASE-T1L EEE アビリティ。これは AN_LP_ADV_B10L_EEE レジスタの複

製です。 
0x0 R 

13 AN_B10_LP_ADV_B10L_ 
TX_LVL_HI_ABL 

10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・アビリティ。これは

AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_ABL レジスタの複製です。 
0x0 R 

12 AN_B10_LP_ADV_B10L_ 
TX_LVL_HI_REQ 

10BASE-T1L ハイ・レベル送信動作モード・リクエスト。これは

AN_LP_ADV_B10L_TX_LVL_HI_REQ レジスタの複製です。 
0x0 R 

[11:8] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
7 AN_B10_LP_ADV_B10S_ 

FD 
リンク・パートナー10BASE-T1S 全 2 重アビリティ。これは

AN_LP_ADV_B10S_FD レジスタの複製です。 
0x0 R 

6 AN_B10_LP_ADV_B10S_ 
HD 

リンク・パートナー10BASE-T1S 半 2 重アビリティ。これは

AN_LP_ADV_B10S_HD レジスタの複製です。 
0x0 R 

[5:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

オート・ネゴシエーション強制モード・イネーブル・レジスタ

デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x8000、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_FRC_MODE_EN 
このレジスタの効果は、オート・ネゴシエーション・プロセスをイネーブルする AN_EN ビットによって上書きされる点に注意してくだ

さい。オート・ネゴシエーションがディスエーブル（AN_EN = 0）されており、AN_FRC_MODE_EN が 1 の場合、強制モードが有効にな

ります。

表 170. AN_FRC_MODE_EN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 AN_FRC_MODE_EN オート・ネゴシエーション強制モード。強制モード機能をイネーブルします。 0x0 R/W 

追加オート・ネゴシエーション・ステータス・レジスタ 

デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x8001、リセット：0x0000、レジスタ名：
AN_STATUS_EXTRA 
このレジスタは、AN_STATUS に追加して提供されます。 

表 171. AN_STATUS_EXTRA のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:11] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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表 171. AN_STATUS_EXTRA のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
10 AN_LP_NP_RX リンク・パートナーから受信したネクスト・ページ・リクエスト。 0x0 R LH 
9 AN_INC_LINK 非互換リンク表示。これは、IEEE 802.3 規格の副条項 98.5.1 の非互換リンク状

態に対応します。この値は、オート・ネゴシエーション・グッド・チェック状

態に入る際に実行される優先度決定機能によって設定されます。 

0x0 R 

[8:7] AN_TX_LVL_RSLTN オート・ネゴシエーション Tx レベル結果。送信レベル・ハイ／ローの決定結果

であり、IEEE 802.3cg 規格の副条項 146.6.4 に従って決定されます。これは以

下の要領でエンコードされます。 
0：不実行。 
2：成功、ロー送信レベル（1.0V p-p）を選択。  
3：成功、ハイ送信レベル（2.4V p-p）を選択。 

0x0 R 

[6:5] AN_MS_CONFIG_RSLTN リーダー／フォロアの決定結果。IEEE 802.3 規格のリーダー／フォロア設定に

従って決定されます。これは以下の要領でエンコードされます。 
0：不実行。 
1：設定フォルト。 
2：成功、PHY がフォロアに設定。  
3：成功、PHY がリーダーに設定。 

0x0 R 

[4:1] AN_HCD_TECH 最大公約数（HCD）PHY 技術。IEEE 802.3 規格の副条項 98.2.4.2 の優先度決定

機能により選択。ここに示されていない値はすべて予約済みであることを考慮

してください。 
0：ヌル（不実行）。 
1：10BASE-T1L。 

0x0 R 

0 AN_LINK_GOOD オート・ネゴシエーション完了表示。これは、IEEE 802.3 規格の副条項 98.5.1
の an_link_good 状態に対応します。この信号はオート・ネゴシエーション送信

が完了したことを示し、イネーブルされた PHY 技術がリンクを確立している途

中、または既に確立済みであることを示します。AN_COMPLETE も参照してく

ださい。これは同様のものですが、PHY リンクが確立していることを示しま

す。 

0x0 R 

PHY 即時ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x07、レジスタ・アドレス：0x8030、リセット：0x0010、レジスタ名：
AN_PHY_INST_STATUS 
このレジスタ・アドレスにより、即時ステータス表示にアクセスできます。これらの値はラッチされません。また、ここで返された表示

値のセットは、整合したセット、つまり、レジスタ・アドレスの読出し時に有効となる値のセットです。

表 172. AN_PHY_INST_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:5] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
4 IS_AN_TX_EN オート・ネゴシエーション Tx イネーブル・ステータス。オート・ネ

ゴシエーションの送信をイネーブル。このビットは、オート・ネゴシ

エーションがアクティブでトランスミッタを制御しており、アービト

レーションがまだオート・ネゴシエーション（AN）グッド・チェック

状態、または AN グッド状態に達していないことを示します。つま

り、link_control 信号はイネーブルには設定されていません。

0x1 R 

3 IS_CFG_MST リーダーのステータス。link_control = イネーブル（例えば、

B10L_LINK_CTRL_EN = 1）の場合、PHY がリーダーとして動作して

いる（フォロアとしては動作していない）かどうかを示します。

0x0 R 

2 IS_CFG_SLV フォロアのステータス。link_control = イネーブル（例えば、

B10L_LINK_CTRL_EN = 1）の場合、PHY がフォロアとして動作して

いる（リーダーとしては動作していない）かどうかを示します。

0x0 R 

1 IS_TX_LVL_HI Tx レベル・ハイ・ステータス。PHY がロー送信レベル（1.0V）では

なく、ハイ送信レベル（2.4V）で動作していることを示します。 
0x0 R 

0 IS_TX_LVL_LO Tx レベル・ロー・ステータス。PHY がハイ送信レベル（2.4V）では

なく、ロー送信レベル（1.0V）で動作していることを示します。 
0x0 R 
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ベンダ固有 MMD 1 デバイス識別子ハイ・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0002、リセット：0x0283、レジスタ名：MMD1_DEV_ID1 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.11.1 で規定されているベンダ固有 MMD 1 デバイス識別子レジスタに対応し、組織固有識別子

（OUI）の 16 ビットをモニタできます。 

表 173. MMD1_DEV_ID1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] MMD1_DEV_ID1 組織固有識別子。ビット[3:18] 0x283 R 

ベンダ固有 MMD 1 デバイス識別子ロー・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0003、リセット：0xBC91、レジスタ名：MMD1_DEV_ID2 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.11.1 で規定されているベンダ固有 MMD 1 デバイス識別子レジスタに対応し、OUI の 6 ビットと、

モデル番号およびリビジョン番号をモニタできます。

表 174. MMD1_DEV_ID2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:10] MMD1_DEV_ID2_OUI 組織固有識別子。ビット[19:24] 0x2F R 
[9:4] MMD1_MODEL_NUM モデル番号。 0x9 R 
[3:0] MMD1_REV_NUM リビジョン番号。 0x1 R 

パッケージ内のベンダ固有 1 MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0005、リセット：0x008B、レジスタ名：
MMD1_DEVS_IN_PKG1 
条項 22 レジスタと、PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD があります。 

表 175. MMD1_DEVS_IN_PKG1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] MMD1_DEVS_IN_PKG1 パッケージ内のベンダ固有 1 MMD デバイス。条項 22 レジスタと、

PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD がありま

す。

0x8B R 

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0006、リセット：0xC000、レジスタ名：
MMD1_DEVS_IN_PKG2 
ベンダ固有デバイス 1 およびベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 

表 176. MMD1_DEVS_IN_PKG2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] MMD1_DEVS_IN_PKG2 パッケージ内のベンダ固有 1 MMD デバイス。ベンダ固有デバイス 1
およびベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 

0xC000 R 

ベンダ固有 MMD 1 ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0008、リセット：0x8000、レジスタ名：MMD1_STATUS 
このアドレスは、802.3 規格の条項 45.2.11.2 で規定されているベンダ固有 MMD 1 ステータス・レジスタに対応しています。 

表 177. MMD1_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:14] MMD1_STATUS ベンダ固有 1 MMD ステータス。 
10：デバイスはこのアドレスに対応。  
11：このアドレスに対応するデバイスはなし。 
01：このアドレスに対応するデバイスはなし。 
00：このアドレスに対応するデバイスはなし。 

0x2 R 

[13:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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システム割込みステータス・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0010、リセット：0x1000、レジスタ名：
CRSM_IRQ_STATUS 
このアドレスは、どの割込みリクエストが最後の読出し以降にトリガされたのかを確認するのに使用します。関連するイベントが発生す

ると各ビットがハイになり、読出しによってラッチが解除されるまでハイにラッチされます。CRSM_IRQ_STATUSのビットは、関連する

割込みがイネーブルされていない場合でもハイになります。予備の割込みがトリガされている場合は、システムに致命的なエラーがある

ことを意味します。

表 178. CRSM_IRQ_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

15 CRSM_SW_IRQ_LH ソフトウェア・リクエストによる割込みイベント。 0x0 R LH 
[14:13] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
12 CRSM_HRD_RST_IRQ_LH ハードウェア・リセット割込み。 0x1 R LH 
[11:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R LH 

システム割込みマスク・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x0020、リセット：0x1FFE、レジスタ名：CRSM_IRQ_MASK
割込み信号が様々なイベントに対応してアサートされるかどうかを制御します。

表 179. CRSM_IRQ_MASK のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

15 CRSM_SW_IRQ_REQ ソフトウェア割込み要求。ソフトウェアは、システム・レベルのテス

トの割込みを生成するためにこのビットをセットできます。このビッ

トは、セルフ・クリアされるため、常に 0 が読み出されます。

0x0 R/W SC 

[14:13] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
12 CRSM_HRD_RST_IRQ_EN ハードウェア・リセットの割込みをイネーブル。このレジスタはハー

ドウェア・リセットが発生したときに初期化されるため、このレジス

タに 0 を書き込んでも割込みはマスクされません。

0x1 R/W 

[11:0] RESERVED 予約済み。 0xFFE R/W 

ソフトウェア・リセット・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8810、リセット：0x0000、レジスタ名：CRSM_SFT_RST
表 180. CRSM_SFT_RST のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CRSM_SFT_RST ソフトウェア・リセット・レジスタ。ソフトウェア・リセット・ビッ

トを使用するとチップをリセットできます。このビットがセットされ

ると、チップは完全に初期化され、ハードウェア・リセットとほぼ同

じ状態になります。

0x0 R/W SC 

ソフトウェア・パワーダウン制御レジスタ

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8812、リセット：0x0000、レジスタ名：
CRSM_SFT_PD_CNTRL 
表 181. CRSM_SFT_PD_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CRSM_SFT_PD ソフトウェア・パワーダウン。ソフトウェア・パワーダウン・レジス

タは、チップを低消費電力モードにします。このモードでは回路のほ

とんどがオフになります。ただし、全レジスタに対する MDIO アクセ

スは引き続き可能です。このレジスタのデフォルト値は、SWPD_EN
ピンを使用して設定できます。これにより、適切なソフトウェア初期

化が行われるまで、チップをパワーダウン・モードに保持できます。

Pin dependent R/W 
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PHY サブシステム・リセット・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8814、リセット：0x0000、レジスタ名：
CRSM_PHY_SUBSYS_RST 
表 182. CRSM_PHY_SUBSYS_RST のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CRSM_PHY_SUBSYS_RST PHY サブシステム・リセット。PHY サブシステム・リセット・レジ

スタを使用すると、管理されたサブシステム・リセットを開始できま

す。PHY サブシステムがリセットされると、通常の動作が再開され、

ビットはセルフ・クリアされます。

0x0 R/W SC 

PHY MAC インターフェース・リセット・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8815、リセット：0x0000、レジスタ名：
CRSM_MAC_IF_RST 
表 183. CRSM_MAC_IF_RST のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CRSM_MAC_IF_RST PHY MAC インターフェース・リセット。PHY MAC サブシステム・

リセット・レジスタを使用すると、管理された PHY MAC インター

フェース・リセットを開始できます。PHY MAC インターフェースが

リセットされると、通常の動作が再開され、ビットはセルフ・クリア

されます。

0x0 R/W SC 

システム・ステータス・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8818、リセット：0x0000、レジスタ名：CRSM_STAT
表 184. CRSM_STAT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 CRSM_SFT_PD_RDY ソフトウェア・パワーダウン・ステータス。このビットは、システム

がソフトウェア・パワーダウン状態にあることを示します。

0x0 R 

0 CRSM_SYS_RDY システム・レディ。このビットは、スタートアップ・シーケンスが完

了し、システムに通常動作の準備ができていることを示します。

0x0 R 

CRSM パワー・マネージメント制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8819、リセット：0x0000、レジスタ名：
CRSM_PMG_CNTRL 
表 185. CRSM_PMG_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CRSM_FRC_OSC_EN 強制デジタル・ブート発振器クロック・イネーブル。 0x0 R/W 

CRSM 診断クロック制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x882C、リセット：0x0002、レジスタ名：
CRSM_DIAG_CLK_CTRL 
CRSM 診断クロック制御。 

表 186. CRSM_DIAG_CLK_CTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x1 R 
0 CRSM_DIAG_CLK_EN 診断クロックをイネーブルします。 0x0 R/W 
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パッケージ設定値レジスタ 

デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C22、リセット：0x0000、レジスタ名：MGMT_PRT_PKG 
MGMT_CFG_VAL アドレスを使用すると、パッケージ設定値の読出しができます。 

表 187. MGMT_PRT_PKG のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] MGMT_PRT_PKG_VAL パッケージのタイプ。1 = 32 ピン LFCSP パッケージ。 0x1 R 

MDIO 制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C30、リセット：0x0000、レジスタ名：
MGMT_MDIO_CNTRL 
表 188. MGMT_MDIO_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 MGMT_GRP_MDIO_EN MDIO PHY／ポート・グループ・アドレス・モードをイネーブル。こ

のモードでは、PHY は自身の PHY／ポート・アドレスとは無関係

に、5 ビットの PHY アドレス 31（10 進数）への書込みまたはアドレ

ス操作に応答します。この機能は、マルチポート・アプリケーション

での初期化シーケンスのみを目的としたもので、これらの場合にのみ

セットし、初期化の完了後は直ちにクリアする必要があります。

0x0 R/W 

ピン・マルチプレクサ設定 1 レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C56、リセット：0x00FE、レジスタ名：DIGIO_PINMUX 
表 189. DIGIO_PINMUX のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:8] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[7:6] DIGIO_TSTIMER_PINMUX TS_TIMER 用ピン・マルチプレクサ・セレクト。 

00：RXD_1。 
01：LED_0。 
10：INT。 
11：TS_TIMER 未割当て。 

0x3 R/W 

[5:4] DIGIO_TSCAPT_PINMUX TS_CAPT 用ピン・マルチプレクサ・セレクト。 
00：TXD_1。 
01：LED_1。 
10：MDIO。 
その他：TS_CAPT 未割当て。 

0x3 R/W 

[3:1] DIGIO_LED1_PINMUX LED_1 用ピン・マルチプレクサ・セレクト。 
000：LED_1。 
001：TX_ER。 
010：TX_EN。 
011：TX_CLK。 
100：TXD_0。 
101：TXD_2。 
110：LINK_ST。 
111：LED_1 出力がイネーブルされていない。 

0x7 R/W 

0 DIGIO_LINK_ST_ 
POLARITY 

LINK_ST の極性。 
0：ハイにアサート。 
1：ローにアサート。 

0x0 R/W 
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LED_0 オン／オフ点滅時間レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C80、リセット：0x3636、レジスタ名：
LED0_BLINK_TIME_CNTRL 
LED オン点灯時間 = LED0_ON_N4MS × 4 ms。  

LED オフ消灯時間 = LED0_OFF_N4MS × 4 ms。 

LEDx_MODE = 0 で LEDx_FUNCTIONが点滅に設定されている場合、LEDのアクティビティは LED オフ・シーケンスから始まり、次いで

LED オン・シーケンスが続き、その後はこれを繰り返します。 

LEDx_MODE = 1 で LEDx_FUNCTIONが点滅に設定されている場合、LEDのアクティビティは LED オン・シーケンスから始まり、次いで

LED オフ・シーケンスが続き、その後はこれを繰り返します。 

LEDx_OFF_N4MS = LEDx_ON_N4MS = 0 の場合、これは、LEDx_FUNCTION で選択された内部アクティビティ信号をライブでモニタでき

る特別なケースです。

LEDx_FUNCTION がリンクとアクティビティ信号を組み合わせたものにプログラムされていると、リンクが確立されアクティビティがな

い場合、LED はオンになります。LED はリンクが失われるかアクティビティを受けた場合にオフになります。 

LEDx_FUNCTION がアクティビティ信号にプログラムされていると、LED はアクティビティがない場合にオフになります。アクティビ

ティを受けると LED はオンに切り替わります。

表 190. LED0_BLINK_TIME_CNTRL のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:8] LED0_ON_N4MS LED_0 のオン点灯時間。LED_0 のオン点灯時間は 
4ms × LED0_ON_N4MS ビット・フィールドで計算できます。3 より

大きな値とすることを推奨します。

0x36 R/W 

[7:0] LED0_OFF_N4MS LED_0 のオフ消灯時間。LED_0 のオフ消灯時間は 
4ms × LED0_OFF_N4MS ビット・フィールドで計算できます。3 より

大きな値とすることを推奨します。

0x36 R/W 

LED 1 オン／オフ点滅時間レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C81、リセット：0x3636、レジスタ名：
LED1_BLINK_TIME_CNTRL 
LED オン点灯時間 = LED1_ON_N4MS × 4 ms。  

LED オフ消灯時間 = LED1_OFF_N4MS × 4 ms。 

LEDx_MODE = 0 で LEDx_FUNCTIONが点滅に設定されている場合、LEDのアクティビティは LED オフ・シーケンスから始まり、次いで

LED オン・シーケンスが続き、その後はこれを繰り返します。 

LEDx_MODE = 1 で LEDx_FUNCTIONが点滅に設定されている場合、LEDのアクティビティは LED オン・シーケンスから始まり、次いで

LED オフ・シーケンスが続き、その後はこれを繰り返します。 

LEDx_OFF_N4MS = LEDx_ON_N4MS = 0 の場合、これは、LEDx_FUNCTION で選択された内部アクティビティ信号をライブでモニタでき

る特別なケースです。

LEDx_FUNCTION がリンクとアクティビティ信号を組み合わせたものにプログラムされていると、リンクが確立されアクティビティがな

い場合、LED はオンになります。LED はリンクが失われるかアクティビティを受けた場合にオフになります。 

LEDx_FUNCTION がアクティビティ信号にプログラムされていると、LED はアクティビティがない場合にオフになります。アクティビ

ティを受けると LED はオンに切り替わります。
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表 191. LED1_BLINK_TIME_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:8] LED1_ON_N4MS LED_1 のオン点灯時間。LED_1 のオン点灯時間は 4 ms × LED1_ON_N4MS

ビット・フィールドで計算できます。3 より大きな値とすることを推奨します。 
0x36 R/W 

[7:0] LED1_OFF_N4MS LED_1 のオフ消灯時間。LED_1 のオフ消灯時間は 4 ms × LED1_OFF_N4MS
ビット・フィールドで計算できます。3 より大きな値とすることを推奨します。 

0x36 R/W 

LED 制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C82、リセット：0x8480、レジスタ名：LED_CNTRL 
LED 制御レジスタ。 

表 192. LED_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
15 LED1_EN LED 1 イネーブル。ディスエーブルされた LED はオフになります。イネーブル

された LED は、LED1_FUNCTION の選択とアクティビティに応じて、オンにな

るか点滅します。 

0x1 R/W 

14 LED1_LINK_ST_QUALIFY 特定の LED 1 オプションをリンク・ステータスで適格化。 
0：TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロアは link_status では

適格化されません。 
1：TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロアは link_status で適

格化されます。 

0x0 R/W 

13 LED1_MODE LED 1 モード選択。 
0：LED モード 1。アクティビティがある場合、MMR 
LED1_BLINK_TIME_CNTRL で定義されたレートで点滅。 
1：LED モード 2。LED の点滅周期はアクティビティのレベルに応じて設定され

ます。アクティビティ・レベルは、10%刻みで変化し、それに対応して LED の

点滅頻度も調整されます。アクティビティ・レベルが高くなると、オフ時間が

長くなりオン時間が短くなります。アクティビティ・レベルは、640ms～1.5s
の間で変化するウィンドウ時間後に再評価されます。 

0x0 R/W 

[12:8] LED1_FUNCTION LED_1 のピン機能。LED_1 ピンのソース・アクティビティを決定します。

CLK25_REF、TX_TCLK、CLK_120MHZ の各オプションは、LED コントローラ

をバイパスしたクロック・アウト機能です。チップから送信される波形は選択

したクロック源の周波数によって異なります。 
次の LED1_FUNCTION 設定は link_status では適格化されません。

LED1_FUNCTION = オン、オフ、点滅、INCOMPATIBLE_LINK_CFG、

AN_LINK_GOOD、AN_COMPLETE、LOC_RCVR_STATUS、
REM_RCVR_STATUS、CLK25_REF、TX_TCLK、CLK_120MHz。 
TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロアの各オプションは、

link_status によって適格化することができ、この制御は、

LED1_LINK_ST_QUALIFY MMR で行われます。 
TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロア、

MSTR_SLV_FAULT、AN_LINK_GOOD、AN_COMPLETE、TS_TIMER の各オ

プションは、ステータス・インジケータと見なされ、LED コントローラは使用

されません。プログラムされた信号がハイの場合、LED は静的にオンとなり、

プログラムされた信号がローの場合は、LED は静的にオフとなります。 
0：LINKUP_TXRX_ACTIVITY。 
1：LINKUP_TX_ACTIVITY。 
2：LINKUP_RX_ACTIVITY。 
3：LINKUP_ONLY。 
4：TXRX_ACTIVITY。 
5：TX_ACTIVITY。 
6：RX_ACTIVITY。 
7：LINKUP_RX_ER。 
8：LINKUP_RX_TX_ER。 
9：RX_ER。 
10：RX_TX_ER。 
11：TX_SOP。 
12：RX_SOP。 
13：オン。 
14：オフ。 

0xE R/W 
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表 192. LED_CNTRL のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

15：点滅。 
16：TX_LEVEL_2P4。 
17：TX_LEVEL_1P0。 
18：リーダー。 
19：フォロア。 
20：INCOMPATIBLE_LINK_CFG。 
21：AN_LINK_GOOD。 
22：AN_COMPLETE。 
23：TS_TIMER。 
24：LOC_RCVR_STATUS。 
25：REM_RCVR_STATUS。 
26：CLK25_REF。 
27：TX_TCLK。 
28：CLK_120MHZ。 

7 LED0_EN LED 0 イネーブル。ディスエーブルされた LED はオフになります。イネーブル

された LED は、LED0_FUNCTION の選択とアクティビティに応じて、オンにな

るか点滅します。 

0x1 R/W 

6 LED0_LINK_ST_QUALIFY 特定の LED 0 オプションを link_status で適格化。 
0：TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロアは link_status では

適格化されません。 
1：TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロアは link_status で適

格化されます。 

0x0 R/W 

5 LED0_MODE LED 0 モード選択。 
0：LED モード 1。アクティビティがある場合、MMR 
LED0_BLINK_TIME_CNTRL で定義されたレートで点滅。 
1：LED モード 2。LED の点滅周期はアクティビティのレベルに応じて設定され

ます。アクティビティ・レベルは、10%刻みで変化し、それに対応して LED の

点滅頻度も調整されます。アクティビティ・レベルが高くなると、オフ時間が

長くなりオン時間が短くなります。アクティビティ・レベルは、640ms～1.5s
の間で変化するウィンドウ時間後に再評価されます。 

0x0 R/W 

[4:0] LED0_FUNCTION LED_0 のピン機能。LED_0 ピンのソース・アクティビティを決定します。 
CLK25_REF、TX_TCLK、CLK_120MHZ の各オプションは、LED コントローラ

をバイパスしたクロック・アウト機能です。チップから送信される波形は選択

したクロック源の周波数によって異なります。 
次の LED_FUNCTION 設定は link_status では適格化されません。

LED_FUNCTION = オン、オフ、点滅、INCOMPATIBLE_LINK_CFG、

AN_LINK_GOOD、AN_COMPLETE、LOC_RCVR_STATUS、
REM_RCVR_STATUS、CLK25_REF、TX_TCLK、CLK_120MHz。 
TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロアの各オプションは、リ

ンク・ステータスによって適格化することができ、この制御は、

LED0_LINK_ST_QUALIFY MMR で行われます。 
TX_LEVEL_2P4、TX_LEVEL_1P0、リーダー、フォロア、

MSTR_SLV_FAULT、AN_LINK_GOOD、AN_COMPLETE、TS_TIMER。これ

らのオプションは、ステータス・インジケータと見なされ、LED コントローラ

は使用されません。プログラムされた信号がハイの場合、LED は静的にオンと

なり、プログラムされた信号がローの場合は、LED は静的にオフとなります。 
0：LINKUP_TXRX_ACTIVITY。 
1：LINKUP_TX_ACTIVITY。 
2：LINKUP_RX_ACTIVITY。 
3：LINKUP_ONLY。 
4：TXRX_ACTIVITY。 
5：TX_ACTIVITY。 
6：RX_ACTIVITY。 
7：LINKUP_RX_ER。 
8：LINKUP_RX_TX_ER。 
9：RX_ER。 
10：RX_TX_ER。 
11：TX_SOP。 
12：RX_SOP。 

0x0 R/W 
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表 192. LED_CNTRL のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

13：オン。 
14：オフ。 
15：点滅。 
16：TX_LEVEL_2P4。 
17：TX_LEVEL_1P0。 
18：リーダー。 
19：フォロア。 
20：INCOMPATIBLE_LINK_CFG。 
21：AN_LINK_GOOD。 
22：AN_COMPLETE。 
23：TS_TIMER。 
24：LOC_RCVR_STATUS。 
25：REM_RCVR_STATUS。 
26：CLK25_REF。 
27：TX_TCLK。 
28：CLK_120MHZ。 

LED 極性レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1E、レジスタ・アドレス：0x8C83、リセット：0x0000、レジスタ名：LED_POLARITY 
LED 極性が内部ロジックによって自動的に検出できるか、ユーザによって再設定できます。 

表 193. LED_POLARITY のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:4] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[3:2] LED1_POLARITY LED 1 の極性。 

0：LED オートセンス。オートセンスに従い、LED はアクティブ・ハイまたはア

クティブ・ロー。 
1：LED アクティブ・ハイ。 
2：LED アクティブ・ロー。 

0x0 R/W 

[1:0] LED0_POLARITY LED 0 の極性。 
0：LED オートセンス。オートセンスに従い、LED はアクティブ・ハイまたはア

クティブ・ロー。 
1：LED アクティブ・ハイ。 
2：LED アクティブ・ロー。 

0x0 R/W 

ベンダ固有 MMD 2 デバイス識別子ハイ・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0002、リセット：0x0283、レジスタ名：MMD2_DEV_ID1 
表 194. MMD2_DEV_ID1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:0] MMD2_DEV_ID1 ベンダ固有 2 MMD デバイス識別子。 0x283 R 
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ベンダ固有 MMD 2 デバイス識別子ロー・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0003、リセット：0xBC91、レジスタ名：MMD2_DEV_ID2 
表 195. MMD2_DEV_ID2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:10] MMD2_DEV_ID2_OUI OUI ビット。 0x2F R 
[9:4] MMD2_MODEL_NUM モデル番号。 0x9 R 
[3:0] MMD2_REV_NUM リビジョン番号。 0x1 R 

パッケージ内のベンダ固有 2 MMD デバイス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0005、リセット：0x008B、レジスタ名：
MMD2_DEVS_IN_PKG1 
条項 22 レジスタと、PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD があります。 

表 196. MMD2_DEVS_IN_PKG1 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] MMD2_DEVS_IN_PKG1 パッケージ 1 のベンダ固有 2 MMD。条項 22 レジスタと、

PMA/PMD、PCS、オート・ネゴシエーションの各 MMD がありま

す。

0x8B R 

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0006、リセット：0xC000、レジスタ名：
MMD2_DEVS_IN_PKG2 
ベンダ固有デバイス 1 およびベンダ固有デバイス 2 の各 MMD があります。 

表 197. MMD2_DEVS_IN_PKG2 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] MMD2_DEVS_IN_PKG2 パッケージ 2 のベンダ固有 2 MMD。ベンダ固有 1 MMD およびベンダ

固有 2 MMD があります。 
0xC000 R 

ベンダ固有 MMD 2 ステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0008、リセット：0x8000、レジスタ名：MMD2_STATUS 
このアドレスはベンダ固有 MMD 2 ステータス・レジスタに対応します。 

表 198. MMD2_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:14] MMD2_STATUS ベンダ固有 2 MMD ステータス。 
10：デバイスはこのアドレスに対応。  
11：このアドレスに対応するデバイスはなし。 
01：このアドレスに対応するデバイスはなし。 
00：このアドレスに対応するデバイスはなし。 

0x2 R 

[13:0] RESERVED 予約済み。 0x0 R 

PHY サブシステム割込みステータス・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0011、リセット：0x0000、レジスタ名：
PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS 
このアドレスを読み出すと、どの割込みリクエストが最後の読出し以降に発生したのかを確認できます。関連するイベントが発生すると

各ビットがハイになり、読出しによってラッチが解除されるまでハイにラッチされます。PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS のビットは、

PHY_SUBSYS_IRQ_MASK 内の関連するビットがセットされていない場合でもハイになります。予備の割込みがトリガされている場合は、

システムに致命的なエラーがあることを意味します。

表 199. PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

15 RESERVED 予約済み。 0x0 R LH 
14 MAC_IF_FC_FG_IRQ_LH MAC インターフェースのフレーム・チェッカ／ジェネレータ割込

み。

0x0 R LH 
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表 199. PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

13 MAC_IF_EBUF_ERR_IRQ_
LH 

MAC インターフェースのバッファ・オーバーフロー／アンダーフ

ロー割込み。

0x0 R LH 

12 RESERVED 予約済み。 0x0 R LH 
11 AN_STAT_CHNG_IRQ_LH オート・ネゴシエーションのステータス変化割込み。 0x0 R LH 
[10:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R LH 
1 LINK_STAT_CHNG_LH リンク・ステータスの変化。 0x0 R LH 
0 RESERVED 予約済み。 0x0 R LH 

PHY サブシステム割込みマスク・レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x0021、リセット：0x2402、レジスタ名：
PHY_SUBSYS_IRQ_MASK 
割込み信号が様々なイベントに対応してアサートされるかどうかを制御します。

表 200. PHY_SUBSYS_IRQ_MASK のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

15 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W SC 
14 MAC_IF_FC_FG_IRQ_EN MAC インターフェースのフレーム・チェッカ／ジェネレータ割込み

をイネーブル。

0x0 R/W 

13 MAC_IF_EBUF_ERR_IRQ_
EN 

MAC インターフェースのバッファ・オーバーフロー／アンダーフ

ロー割込みをイネーブル。

0x1 R/W 

12 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
11 AN_STAT_CHNG_IRQ_EN オート・ネゴシエーション・ステータス変化割込みをイネーブル。 0x0 R/W 
[10:2] RESERVED 予約済み。 0x100 R/W 
1 LINK_STAT_CHNG_IRQ_ 

EN 
リンク・ステータス変化割込みをイネーブル。 0x1 R/W 

0 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 

フレーム・チェッカ・イネーブル・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8001、リセット：0x0001、レジスタ名：FC_EN 
このレジスタは、フレーム・チェッカをイネーブルするのに使用します。フレーム・チェッカは、MAC インターフェースまたは PHY
（FC_TX_SEL レジスタを参照）から受信したフレームを分析して、受信したフレーム数、CRC エラー、およびその他の様々なフレー

ム・エラーを通知します。フレーム・チェッカ・フレーム・カウンタ・レジスタおよびフレーム・チェッカ・エラー・カウンタ・レジス

タが、これらのイベントをカウントします。

表 201. FC_EN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 FC_EN フレーム・チェッカ・イネーブル。フレーム・チェッカをイネーブル

するには 1 に設定します。

0x1 R/W 

フレーム・チェッカ割込みイネーブル・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8004、リセット：0x0001、レジスタ名：FC_IRQ_EN
このレジスタは、フレーム・チェッカの割込みをイネーブルするのに使用します。受信エラーが発生すると、割込みが生成されます。フ

レーム・チェッカ／ジェネレータの割込みは PHY_SUBSYS_IRQ_MASK レジスタでイネーブルします。MAC_IF_FC_FG_IRQ_EN ビット

をセットしてください。

ステータスは、PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS レジスタの MAC_IF_FC_FG_IRQ_LH ビットを介して読み出せます。

表 202. FC_IRQ_EN のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 FC_IRQ_EN フレーム・チェッカ割込みイネーブル。セットすると、このビットは

フレーム・チェッカ割込みをイネーブルします。

0x1 R/W 
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フレーム・チェッカ送信選択レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8005、リセット：0x0000、レジスタ名：FC_TX_SEL 
このレジスタは、送信側または受信側のどちらのフレームをチェックするかを選択します。セットすると、MACインターフェースから受

信した送信フレームがチェックされます。フレーム・チェッカを使用すると、MACインターフェース経由で正しいデータが受信されたこ

とを検証できます。また、MAC インターフェースでループバックされた後の受信データをチェックするのにも使用できるため、リモー

ト・ループバックを有効にした場合も便利です（MAC_IF_LOOPBACK レジスタの MAC_IF_REM_LB_EN ビットを参照）。

表 203. FC_TX_SEL のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 FC_TX_SEL フレーム・チェッカ送信選択。このビットをセットすると、PHY に

よって送信される、受信済みフレームをフレーム・チェッカがチェッ

クするように指定します。

1：MAC インターフェースから受信され、PHY が送信するフレームを

チェックする。

0：リモート・エンドから送信され、PHY が受信したフレームを

チェックする。

0x0 R/W 

受信エラー・カウント・レジスタ 

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8008、リセット：0x0000、レジスタ名：RX_ERR_CNT 
受信エラー・カウンタ・レジスタは、PHY のフレーム・チェッカに関連付けられた受信エラー・カウンタへのアクセスに使用します。 

表 204. RX_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] RX_ERR_CNT 受信エラー・カウント。これは、PHY のフレーム・チェッカに関連付

けられた受信エラー・カウンタです。このビットは読出し時にセル

フ・クリアされることに注意してください。

0x0 R SC 

フレーム・チェッカ・カウント・ハイ・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8009、リセット：0x0000、レジスタ名：FC_FRM_CNT_H 
このレジスタは、32 ビットの受信フレーム・カウンタ・レジスタのビット[31:16]をラッチしたコピーです。受信エラー・カウンタ

（RX_ERR_CNT）を読み出すと、受信フレーム・カウンタ・レジスタがラッチされるため、エラー・カウントと受信フレーム・カウント

が同期します。

表 205. FC_FRM_CNT_H のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_FRM_CNT_H 受信フレーム数をラッチしたコピーのビット[31:16]。 0x0 R 

フレーム・チェッカ・カウント・ロー・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x800A、リセット：0x0000、レジスタ名：FC_FRM_CNT_L 
このレジスタは、32 ビットの受信フレーム・カウンタ・レジスタのビット[15:0]をラッチしたコピーです。受信エラー・カウンタ

（RX_ERR_CNT）を読み出すと、受信フレーム・カウンタ・レジスタがラッチされるため、エラー・カウントと受信フレーム・カウント

が同期します。

表 206. FC_FRM_CNT_L のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_FRM_CNT_L 受信フレーム数をラッチしたコピーのビット[15:0]。 0x0 R 
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フレーム・チェッカ・レングス・エラー・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x800B、リセット：0x0000、レジスタ名：
FC_LEN_ERR_CNT 
このレジスタは、フレーム長エラー・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、フレーム長エラー状態にある受信

フレームのカウントです。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、フレーム長エラー・カウンタ・レジスタがラッチされ

るため、フレーム長エラー・カウントと受信フレーム・カウントが同期します。

表 207. FC_LEN_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_LEN_ERR_CNT フレーム長エラー・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ・アライメント・エラー・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x800C、リセット：0x0000、レジスタ名：
FC_ALGN_ERR_CNT 
このレジスタは、フレーム・アライメント・エラー・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、アライメント・エ

ラー状態にある受信フレームのカウントです。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、アライメント・エラー・カウンタ

がラッチされるため、フレーム・アライメント・エラー・カウントと受信フレーム・カウントが同期します。

表 208. FC_ALGN_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_ALGN_ERR_CNT フレーム・アライメント・エラー・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ・シンボル・エラー・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x800D、リセット：0x0000、レジスタ名：
FC_SYMB_ERR_CNT 
このレジスタは、シンボル・エラー・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、RX_ER と RX_DV の両方がセット

された受信フレームのカウントです。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、シンボル・エラー・カウントがラッチされ

るため、シンボル・エラー・カウントとフレーム受信・カウントが同期します。

表 209. FC_SYMB_ERR_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_SYMB_ERR_CNT シンボル・エラー・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ・オーバーサイズ・フレーム・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x800E、リセット：0x0000、レジスタ名：FC_OSZ_CNT
このレジスタは、オーバーサイズ・フレーム・エラー・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、フレーム・

チェッカ最大フレーム・サイズ（FC_MAX_FRM_SIZE）で指定された長さを超える受信フレームのカウントです。受信エラー・カウンタ

（RX_ERR_CNT）を読み出すと、オーバーサイズ・フレーム・カウンタ・レジスタがラッチされるため、オーバーサイズ・エラー・カウ

ントと受信フレーム・カウントが同期します。

表 210. FC_OSZ_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_OSZ_CNT オーバーサイズ・フレーム・エラー・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ・アンダーサイズ・フレーム・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x800F、リセット：0x0000、レジスタ名：FC_USZ_CNT 
このレジスタは、アンダーサイズ・フレーム・エラー・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、長さが 64 バイト

未満の受信フレームのカウントです。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、アンダーサイズ・フレーム・エラー・カウ

ンタがラッチされるため、アンダーサイズ・フレーム・エラー・カウントと受信フレーム・カウントが同期します。
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表 211. FC_USZ_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_USZ_CNT アンダーサイズ・フレーム・エラー・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ奇数ニブル・フレーム・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8010、リセット：0x0000、レジスタ名：FC_ODD_CNT
このレジスタは、奇数ニブル・フレーム・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、フレーム内に奇数個のニブルを持つ受信

フレームのカウントです。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、奇数ニブル・フレーム・カウンタ・レジスタがラッチ

されるため、奇数ニブル・フレーム・カウントと受信フレーム・カウントが同期します。

表 212. FC_ODD_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_ODD_CNT 奇数ニブル・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ奇数プリアンブル・パケット・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8011、リセット：0x0000、レジスタ名：
FC_ODD_PRE_CNT 
このレジスタは、奇数プリアンブル・パケット・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。このレジスタは、プリアンブル内に奇数

個のニブルを持つ受信パケットのカウントです。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、奇数プリアンブル・パケット・

カウンタ・レジスタがラッチされるため、奇数プリアンブル・パケット・カウントと受信フレーム・カウントが同期します。

表 213. FC_ODD_PRE_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_ODD_PRE_CNT 奇数プリアンブル・パケット・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・チェッカ偽キャリア・カウント・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8013、リセット：0x0000、レジスタ名：
FC_FALSE_CARRIER_CNT 
このレジスタは、偽キャリア・イベント・カウンタ・レジスタをラッチしたコピーです。これは、不正 SSD 状態になった回数のカウント

です。受信エラー・カウンタ（RX_ERR_CNT）を読み出すと、偽キャリア・イベント・カウンタ・レジスタがラッチされるため、偽キャ

リア・イベント・カウントと受信フレーム・カウントが同期します。

表 214. FC_FALSE_CARRIER_CNT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FC_FALSE_CARRIER_CNT 偽キャリア・イベント・カウンタをラッチしたコピー。 0x0 R 

フレーム・ジェネレータ・イネーブル・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8020、リセット：0x0000、レジスタ名：FG_EN 
このレジスタは、フレーム・ジェネレータをイネーブルするのに使用します。フレーム・ジェネレータをイネーブルした場合、PHY の

データ・ソースは MAC インターフェースではなくフレーム・ジェネレータから取得されます。フレーム・ジェネレータを使用するには、

診断クロックもイネーブルする必要があります（DIAG_CLK_EN）。 

表 215. FG_EN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 FG_EN フレーム・ジェネレータ・イネーブル。 0x0 R/W 
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フレーム・ジェネレータ制御／再起動レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8021、リセット：0x0001、レジスタ名：
FG_CNTRL_RSTRT 
このレジスタは、フレーム・ジェネレータを制御します。FG_CNTRL ビット・フィールドは、フレーム・ジェネレータが使用するデー

タ・フィールド・タイプ（ランダムやすべてゼロなど）を指定します。FG_RSTRT ビットによってフレーム・ジェネレータが再起動しま

す。

表 216. FG_CNTRL_RSTRT のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:4] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
3 FG_RSTRT フレーム・ジェネレータの再起動。このビットをセットすると、フレーム・

チェッカが再起動します。このビットはセルフ・クリア・ビットです。 
0x0 R/W SC 

[2:0] FG_CNTRL フレーム・ジェネレータの再起動。このビットをセットすると、フレーム・

チェッカが再起動します。このビットはセルフ・クリア・ビットです。

フレーム・ジェネレータ完了の制御。 
000：現在のフレーム完了後はフレームなし。 
001：乱数のデータ・フレーム。 
010：すべてゼロのデータ・フレーム。 
011：すべて 1 のデータ・フレーム。 
100：ゼロと 1 が交互に現れる 0x55 データ・フィールド。 
101：データ・フィールドが 255（10 進数）から 0 に減少。 

0x1 R/W 

フレーム・ジェネレータ連続モード・イネーブル・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8022、リセット：0x0000、レジスタ名：
FG_CONT_MODE_EN 
このレジスタは、フレーム・ジェネレータを連続モードにするのに使用します。デフォルトの動作モードはバースト・モードです。バー

スト・モードの場合、生成フレームの数は、FG_NFRM_H レジスタと FG_NFRM_L レジスタで指定します。

表 217. FG_CONT_MODE_EN のビットの説明

ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 FG_CONT_MODE_EN フレーム・ジェネレータ連続モードの有効化。このビットは、フレーム・ジェ

ネレータを連続モードまたはバースト・モードにするのに使用します。 
1：フレーム・ジェネレータは連続モードで動作。このモードでは、フレーム・

ジェネレータはフレームを無期限に生成し続けます。 
0：フレーム・ジェネレータはバースト・モードで動作。このモードでは、フ

レーム・ジェネレータは単一バーストのフレームを生成して停止します。フ

レーム数は、FG_NFRM_H レジスタと FG_NFRM_L レジスタで指定します。 

0x0 R/W 

フレーム・ジェネレータ割込みイネーブル・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8023、リセット：0x0000、レジスタ名：FG_IRQ_EN
このレジスタは、フレーム・ジェネレータ割込みをイネーブルするのに使用します。要求した数のフレームが生成されると、割込みが生

成されます。フレーム・チェッカ／ジェネレータの割込みは PHY_SUBSYS_IRQ_MASK レジスタでイネーブルします。

MAC_IF_FC_FG_IRQ_EN ビットをセットしてください。 

割込みステータスは、PHY_SUBSYS_IRQ_STATUS レジスタの MAC_IF_FC_FG_IRQ_LH ビットを介して読み出せます。 

表 218. FG_IRQ_EN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 FG_IRQ_EN フレーム・ジェネレータ割込みイネーブル。このビットをセットすると、設定

したフレーム数を送信したときにフレーム・ジェネレータが割込みを生成する

ように指定します。 
1：フレーム・ジェネレータの割込みをイネーブル。 
0：フレーム・ジェネレータの割込みをディスエーブル。 

0x0 R/W 

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

analog.com.jp Rev. A | 106 of 109 

レジスタ

フレーム・ジェネレータ・フレーム長レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8025、リセット：0x006B、レジスタ名：FG_FRM_LEN 
このレジスタは、データ・フィールドのフレーム長をバイト単位で指定します。データ・フィールドに加えて、送信元アドレス用に 6 バ

イト、宛先アドレス用に 6 バイト、長さフィールド用に 2 バイト、フレーム・チェック・シーケンス（FCS）用に 4 バイトが追加されま

す。合計の長さは、データ・フィールド長に 18 を加えたものになります。

表 219. FG_FRM_LEN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:4] FG_FRM_LEN バイト単位のデータ・フィールド・フレーム長。 0x6B R/W 

フレーム・ジェネレータ・フレーム間ギャップ長レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8026、リセット：0x000C、レジスタ名：FG_IFG_LEN
このレジスタは、フレーム・ジェネレータによってフレーム間に挿入されるフレーム間ギャップの長さをバイト単位で指定します。

表 220. FG_IFG_LEN のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FG_IFG_LEN フレーム・ジェネレータ・フレーム間ギャップ長。このレジスタは、

フレーム・ジェネレータによってフレーム間に挿入されるフレーム間

ギャップの長さをバイト単位で指定します。

0xC R/W 

フレーム・ジェネレータ・フレーム数ハイ・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8027、リセット：0x0000、レジスタ名：FG_NFRM_H 
このレジスタは、フレーム・ジェネレータがイネーブルまたは再起動されるたびに生成されるフレーム数を指定する 32 ビット・レジスタ

のビット[31:16]です。 

表 221. FG_NFRM_H のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FG_NFRM_H 生成されるフレーム数のビット[31:16]。 0x0 R/W 

フレーム・ジェネレータ・フレーム数ロー・レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8028、リセット：0x0100、レジスタ名：FG_NFRM_L 
このレジスタは、フレーム・ジェネレータがイネーブルまたは再起動されるたびに生成されるフレーム数を指定する 32 ビット・レジスタ

のビット[15:0]です。 

表 222. FG_NFRM_L のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:0] FG_NFRM_L 生成されるフレーム数のビット[15:0]。 0x100 R/W 

フレーム・ジェネレータ完了レジスタ

デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8029、リセット：0x0000、レジスタ名：FG_DONE 
このレジスタは、フレーム・ジェネレータが FG_NFRM_H レジスタおよび FG_NFRM_L レジスタで要求されたフレーム数の生成を完了し

たことを示すのに使用されます。

表 223. FG_DONE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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レジスタ

表 223. FG_DONE のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

0 FG_DONE フレーム・ジェネレータ完了。このビットが 1 として読み出される

と、フレームの生成が完了したことを示します。このビットがセット

されると、読出しによってラッチが解除されるまでハイにラッチされ

ます。

0x0 R LH 

MAC インターフェース・ループバック設定レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x8055、リセット：0x000A、レジスタ名：
MAC_IF_LOOPBACK 
MAC インターフェース・ループバックの設定。 

表 224. MAC_IF_LOOPBACK のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:4] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
3 MAC_IF_REM_LB_RX_SUP

_EN 
抑制 RX イネーブル。MAC_IF_REM_LB_EN がセットされている場

合、レシーバから MAC への送信を抑制します。 
0x1 R/W 

2 MAC_IF_REM_LB_EN MAC インターフェース・リモート・ループバック・イネーブル。受

信データがトランスミッタにループバックされます。

0x0 R/W 

1 MAC_IF_LB_TX_SUP_EN 抑制送信イネーブル。MAC_IF_LB_EN がセットされている場合に、

PHY への送信を抑制します。 
0x1 R/W 

0 MAC_IF_LB_EN MAC インターフェース・ループバック・イネーブル。送信データが

レシーバにループバックされます。

0x0 R/W 

MAC パケット開始（SOP）生成制御レジスタ 
デバイス・アドレス：0x1F、レジスタ・アドレス：0x805A、リセット：0x001B、レジスタ名：
MAC_IF_SOP_CNTRL 
表 225. MAC_IF_SOP_CNTRL のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス

[15:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
5 MAC_IF_TX_SOP_LEN_ 

CHK_EN 
TX SOP プリアンブル長チェックをイネーブル。 0x0 R/W 

4 MAC_IF_TX_SOP_SFD_EN フレーム開始区切り（SFD：start of frame delimiter）での Tx SOP 信

号表示をイネーブル。

0x1 R/W 

3 MAC_IF_TX_SOP_DET_EN Tx SOP 表示信号の生成をイネーブル。 0x1 R/W 
2 MAC_IF_RX_SOP_LEN_ 

CHK_EN 
RX SOP プリアンブル長チェックをイネーブル。このビットがセット

され、SFD が受信されない場合は、8 バイト後に RX SOP 信号表示が

セットされます。それ以外の場合、最初の 8 バイトで SFD が受信さ

れなければ RX SOP はセットされません。

0x0 R/W 

1 MAC_IF_RX_SOP_SFD_EN SFD 受信時に RX SOP 信号表示をイネーブル。

MAC_IF_RX_SOP_DET_EN と MAC_IF_RX_SOP_SFD_EN の両方が

セットされている場合、RX SOP 信号は SFD の受信時にセットされ

ます。それ以外の場合、RX SOP は RX_DV がセットされるとセット

されます。RX SOP 信号は、フレームの終了までセットされたままに

なります。

0x1 R/W 

0 MAC_IF_RX_SOP_DET_EN RX SOP 表示信号の生成をイネーブル。 0x1 R/W 

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

analog.com.jp Rev. A | 108 of 109 

PCB レイアウトに関する推奨事項 
このセクションでは、PHY とそれに対応するサポート部品の配

置およびレイアウトにおける重要なポイントの概要を示します。

パッケージ・レイアウト

LFCSP には、パッケージ底部に露出パッドがあり、機械的、電

気的、および熱的な理由で PCB のグラウンドにハンダ付けする

必要があります。熱抵抗性能と熱除去を最大化するために、露

出グラウンド・パッドの下に 4 × 4 アレイのサーマル・ビアを使

用することを推奨します。PCB のランド・パターンには、これ

らのビア付きの露出グラウンド・パッドをフットプリントに組

み込む必要があります。EVAL-ADIN1110EBZ では、1.00mm の

グリッド配置上に 4 × 4 のビア・アレイを設けています。ビア・

パッドの直径は 0.02 インチ（0.5015mm）です。 

部品の配置と配線

重要なパターンと部品に優先順位を付けると、配線作業を簡素

化するのに役立ちます。重要なパターンとコンポーネントを最

初に配置して方向を定め、効果的なレイアウトを確保します。

重要な部品は、水晶発振器と負荷コンデンサ、CEXT_2 と

CEXT_3の各コンデンサ、および ADIN1110に近い位置にあるす

べてのバイパス・コンデンサです。これらの部品には配置と配

線に関して優先順位を付けます。

以下の推奨事項に従ってください。

► デカップリング・コンデンサは、それぞれの入力ピンのでき

るだけ近くに配置します。

► パターンの曲げ回数は最小限に抑え、曲げる場合は 45ºの
コーナーを使用します。

► パターンが隣接層のパワー・プレーンを横切らないようにし

ます。

► スタブが形成されないようにします。

► 高速信号にはビアを使用しないでください。ビアが必要な場

合は、リターン電流経路を改善するため、グラウンド・ビア

を信号ビアに隣接させます。

水晶発振器の配置と配線

消費電流を最小限に抑え、浮遊容量を減らし、ノイズ耐性を向

上させるために、水晶発振器の配置とルーティングに特別の注

意を払う必要があります。

以下の推奨事項に従ってください。

► 水晶発振器とそのコンデンサは、XTAL_I ピンおよび

XTAL_O ピンのできるだけ近くに配置します。

► 負荷コンデンサは互いに近接させて配置してください。

► 水晶発振器と負荷コンデンサにはローカルの GND プレーン

を使用し、メイン GND には 1 点で接続します。

► XTAL_I のパターンと XTAL_O のパターンは互いに離し、寄

生容量を低減します。

► 水晶発振器の下の層に銅のキープアウト領域を追加すること

で、寄生容量を更に低減できます。

PCB の層構成 
以下の推奨事項に従ってください。

► 最低 4 層の PCB 層構成を使用します。

► EMI に関する問題を改善するには、外層をグランド・プ

レーンとして使用する 6 層以上の構成を検討してくださ

い（オプション）。

► 銅層の厚さは、アプリケーションと電源条件に応じて定めま

す。

► 電源プレーンとグランド・プレーンには内層を使用します。

► 信号パターンには外層を使用します。

► ビア・スティッチングを使用して、グラウンドを強化し、

EMI を低減します。スティッチング・パターンとビア間距離

は、アプリケーションに応じて定めます。

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADIN1111 

©2025 Analog Devices, Inc. All rights reserved. 商標および登録商標は各社の所有に属します。 
本    社／〒105-7323 東 京 都 港 区 東 新 橋 1-9-1 東 京 汐 留 ビ ル デ ィ ン グ 23F 
大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 新大阪トラストタワー 10F 
名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島町 6-1 名古屋ルーセントタワー 38F 

Rev. A | 109 of 109 

外形寸法 

図 36.32 ピン・リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ［LFCSP］ 
5mm × 5mm ボディ、0.75mm パッケージ高 

（CP-32-20） 
寸法：mm 

オーダー・ガイド

1 Z = RoHS 準拠製品。 

評価用ボード

1 Z = RoHS 準拠製品。 
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正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A 

訂正箇所： 26 頁、左の段、「オン・チップ診断」の項、箇条書きの 2 番 

【誤】 

「PMA_LINK_STAT_OK ビット（ビット 2、マスク 0x0004）の値を確認します。」 

【正】 

「PMA_LINK_STAT_OK ビット（ビット 2、LSB より 3 番目のビット）の値を確認しま
す。」 



正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A

訂正箇所： 29 頁、左の段、「トランジスタ制御 LED」の項、下から 8 行目 

【誤】 

「必要に応じ、トランジスタのゲートと ADIN1110 ピンの間に抵抗を配置、または GND 

と LED_x ピンの間にコンデンサを並列に配置することで・・・」 

【正】 

「必要に応じ、トランジスタのゲートと ADIN1111 ピンの間に抵抗を配置、または GND 

と LED_x ピンの間にコンデンサを並列に配置することで・・・」 



正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A 

訂正箇所： 31 頁、右の段、「電磁環境適合性（EMC）と電磁耐性（EMI）」の項、下から

8 行目 

【誤】 

「ADIN1110 は、システム・レベルで EMC と EMI のテストを行っています。」 

【正】 

「ADIN1111 は、システム・レベルで EMC と EMI のテストを行っています。」 



正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A

訂正箇所： 31 頁、右の段、「電磁環境適合性（EMC）と電磁耐性（EMI）」の項、表 2６

の説明 

【誤】 

「表 26. ADIN1110 に対しシステム・レベルで実施した EMC/EMI テスト」 

【正】 

「表 26. ADIN1111 に対しシステム・レベルで実施した EMC/EMI テスト」 



正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A

訂正箇所： 45 頁、左の段、「MAC SPI」の項、上から 8 行目、箇条書きの 2 の最初の文 

【誤】 

「2. ADDR_FILT_UPR0 に 0x08002. ADDR_FILT_LWR0 に 0x005A6468」 

【正】 

「2. ADDR_FILT_UPR0 に 0x08002. ADDR_FILT_LWR0 に 0x005A646B」 



正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A

訂正箇所： 66 頁、表 94. P1_RX のビットの説明欄 

【誤】 

「全フレームが読み出されると、P1_RX_FRM_SIZE レジスタが最初に読み出されるまで、 

P1 RxFIFO からはそれ以上のデータは返されません。」 

【正】 

「全フレームが読み出されると、P1_RX_FSIZE レジスタが最初に読み出されるまで、P1 

RxFIFO からはそれ以上のデータは返されません。」 



正誤表 

本 社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 10 月 2 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを
記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

正誤表作成年月日： 2025 年 10 月 2 日 

製品名： ADIN1111 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.A

訂正箇所： 95 頁、「パッケージ設定値レジスタ」の項、上から 2 行目 

【誤】 

「MGMT_CFG_VAL アドレスを使用すると、パッケージ設定値の読出しができます。」 

【正】 

「MGMT_PRT_PKG アドレスを使用すると、パッケージ設定値の読出しができます。」 
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